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この製品は、関連するEU規制に適合しています 詳
細については、DOC シート規格適合証明書をご覧く
ださい。

カリフォルニア州の森林地帯・潅木地帯・草地などでこ
の機械を使用する場合には、エンジンに同州公共資源
法第4442章に規定される正常に機能するスパークアレ
スタが装着されていること、エンジンに対して森林等
の火災防止措置をほどこされていることが義務づけら
れており、これを満たさない機械は、第4442章または
4443章違犯となります。

エンジンの保守整備のため、および米国環境保護局
EPA並びにカリフォルニア州排ガス規制に関連してエン
ジンマニュアルを同梱しております。エンジンマニュア
ルはエンジンのメーカーから入手することができます。

警警警告告告

カカカリリリフフフォォォルルルニニニアアア州州州
第第第65号号号決決決議議議ににによよよるるる警警警告告告

カカカリリリフフフォォォルルルニニニアアア州州州でででははは、、、こここののの製製製品品品ににに使使使用用用
ささされれれててていいいるるるエエエンンンジジジンンンののの排排排気気気にににははは発発発癌癌癌性性性ややや
先先先天天天性性性異異異常常常なななどどどののの原原原因因因とととなななるるる物物物質質質ががが含含含ままま

れれれててていいいるるるとととささされれれててておおおりりりままますすす。。。

バババッッッテテテリリリーーーやややバババッッッテテテリリリーーー関関関連連連製製製品品品にににははは鉛鉛鉛ががが含含含
まままれれれててておおおりりり、、、カカカリリリフフフォォォルルルニニニアアア州州州でででははは発発発ガガガンンン性性性
ややや先先先天天天性性性異異異常常常ををを引引引ききき起起起こここすすす物物物質質質とととささされれれててていいいままま
すすす。。。取取取りりり扱扱扱いいい後後後ははは手手手をををよよよくくく洗洗洗っっってててくくくだだださささいいい。。。

米米米国国国カカカリリリフフフォォォルルルニニニアアア州州州でででははは、、、こここののの製製製品品品ををを使使使用用用ししし
たたた場場場合合合、、、ガガガンンンややや先先先天天天性性性異異異常常常なななどどどををを誘誘誘発発発すすするるる物物物
質質質ににに触触触れれれるるる可可可能能能性性性がががあああるるるとととささされれれててておおおりりりままますすす。。。

はははじじじめめめににに
このスプレーヤは、芝生に液剤を散布するための専
用の装置であり、そのような業務に従事するプロのオ
ペレータが運転操作することを前提として製造されて
います。この製品は、集約的で高度な管理を受けて
いる公園やゴルフ場、スポーツフィールド、商用目的
で使用される芝生に対して液剤を散布することを主た
る目的として製造されております。

この車両は主にオフロードで使用することを前提をとし
て設計製造されたものであり、公道上を通常走行する
ためのものではありません。この機械は本来の目的
から外れた使用をすると運転者本人や周囲の人間に
危険な場合があります。

この説明書を読んで製品の運転方法や整備方法を十
分に理解し、他人に迷惑の掛からないまた適切な方法
でご使用ください。この製品を適切かつ安全に使用す
るのはお客様の責任です。

安全上の注意事項、取扱い説明書、アクセサリについ
ての資料、代理店の検索、製品のご登録などについ
ては www.Toro.com へ。

整備について、また純正部品についてなど、分から
ないことはお気軽に弊社代理店またはカスタマーサー
ビスにおたずねください。お問い合わせの際には、必
ず製品のモデル番号とシリアル番号をお知らせくださ
い。図 1 にモデル番号とシリアル番号を刻印した銘
板の取り付け位置を示します。いまのうちに番号をメ
モしておきましょう。

重重重要要要 シシシリリリアアアルルル番番番号号号デデデカカカルルルにににつつついいいててていいいるるる QR コココーーードドド無無無いいい
場場場合合合もももああありりりままますすすをををモモモバババイイイルルル機機機器器器でででスススキキキャャャンンンすすするるるととと、、、製製製品品品
保保保証証証、、、パパパーーーツツツそそそののの他他他ののの製製製品品品情情情報報報にににアアアクククセセセスススででできききままますすす。。。
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図図図 1

1. モデル番号とシリアル番号の表示場所

© 2021—The Toro® Company
8111 Lyndale Avenue South
Bloomington, MN 55420 2

連連連絡絡絡先先先 www.Toro.com.
Printed in the USA

禁禁禁無無無断断断転転転載載載

 



モモモデデデルルル番番番号号号

シシシリリリアアアルルル番番番号号号

この説明書では、危険についての注意を促すための
警告記号図 2を使用しております。これらは死亡事故
を含む重大な人身事故を防止するための注意ですか
ら、必ずお守りください。
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図図図 2
危険警告記号

この他に2つの言葉で注意を促しています。重重重要要要「重
要」は製品の構造などについての注意点を、注注注はその
他の注意点を表しています。
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安安安全全全にににつつついいいててて
この機械は、EN-ISO 4254-1 および 4254-6 規格なら
びに SAE J2258 規格に適合しています。

安安安全全全上上上ののの全全全般般般的的的ななな注注注意意意
この機械は人身事故を引き起こす能力がある。重大
な人身事故を防ぐため、すべての注意事項を厳守し
てください。

• エンジンを始動する前に必ずこのオペレーターズマ
ニュアルをお読みになり内容をよく理解してください

• この機械を運転する時は常に十分な注意を払ってく
ださい。運転中は運転操作に集中してください注意
散漫は事故の大きな原因となります。

• 身体と薬剤との接触を防止し危険から身を守ること
のできる適切な防具PPEを着用してください。この
散布装置で取り扱う農薬は、危険物質や有毒物質
を含んでいる可能性があります。

• 機械の可動部の近くには絶対に手足を近づけな
いでください。

• ガードなどの安全保護機器が正しく取り付けられて
いない時は、運転しないでください。

• 散布ノズルや散布されて霧状になっている薬剤に近
づかないでください。作業場所に、無用の大人、
子供、ペットなどを近づけないでください。

• 子供に運転させないでください。

• 車両を平らな場所に駐車し、駐車ブレーキを掛
け、エンジンを停止し、キーのある車両ではキー
をを抜き取り、可動部が完全に停止したのを確認
して運転席を離れるようにしてください。調整、整
備、清掃、格納などは、車両が十分に冷えてか
ら行ってください。

間違った使い方や整備不良は負傷などの人身事故に
つながります。事故を防止するため、以下に示す安全
上の注意や安全注意標識 のついている遵守事項は
必ずお守りください 「注意」、「警告」、および「危
険」 の記号は、人身の安全に関わる注意事項を示し
ています。これらの注意を怠ると死亡事故などの重大
な人身事故が発生する恐れがあります。

この車両に取り付け可能なアタッチメントのすべてをこ
のマニュアルで解説することはできません。アタッチメ
ントを使用するときには、そのアタッチメントのマニュ
アルに記載されている安全上の注意事項にも十分目
を通してください。
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安安安全全全ラララベベベルルルととと指指指示示示ラララベベベルルル

以下のラベルや指示は危険な個所の見やすい部分に貼付してあります。破損したりはがれたりし
た場合は新しいラベルを貼付してください。

decal93-6686

93-6686

1. 油圧作動液 2. オペレーターズマニュアル
を読むこと。

decal106-5517

106-5517

1. 警告高温部に触れないこと。

decal107-8667

107-8667

1. ジャッキアップ

2. ジャッキアップ個所

3. 警告ジャッキアップに関する詳しい情報はオペレーターズマ
ニュアルを参照のこと。

decal107-8724

107-8724

1. 走行 3. ペダル下部を後ろに踏み
込むと後退。

2. ペダル上部を前に踏み込
むと前進。

4. 踏み込みを深くするとス
ピード上昇。

decal107-8731

107-8731

1. 警告 オペレーターズマニュアルを読むこと。

2. ラグナットを 75-102 N.m9.7-12.5 kg.m = 55-75 ft-lbにトル
ク締めする。

decal107-8732

107-8732

1. 警告 オペレーターズマニュアルを読むこと。

2. ラグナットを 95-122 N.m9.7-12.5 kg.m = 75-90 ft-lbにトル
ク締めする。
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decal117-3276

117-3276

1. 冷却液の噴出に注意 3. 警告 高温部に触れないこ
と。

2. 爆発の危険オペレーターズ
マニュアルを読むこと

4. 警告 オペレーターズマニュ
アルを読むこと。

decal117-4955

117-4955

1. 警告 オペレーターズマニュアル を読むこと 運転席ではシート
ベルトを着用すること 車体を傾けないこと。

2. 警告 聴覚保護具を着用のこと。

decal133-2758

133-2758

1. TEC ロジック2A 8. TEC 電源7.5A
2. TEC 電源7.5A 9. クルーズコントロール10A
3. 予備ヒューズ10A 10. インフォセンター1A
4. イグニッション15A 11. ブームとヘッドライト30A
5. TEC 電源7.5A 12. USB電源15A
6. ブームコントロール10A 13. タンクスプレー40A
7. 作業用ライト15A

decal120-0616

120–0616

1. 警告 ― オペレーターズマニュアルを読むこと応急手当時の
洗浄にはきれいな真水を使用すること。

decal120-0622

120-0622

1. 警告 オペレーターズマニュアルを読むこと。

2. 警告 タンク内に入らないこと。

3. 劇薬による火傷や吸入による危険 手、皮膚、目、鼻の
保護をおこなうこと。
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decal120-0623

120-0623

1. 牽引部

2. ロープ掛けのポイント

3. 警告オペレーターズマニュアルを読むこと

decal120-0624

120-0624

1. 打撲や手足の切断の危険 車両走行中の乗り降り禁止。乗り
降りは必ず完全停止してから。

2. 転落や衝突でけがをする危険 タンクに乗らないこと 乗車
中は車外に手足を出さないこと 助手席側の乗員はてすり
を持つこと。

decal120-0627

120-0627

1. ファンによる切傷や手足の切断の危険可動部に近づかな
いこと 使用時にはすべての安全カバー類を正しく取り付け
ておくこと。

decal120-0625

120-0625

1. 手を挟まれる恐れあり 手を近づけないこと。

decal120-0617

120-0617

1. 挟まれる危険蝶番部に手を近づけないこと。

2. ブームに当たる危険人を近づけないこと。

decal127-6976

127-6976

1. 下げる 2. 上げる

decal127-6979

127-6979

1. ポンプ戻りフロー 3. 攪拌フロー

2. フロー
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decal127-6981

127-6981

1. バイパス戻りフロー 3. ブームから散布

2. フロー

decal127-6982

127-6982

1. ポンプ戻りフロー 2. ブームから散布

decal132-7689

132-7689

1. 自動散布モード 7. すすぎOFF
2. 散布モード 8. ソニックセンサーON
3. 手動散布モード 9. ソニックセンサーOFF
4. フォームマーカーON 10. 散布レート増やす

5. フォームマーカーOFF 11. 散布レート減らす

6. すすぎON

decal132-7708

132-7708

1. ヘッドライトON 3. ホーン警笛

2. ヘッドライトOFF
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decal136-2351

136-2351

1. 駐車ブレーキを掛けるに
は、ブレーキペダルと駐車
ブレーキペダルを踏み込
む。

2. 駐車ブレーキを解除するに
は、ブレーキペダルを踏み
込んでから足を離す。

decal133-8062

133-8062

decal132-7783

132-7783

1. エンジン停止 3. エンジン始動

2. エンジン作動

decal120-0619

120-0619

1. 警告 オペレーターズマニュアルを読むこと。 5. 転倒の危険高速移動中は急旋回禁止旋回時は速度を落すこ
と法面を走行するときには十分に注意すること。

2. 警告講習を受けてから運転すること。 6. エンジンの始動方法駐車ブレーキを掛け、イグニッションキーを
差し込んで、START位置へ回す。

3. 警告 可動部に近づかないこと 全部のガード類を正しく取り
付けて運転すること。

7. エンジンの停止方法ブレーキを踏み、走行ペダルがニュートラ
ルであることを確認し、駐車ブレーキを掛け、ブレーキペダル
から足を離し、キーをSTOP位置に回して抜き取る。

4. 周囲の人間に打撲や手足切断の危険乗り込みながらや降りか
けながらエンジンを始動してはならない。必ず運転席に着席
し、駐車ブレーキを掛け、キーを挿入して始動位置に回す。

decal132-7786

132-7786

1. 散布OFF 3. USB
2. 散布ON
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decal132-7695

132-7695

1. ポンプON 5. 速度コントロールON 9. 右ブーム下降 13. 左ブーム散布

2. ポンプOFF 6. 速度コントロールOFF 10. 右ブーム上昇 14. 中央ブーム散布

3. 攪拌ON 7. 左ブーム下降 11. エンジン速度高速 15. 右ブーム散布

4. 攪拌OFF 8. 左ブーム上昇 12. エンジン速度低速

decal139-3065

139-3065

1. オペレーターズマニュアルを読むこと。
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組組組みみみ立立立ててて
付付付属属属部部部品品品

すべての部品がそろっているか、下の表で確認してください。

手手手順順順 内内内容容容 数数数量量量 用用用途途途

1 クイックディスコネクトのフィッティング 1 液剤タンクの注水用フィッティングを組
み付けます。

2 必要なパーツはありません。 – 左右のブームクレードルを点検します。

3 必要なパーツはありません。 – 出荷用バンパーを取り外します。

4 必要なパーツはありません。 – CE キットを取り付ける。

そそそののの他他他ののの付付付属属属品品品

内内内容容容 数数数量量量 用用用途途途

始動キー 2
オペレーターズマニュアル 1
エンジンマニュアル 1
パーツカタログ説明カード 1
スクリーンフィルタ 2

運転をする前にオペレーターズマニュアルを読んでください。

注注注 前後左右は運転位置からみた方向です。

注注注 スプレーコントロールシステムについて分からないことがある場合や、さらに詳しい情報を知りたい場合に
は、システムに付属しているオペレーターズマニュアルをご覧ください。

重重重要要要 こここのののスススプププレレレーーーヤヤヤははは、、、散散散布布布用用用ノノノズズズルルルををを装装装備備備しししななないいい状状状態態態ででで販販販売売売ささされれれままますすす。。。

スススプププレレレーーーヤヤヤはははノノノズズズルルルををを取取取りりり付付付けけけなななけけけれれればばば使使使用用用ででできききままませせせんんん。。。代代代理理理店店店ととと相相相談談談ののの上上上、、、適適適切切切なななキキキッッットトト類類類ををを取取取りりり付付付けけけててて
くくくだだださささいいい。。。

ノノノズズズルルルををを取取取りりり付付付けけけたたたららら、、、使使使用用用すすするるる前前前にににブブブーーームムムバババイイイパパパスススバババルルルブブブののの調調調整整整ををを行行行ううう必必必要要要がががああありりりままますすすこここれれれはははどどどのののブブブーーームムムををを
OFF にににしししてててももも単単単位位位面面面積積積あああたたたりりりののの散散散布布布量量量ががが変変変わわわらららななないいいよよようううにににすすするるるたたためめめののの調調調整整整ででですすす。。。 ブブブーーームムムバババイイイパパパスススバババルルルブブブををを
調調調整整整すすするるる (ペペペーーージジジ 28)ををを参参参照照照。。。
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1
液液液剤剤剤タタタンンンクククののの注注注水水水用用用フフフィィィッッッテテティィィ
ンンングググををを組組組みみみ付付付けけけるるる

こここののの作作作業業業ににに必必必要要要なななパパパーーーツツツ

1 クイックディスコネクトのフィッティング

手手手順順順

注注注 この作業には、ホースと、1"のオスのフィッティング
NPT ねじ、PTFE ねじ山シーラントが必要となります。

1. 液剤タンクカバーの右前側で、逆流防止レセプタ
クル用のクイックディスコネクトのフィッティングの
ラッチを固定しているヘアピン2本を外す図 3。

g242085

図図図 3

1. クイックディスコネクトの
フィッティング

3. ラッチクイックディスコネクト
のカップリング

2. ヘアピン

2. ラッチを回して、クイックディスコネクトのカップリ
ングのフィッティングのロックを解除する図 3。

3. クイックディスコネクトのカップリングからフィッティ
ングを外す図 3。

4. ラッチを閉じて、クイックディスコネクトのカップリ
ングのフランジにヘアピンを取り付ける図 3。

5. 給水ホースのフィッティング1"、NPTに、PTFE
ねじ山シーラント図 4を巻き付ける。

g191615

図図図 4

1. PTFE ねじ山シーラント 3. クイックディスコネクトの
フィッティング

2. 給水ホース用フィッティング
1", NPT

6. 給水ホースにクイックディスコネクトのカップリング
を取り付けて手締めする図 4。

2
左左左右右右のののブブブーーームムムクククレレレーーードドドルルルををを点点点
検検検すすするるる

必必必要要要なななパパパーーーツツツはははああありりりままませせせんんん。。。

手手手順順順
1. 駐車ブレーキを掛け、エンジンを始動し、スロット

ルレバーをアイドル位置にセットする。

2. 左右いずれかのブームをゆっくりと上昇させ、上
側クレードルチューブに当たったところで止める。

3. もう一方のブームもゆっくりと上昇させ、クレード
ルに当たったところで止める。

4. 上側クレードルチューブのうち、ブームの上部
チューブにあるスライドブロックがクレードル接触
している部分をよく観察する。

注注注 ブロックが上側クレードルチューブの曲がり
部分で接触していればクレードルの調整は適切
です図 5。
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g354255

図図図 5

5. もしどちらかの上側クレードルチューブの調整が
スライドブロックに合っていない図 6や図 7や 図
8場合には、クレードルの位置調整を行う クレー
ドルとブームを整列させる (ページ 75)を参照。

g354256

図図図 6
上側クレードルチューブがスライドブロックの裏側に来ている。

1. スライドブロック 2. 上側クレードルチューブ

g354257

図図図 7
上側クレードルチューブがスライドブロックの裏側に来ている。

1. 上側クレードルチューブ 2. スライドブロック

g354258

図図図 8
上側クレードルチューブがスライドブロックより前すぎる。

1. 上側クレードルチューブ 2. スライドブロック

6. 左右ブームを両方とも下降させ、エンジンを止
め、キーを抜き取り、可動部が完全に停止した
のを確認する。

3
出出出荷荷荷用用用バババンンンパパパーーーををを取取取りりり外外外すすす

必必必要要要なななパパパーーーツツツはははああありりりままませせせんんん。。。

手手手順順順
1. 出荷用のバンパーを前シャーシプレートに固定し

ているボルト、ワッシャ、ナットを取り外す図 9。
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g028179

図図図 9

1. ナット 3. ワッシャ

2. 出荷用バンパー 4. ボルト

2. 機体から出荷用のバンパーを取り外す図 9。

注注注 ボルト、ワッシャ、ナット、出荷用バンパーは
廃棄してください。

4
CE キキキッッットトトををを取取取りりり付付付けけけるるる

EU 諸諸諸国国国ででで使使使用用用すすするるる場場場合合合

必必必要要要なななパパパーーーツツツはははああありりりままませせせんんん。。。

手手手順順順

マシンに CE キットを取り付けるマルチプロ 5800 CE
キットの取り付け要領書を参照。
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製製製品品品ののの概概概要要要

g190621

図図図 10

1. 真水タンク 4. ROPS 7. ドレンバルブ液剤タンク 10. 作業用ライト

2. 助手席 5. タンクのふた 8. 散布用ポンプ

3. 運転席 6. 薬剤タンク 9. バッテリー

g190600

図図図 11

1. 昇降シリンダ 3. バルブマニホルド 5. 油圧オイルタンク 7. センターブーム

2. 移動走行用ブームクレードル 4. 燃料タンク 6. 右ブーム 8. 左ブーム
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各各各部部部ののの名名名称称称ととと操操操作作作

g216445

図図図 12

1. 作業用ライトのスイッチ 6. 物入れ

2. ハンドル 7. インフォセンター

3. 水圧計 8. Quick Find™ コンソール

4. 燃料計 9. アームレスト

5. 助手席用手すり 10. 始動スイッチ

制制制御御御装装装置置置

走走走行行行ペペペダダダルルル

走行ペダル (図 13) は、前進と後退のつの働きがあり
ます。右足のつま先とかかとで操作します。ペダル前
部を踏み込むと前進後部を踏み込むと後退ですペダル
から足を離せば車両は減速、停止します

重重重要要要前前前進進進かかかららら後後後退退退、、、あああるるるいいいはははそそそののの逆逆逆へへへののの切切切りりり替替替えええははは、、、
必必必ずずず車車車両両両ををを一一一旦旦旦完完完全全全ににに停停停止止止さささせせせててておおおこここなななっっってててくくくだだださささいいい。。。

注注注 ペダルの踏み込みを深くすると走行速度は大きくな
ります。最高速度で走行するには、エンジンをフル
スロットルFAST位置にして走行ペダルを一杯に踏み
込みます。

注注注 パワーを最大にしたい時、例えば上り坂や負荷が
大きい時には、エンジンの回転速度が落ちない程度ま
でスロットルはもちろん高速位置でペダルの踏み込みを
「軽く」してやります。エンジンの速度が落ちはじめた
ら、ペダルの踏み込みを少しゆるめてやるとエンジンの
速度が回復してきます。

g032468

図図図 13

1. 駐車ブレーキペダル 3. 走行ペダル

2. ブレーキペダル
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ブブブレレレーーーキキキペペペダダダルルル

ブレーキペダル図 13は、車両を減速させたり停止
させるのに使用します。

注注注意意意
ブブブレレレーーーキキキののの整整整備備備ががが適適適切切切ににに行行行わわわれれれててていいいななないいい状状状態態態でででののの
運運運転転転ははは極極極めめめててて危危危険険険でででああありりり重重重大大大ななな事事事故故故のののもももとととででであああるるる。。。

スススプププレレレーーーヤヤヤををを運運運転転転すすするるる時時時ははは事事事前前前ににに必必必ずずずブブブレレレーーーキキキののの
作作作動動動状状状態態態ををを点点点検検検ししし、、、必必必要要要ににに応応応じじじててて調調調整整整ををを行行行うううこここととと。。。

駐駐駐車車車ブブブレレレーーーキキキ

常用ブレーキペダルの左側にあるペダルで操作します
(図 13)。車両から離れる時は、不意に走りださないよ
うに必ず駐車ブレーキを掛けておいてください。ブレー
キペダルを十分に踏み込んだ状態で、駐車ブレーキペ
ダルを踏み込めば駐車ブレーキが掛かります。駐車ブ
レーキペダルをもう一度踏み込むと解除されます。急な
斜面に停車する場合には、駐車ブレーキを掛けた上
で、谷側のタイヤに輪止めを掛けてください

始始始動動動スススイイイッッッチチチ

始動スイッチ図 12はエンジンの始動と停止を行うスイッ
チで、3つの位置があります OFF、ON/PREHEAT、
STARTの 3 位置です。

速速速度度度固固固定定定スススイイイッッッチチチ

速度固定スイッチを操作すると、走行ペダルをそのと
きの踏み込み状態にロックします図 14。これにより、
平らな場所ではペダル操作をしなくとも一定速度で走
行することができます。

g032469

図図図 14

1. センターコンソール 3. スロットルレバー

2. 速度固定スイッチ

スススロロロッッットトトルルルレレレバババーーー

スロットルレバーは運転席と助手席の間のコントロール
パネルにあり図 14、エンジンの速度を制御します。
前に倒すとエンジン回転速度が速くなり 後ろに引くと
遅くなります

照照照明明明スススイイイッッッチチチ

作業用ライトの点灯と消灯を行います図 12。スイッチ
を前に押すと点灯、後ろに押すと消灯です。

燃燃燃料料料計計計

燃料計はダッシュボード上にあり、燃料残量を表示
します図 12。

USB電電電源源源

アームレストの裏側にUSB の 2 ソケット電源があり
ます図 15。

g194424

図図図 15

1. USB ポート 2. USB ソケット
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スススプププレレレーーーヤヤヤ制制制御御御部部部

g195515

図図図 16

1. 散布率調整スイッチ 7. 中央ブームスイッチ

2. 水圧計 8. 左ブームスイッチ

3. 散布モードスイッチ 9. マスターブームスイッチ

4. タンク撹拌スイッチ 10. 左ブーム昇降スイッチ

5. 右ブーム昇降スイッチ 11. 散布ポンプスイッチ

6. 右ブームスイッチ

水水水圧圧圧計計計

水圧計 (図 16).はダッシュボードにあります。散布シス
テムの水圧を psi とkPa で表示します。

散散散布布布モモモーーードドドスススイイイッッッチチチ

散布モードスイッチは、散布率モード閉回路と手動モー
ド開回路の切り替えを行うスイッチです。.

散散散布布布率率率調調調整整整スススイイイッッッチチチ

散布率調整スイッチはダッシュボード上ハンドルの右手
側にあります図 16。手動モードでは、レート調整スイッ
チを使って、散布ポンプの速度を調整することができま
す。前を押して保持すると散布率水圧が上昇し、後ろ
を押して保持すると散布率水圧が下がります。

散散散布布布ポポポンンンプププスススイイイッッッチチチ

運転席右側、センターコンソールにあります図 16。前
に押すとポンプが始動、後ろに押すと停止します。ON
の時にはそのスイッチのランプが点灯します。

重重重要要要 ポポポンンンプププ駆駆駆動動動部部部ををを保保保護護護すすするるるたたためめめににに、、、ポポポンンンプププのののススス
イイイッッッチチチををを入入入れれれるるる時時時にににはははエエエンンンジジジンンンをををロロローーーアアアイイイドドドルルルにににしししてててくくく
だだださささいいい。。。

ブブブーーームムム昇昇昇降降降スススイイイッッッチチチ

ブーム昇降スイッチはセンターコンソールの運転席右
側にあり、左右のブームを個別に上昇・下降させるス
イッチです図 16。

マママスススタタターーーブブブーーームムムスススイイイッッッチチチ

マスターブームスイッチは車両のセンターコンソール
にあります。散布の開始と停止を行うスイッチです。
このスイッチで散布システムのオンオフ制御を行いま
す(図 16)。

左左左、、、中中中央央央、、、右右右ブブブーーームムム昇昇昇降降降スススイイイッッッチチチ

個別ブームスイッチ3個はセンターコンソールアームレ
ストの手前側にあります図 16。各スイッチとも、前を
押すと ON、後ろを押すと OFF となります。スイッチ
がON位置にある時には、インフォセンターの上部にア
イコンが表示されます。

注注注 個別ブームスイッチはマスターブームスイッチと連動
しており、マスターがONの時にのみ散布が可能です。

撹撹撹拌拌拌スススイイイッッッチチチ

運転席右側、センターコンソールにあります図 16。前
に倒すと攪拌を開始し、後ろに倒すと停止します。ON
の時にはそのスイッチのランプが点灯します。攪拌を行
うには、エンジンがアイドリングよりも高速で回転してお
り、スプレーヤのポンプがONである必要があります。

攪攪攪拌拌拌バババイイイパパパスススバババルルルブブブ

攪拌を停止したときに液をスプレーヤのポンプに送り返
すためのバルブです図 17。攪拌バルブの上方にあり
ます。このバルブを調整することにより、攪拌をONに
してもOFFにしても水圧が変化しないようにすることが
できます 攪拌バイパスバルブの補正キャリブレーショ
ン設定 (ページ 28)を参照。
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g194246

図図図 17

1. アクチュエータ攪拌バルブ 3. フローメータ

2. 攪拌バイパスバルブのハ
ンドル

フフフロロローーーメメメーーータタタ

フローメータは液量を測定する計器です。測定された数
値はインフォセンターで処理・表示され散布レートモー
ドで使用されます図 17。

攪攪攪拌拌拌スススロロロッッットトトルルルバババルルルブブブ

攪拌スロットルバルブは手動式のボールバルブで、メ
インタンク内の攪拌ノズルへのフローをコントロールしま
す。大きな散布量投下水量で散布したい場合に、攪拌
ノズルを調整してスプレーヤの散布圧を上げることがで
きます。このバルブはポンプ上部にあります図 18。

g032528

図図図 18

1. 攪拌スロットルバルブのハンドル

個個個別別別ブブブーーームムムバババイイイパパパスススバババルルルブブブ

個別ブームバイパスバルブは、散布中にどのブーム
をONOFFしても、常に同じ圧力で散布が行われるよ
うにするためのバルブです図 19。

注注注 個別ブームバイパスバルブは、手動モード開回
路で散布する時にのみ使用します。

g190774

図図図 19

1. ノブ個別ブームバイパスバ
ルブ

2. 個別ブームバイパス停止
バルブ

個個個別別別ブブブーーームムムバババイイイパパパススス停停停止止止バババルルルブブブ

個別ブームバイパス停止バルブは、手動モード開回
路で散布する時に、特定のブームからの散布を停止し
たいときに使用します図 19を参照。

注注注 散布率モード閉回路で散布する時には、個別ブー
ムバイパス停止バルブを閉じておいてください。

逆逆逆流流流防防防止止止補補補給給給口口口

タンクの前方にあり、ねじ付きのフィッティングと90度の
鋸歯フィッティングがついており、ここにホースをつない
でタンクの中に水を入れます。この補給口にホースを
つないで水を入れれば、タンク内の薬剤が水道などに
逆流することはありません。

重重重要要要 タタタンンンクククののの中中中ののの液液液剤剤剤ににに届届届くくくよよようううななな長長長いいいホホホーーースススををを取取取りりり
付付付けけけななないいいでででくくくだだださささいいい。。。ホホホーーーススス先先先端端端部部部かかかららら液液液面面面ののの最最最大大大高高高
さささまままでででののの距距距離離離にににつつついいいててて国国国ややや自自自治治治体体体なななどどどののの規規規制制制ががが存存存在在在すすす
るるる場場場合合合にににははは、、、そそそれれれににに従従従っっってててくくくだだださささいいい。。。
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g013787

図図図 20

1. 逆流防止補給口 2. タンクのふた

タタタンンンクククのののふふふたたた

タンク上部の中央にあります。開けるには、エンジンを
停止させ、ふたの前半分を左に回して上に開きます。
この状態でストレーナを取り外すことができます。閉め
る時には、ふたを閉じて右に回します。

イイインンンフフフォォォセセセンンンタタターーーコココンンントトトロロローーーラララ

インフォセンターコントローラでは、LED 画面の下にあ
る 5 つのボタンを使って、メニューの選択、データの入
力、機能の選択を行います。

g034277

図図図 21

1. 上矢印 6. ボタン4
2. ボタン1 7. 選択矢印

3. 下矢印 8. ボタン5
4. ボタン2 9. Exit終了

5. ボタン3

仕仕仕様様様
注注注 仕様および設計は予告なく変更される場合があり
ます。

各各各マママシシシンンンののの主主主ななな仕仕仕様様様

名名名称称称 寸寸寸法法法諸諸諸元元元

ベース重量 1307 kg

標準スプレーシステム搭載時
重量液剤とオペレータを含まず

1307 kg

標準スプレーシステム搭載時
重量液剤とオペレータを含む

2499 kg

最大車両重量平坦地で 3023 kg

タンク容量 1135.6 リットル

標準散布ブームを字型に組ん
だ状態での全幅

2260 mm

散散散布布布装装装置置置ののの仕仕仕様様様
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散散散布布布装装装置置置ののの仕仕仕様様様 (cont'd.)

名名名称称称 寸寸寸法法法諸諸諸元元元

全長標準スプレーシステムを
含む

3910 mm

全長標準スプレーシステムを
搭載時、X 字にたたんだブー
ムの先端までの長さ

4420 mm

全高標準スプレーシステムを
含む

1460 mm

全高標準スプレーシステムを
搭載時、X 字にたたんだブー
ムの先端までの高さ

2310 mm

地上高 184 mm

ホイールベース 1980 mm

アアアタタタッッッチチチメメメンンントトトとととアアアクククセセセサササリリリ

トロが認定した各種のアタッチメントやアクセサリがそ
ろっており、マシンの機能をさらに広げることができま
す。代理店に連絡してください。

いつも最高の性能と安全性を維持するために、必ず
Toroの純正部品をご使用ください。他社の部品やアク
セサリを御使用になると危険な場合があり、製品保証を
受けられなくなる場合がありますのでおやめください。

運運運転転転操操操作作作
注注注 前後左右は運転位置からみた方向です。

運運運転転転ののの前前前ににに

運運運転転転前前前ののの安安安全全全確確確認認認

安安安全全全上上上ののの全全全般般般的的的ななな注注注意意意
• 子供やトレーニングを受けていない大人には、絶対

に運転や整備をさせないでください地域によっては
機械のオペレータに年齢制限を設けていることがあ
りますのでご注意ください。オーナーは、オペレータ
全員にトレーニングを受講させる責任があります。

• 各部の操作方法や本機の正しい使用方法、警告
表示などに十分慣れ、安全に運転できるようにな
りましょう。

• 運転席を離れる場合はエンジンを止め、キーが付
いている機種ではキーを抜き取り、機械の動きが
完全に停止したことを確認してください。調整、整
備、格納は機体が十分冷えてから行ってください。

• エンジンの緊急停止方法に慣れておきましょう。

• オペレータコントロールやインタロックスイッチなどの
安全装置が正しく機能しているか、また安全ガー
ドなどが外れたり壊れたりしていないか点検してく
ださい。これらが正しく機能しない時には機械を
使用しないでください。

• 万一異常を発見したら運転を中止 してください。必
ず、修理や調整を行って問題を解決してから使用
するようにしてください。

• 運転席や助手席の周辺に薬剤がこぼれていたり、
こびりついていたりしないように管理してください。

• ポンプを作動させる前に、全部のラインコネクタが
適切に接続されていること、およびホースの状態が
良好であることを確認してください。

燃燃燃料料料にににつつついいいてててののの安安安全全全事事事項項項
• 燃料の取り扱いに際しては安全に特にご注意くださ

い。燃料は引火性が高く、気化すると爆発する可
能性があります。

• 燃料取り扱い前に、引火の原因になり得るタバコ、
パイプなど、すべての火気を始末してください。

• 燃料の保管は必ず認可された容器で行ってくださ
い。

• エンジン回転中などエンジンが高温の時には、燃料
タンクのふたを開けたり給油したりしないでください。

• 締め切った場所では燃料の補給や抜き取りをしな
いでください。
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• ガス湯沸かし器のパイロット火やストーブなど裸火
や火花を発するものがある近くでは、機械や燃料容
器を保管格納しないでください。

• 燃料がこぼれたら、エンジンを始動せずにマシン
を別の場所に動かし、気化した燃料ガスが十分
に拡散するまで引火の原因となるものを近づけな
いでください。

薬薬薬剤剤剤ののの安安安全全全管管管理理理
この散布装置で取り扱う農薬は人体や動植物、土壌
などに危険を及ぼす可能性があるので、取り扱いに
は十分注意してください。

• 各農薬の情報を良く読んでください。上記安全確保
に必要な情報が手に入らない場合には、この装置
の運転を拒否してください。

• 散布装置の整備や修理をする時は、その前に必
ず、その装置が薬剤メーカーの指示通りに中和作
業が行われた上で 3 回のすすぎ洗いを実行済み
であること、さらに、すべてのバルブにそれぞれ
3 回の開閉操作洗浄が実施されていることを確認
してください。

• 十分な量の水と石鹸を身近に常備し、薬剤が皮膚に
直接触れた場合には、直ちに洗い流してください。

• 自分自身の安全を守るために、農薬を取り扱う前
に、容器に張ってあるラベルや安全データシート
SDSなど取り扱い上の注意をよく読んで理解し、薬
剤メーカーの指示を守りましょう。

• 農薬を取り扱う時はいつでも自分の身体を守るこ
とを忘れずに。薬剤との接触を防止し危険から身
を守ることのできる適切な防具PPEを着用してくだ
さい。例えば

– 安全めがねやゴーグル、フェースシールド

– 防護服

– 呼吸器やフィルタ付きマスク

– 薬剤耐性手袋

– ゴム長靴または頑丈な防水靴

– 清潔な着替え、石鹸、使い捨てタオル

• 薬剤の取り扱いに関する適切な教育訓練を受けて
ください。

• 目的にあった適切な薬剤を使用してください。

• 薬剤を安全に散布するために、薬剤メーカーの指
示を必ず守ってください。推奨されている散布水圧
を超えないよう注意してください。

• 周囲に人や動物、特に子供いるときには農薬の調
整や機材の洗浄などを行わないでください。

• 薬剤の取り扱いは換気のよい場所で行ってくださ
い。

• 薬剤を取り扱い中や近くで作業中は、飲食や喫
煙をしないでください。

• 散布ノズルを洗浄するとき口で吹いたり、口に含ん
だりしないでください。

• 農薬を取り扱う作業が終了したら、直ちに手足や露
出部をよく洗ってください。

• 農薬は別の容器に移し替えたりせず、また安全な
場所で保存してください。

• 使用しなかった薬液や薬剤容器は、メーカーや地
域の規則に従って適切に廃棄してください。

• 薬剤や薬剤から発生する蒸気は危険です。絶対
に、タンクの中に入ったり、頭を入れたり、タンクの
上に顔をさらしたりしないでください。

• 国や自治体などの法律や規則を守って散布作業
を行ってください。

始始始動動動前前前ののの点点点検検検ををを行行行ううう
毎日、作業前に以下の項目を点検してください。

• タイヤ空気圧を点検する。

注注注 この車両のタイヤ空気圧は通常の自動車とは異
なります踏圧を減らし芝生の損傷を防止するために
低い空気圧に設定されています。

• 燃料、オイルなどの量を点検し、不足していれば
適正品を適正量まで補給する。

• ブレーキペダルの作動状態を点検する。

• ヘッドライトが正常に作動することを確認する。

• ハンドルを左右一杯に切って応答を確認する。

• エンジンを掛けない状態で、オイル漏れや各部の
ゆるみその他の異常がないか点検する。

上記のうち一つでも異常があれば、作業に出発する
前に整備士や上司にその旨を伝えてください。現場に
よっては、上記以外の項目の点検を指示されることも
ありますので、必ず上司に確認しておきましょう。

マママシシシンンンののの準準準備備備ををを行行行ううう

エエエンンンジジジンンンオオオイイイルルルののの量量量ををを点点点検検検すすするるる
エンジンを始動させる前に、エンジンオイルの量を点
検してください手順は エンジンオイルの量を点検する
(ページ 56)を参照してください。

冷冷冷却却却系系系統統統ををを点点点検検検すすするるる
エンジンを始動させる前に、冷却系統を点検してくだ
さい手順は 冷却液の量を点検する (ページ 68)を参照
してください。

油油油圧圧圧シシシススステテテムムムををを点点点検検検すすするるる
エンジンを始動させる前に、油圧系統を点検してくだ
さい手順は 油圧オイルを点検する (ページ 71)を参照
してください。

タタタイイイヤヤヤ空空空気気気圧圧圧ををを点点点検検検すすするるる
整整整備備備間間間隔隔隔: 使用するごとまたは毎日

タイヤ空気圧を点検し、適正に維持してください。適正
圧は 1.38 bar1.4 kg/cm2 = 20 psiです
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注注注 タイヤの磨耗状態や痛み具合の点検も行ってくだ
さい。

ブブブレレレーーーキキキををを点点点検検検すすするるる

整整整備備備間間間隔隔隔: 使用するごとまたは毎日

運転前に点検してください。ブレーキペダルを踏んで
から抵抗を感じるまでの遊びが25 mm 以上あるときは
調整が必要です。 ブレーキの調整 (ページ 69)を参照
してください。

警警警告告告
ブブブレレレーーーキキキののの整整整備備備ががが適適適切切切ににに行行行わわわれれれててていいいななないいい状状状態態態でででののの
運運運転転転ははは極極極めめめててて危危危険険険でででああありりり重重重大大大ななな事事事故故故のののもももとととででであああるるる。。。

スススプププレレレーーーヤヤヤををを運運運転転転すすするるる時時時ははは事事事前前前ににに必必必ずずずブブブレレレーーーキキキののの
作作作動動動状状状態態態ををを点点点検検検ししし、、、必必必要要要ににに応応応じじじててて調調調整整整ををを行行行うううこここととと。。。

燃燃燃料料料ををを補補補給給給すすするるる

燃燃燃料料料にににつつついいいてててののの仕仕仕様様様

ガガガソソソリリリンンン オクタン価 87 以上の無鉛ガソリンを使ってください
オクタン価評価法は(R+M)/2 を使用。

無鉛ガソリンにエタノールを添加10% までしたも
の、およびMTBEメチル第3ブチルエーテルを添加
15%までした燃料を使用することが可能です。エタ
ノールとMTBEとは別々の物質です。

エエエタタタノノノーーールルル
混混混合合合燃燃燃料料料

エタノール添加ガソリン15% 添加=E15は使用でき
ません。エタノール含有率が 10% を超えるガソリ
ンたとえば E15含有率 15%、E20含有率 20%、
E85含有率 85%は絶対に使用してはなりません。
これらの燃料を使用した場合には性能が十分に発
揮されず、エンジンに損傷が発生する恐れがあ
り、仮にそのようなトラブルが発生しても製品保証
の対象とはなりません。

重重重要要要 機機機械械械ののの性性性能能能ををを十十十分分分発発発揮揮揮さささせせせるるるたたためめめににに、、、きききれれれいいいででで
新新新しししいいい購購購入入入後後後30日日日以以以内内内燃燃燃料料料ををを使使使っっってててくくくだだださささいいい。。。

• ガソリン含有メタノールは使用できません。

• 燃料タンクや保管容器でガソリンを冬越しさせない
でください。 冬越しさせる場合には必ずスタビライ
ザ品質安定剤を添加してください。

• ガソリンにオイルを混合しないでください。

燃燃燃料料料ををを補補補給給給すすするるる

燃燃燃料料料タタタンンンククク容容容量量量: 約45 リットル

1. 平らな場所に駐車し、駐車ブレーキを掛け、ポン
プを停止、エンジンを停止してキーを抜き取り、
エンジンが冷えるのを待つ。

2. 燃料タンクのキャップ図 22の周囲をきれいに拭
く。

g354647

図図図 22

1. 燃料タンクのキャップ

3. 燃料タンクのキャップを取る。

4. タンクの天井給油口の根元から約25 mm下ま
で燃料を入れる。

注注注 これは、温度が上昇して燃料が膨張したとき
にあふれないように空間を確保するためである。
入入入れれれすすすぎぎぎななないいいこここととと。。。

5. 燃料タンクのキャップを確実に取りつける。

6. こぼれた燃料はふき取る。

新新新車車車ののの慣慣慣らららししし運運運転転転
整整整備備備間間間隔隔隔: 使用開始後最初の 100 時間—機械の性能

を十二分に発揮させ、末永くお使い
いただくために、使用開始後の 100
運転時は以下の注意を守って運転し
てください

• エンジンオイルなどの液量点検を定期的に行い、
オーバーヒートなどの兆候がないか日常的に注意
を払う。

• エンジンが冷えている時には、始動後15秒間程度
のウォームアップを行う。

• エンジンの空ふかしをしない。

• 意識的に速度を変えながら走行する。急発進や
急停止をしない。

• 初期整備については 保守 (ページ 45)を参照する。

スススプププレレレーーーヤヤヤののの準準準備備備

ノノノズズズルルルののの選選選択択択
注注注 ノズル選択ガイドをご覧ください。ガイドは代理店
にて入手できます。
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ノズルタレットには3つのノズルを取り付けておくことが
できます。ノズルの選択は以下の方法で行います

1. 平らな場所に停車し、エンジンを停止させ、キー
を抜き取り、駐車ブレーキを掛ける。

2. マスターブームスイッチを OFF とし、散布ポンプ
のスイッチを OFF にする。

3. タレットを回転させて希望のノズルにセットする。

4. 散布率モードで使用している車両の場合は、流
量の補正キャリブレーションを行う。詳細はエクセ
ラレート付きマルチプロ 5800-D または 5800-G
ターフスプレーヤのソフトウェアガイドを参照。

取取取水水水部部部フフフィィィルルルタタタののの選選選択択択

標標標準準準ののの装装装置置置 50 メッシュ取水部フィルタ青

散布する薬剤の種類や粘度に合わせて、取水部フィル
タ一覧表から適切なフィルタを選択してください。

取取取水水水部部部フフフィィィルルルタタタ一一一覧覧覧表表表

散散散布布布ノノノズズズルルルののの色色色水水水
量量量

スススクククリリリーーーンンンのののメメメッッッシシシュュュ
サササイイイズズズ*

フフフィィィルルルタタタののの色色色

黄 (0.2gpm) 50 青

赤 (0.4gpm) 50 青

茶 (0.5gpm) 50または 30) 青または緑

灰 (0.6gpm) 30 緑

白 (0.8gpm) 30 緑

青 (1.0gpm) 30 緑

緑 (1.5gpm) 30 緑

この表のメッシュサイズは、散布する薬剤の種類または水溶
液にした時の水と比較した粘度を基準としています。

重重重要要要 粘粘粘度度度ののの高高高いいいドドドロロロドドドロロロしししたたた薬薬薬剤剤剤ややや、、、ウウウェェェッッッタタタブブブルルル水水水
和和和剤剤剤ををを散散散布布布すすするるる場場場合合合にににははは、、、オオオプププシシショョョンンンののの目目目ののの粗粗粗いいいスススククク
リリリーーーンンンががが必必必要要要ににになななるるる場場場合合合がががああありりりままますすす図図図 23ををを参参参照照照。。。

g214212

図図図 23
メッシュサイズ — 薬剤または水溶液の粘度

1. 粘度の高い薬剤や水溶液 3. スクリーンのメッシュサイズ

2. 粘度の低い薬剤や水溶液

大水量で散布を行う場合には、より目の粗い、オプ
ションの取水部フィルタの使用をご検討ください図 24
を参照。

g214214

図図図 24
メッシュサイズ — 投下水量

1. より大きな水量 3. スクリーンのメッシュサイズ

2. より小さな水量

圧圧圧力力力フフフィィィルルルタタタののの選選選択択択

選択可能なスクリーンサイズ

標標標準準準ののの装装装置置置 50 メッシュ取水部フィルタ青

散布する薬剤の種類や粘度に合わせて、圧力フィルタ
一覧表から適切なフィルタを選択してください。

圧圧圧力力力フフフィィィルルルタタタ一一一覧覧覧表表表
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圧圧圧力力力フフフィィィルルルタタタ一一一覧覧覧表表表 (cont'd.)

散散散布布布ノノノズズズルルルののの色色色水水水
量量量

スススクククリリリーーーンンンのののメメメッッッシシシュュュ
サササイイイズズズ*

フフフィィィルルルタタタののの色色色

粘度の低い薬剤や
水溶液、少水量散
布

100 緑

黄 (0.2gpm) 80 黄

赤 (0.4gpm) 50 青

茶 (0.5gpm) 50 青

灰 (0.6gpm) 50 青

白 (0.8gpm) 50 青

青 (1.0gpm) 50 青

緑 (1.5 gpm) 50 青

粘度の高い薬剤や
水溶液、大水量散
布

30 赤

粘度の高い薬剤や
水溶液、大水量散
布

16 茶

この表のメッシュサイズは、散布する薬剤の種類または水溶
液にした時の水と比較した粘度を基準としています。

重重重要要要 粘粘粘度度度ののの高高高いいいドドドロロロドドドロロロしししたたた薬薬薬剤剤剤ややや、、、ウウウェェェッッッタタタブブブルルル水水水
和和和剤剤剤ををを散散散布布布すすするるる場場場合合合にににははは、、、オオオプププシシショョョンンンののの目目目ののの粗粗粗いいい圧圧圧力力力
フフフィィィルルルタタタががが必必必要要要ににになななるるる場場場合合合がががああありりりままますすす図図図 25ををを参参参照照照。。。

g214211

図図図 25
メッシュサイズ — 薬剤または水溶液の粘度

1. 粘度の高い薬剤や水溶液 3. スクリーンのメッシュサイズ

2. 粘度の低い薬剤や水溶液

大水量で散布を行う場合には、より目の粗い、オプショ
ンの圧力フィルタの使用をご検討ください図 26を参照。

g214240

図図図 26
メッシュサイズ — 投下水量

1. より大きな水量 3. スクリーンのメッシュサイズ

2. より小さな水量

ノノノズズズルルル部部部フフフィィィルルルタタタののの選選選択択択任任任意意意

注注注 ノズル部フィルタはノズルを保護しノズルの寿命を延
ばします。使用は任意です。

散布する薬剤の種類や粘度に合わせて、ノズルフィル
タ一覧表から適切なフィルタを選択してください。

ノノノズズズルルルフフフィィィルルルタタタ一一一覧覧覧表表表

散散散布布布ノノノズズズルルルののの色色色水水水
量量量

フフフィィィルルルタタタのののメメメッッッシシシュュュサササ
イイイズズズ*

フフフィィィルルルタタタののの色色色

黄 (0.2pm) 100 緑

赤 (0.4gpm) 50 青

茶 (0.5gpm) 50 青

灰 (0.6gpm) 50 青

白 (0.8gpm) 50 青

青 (1.0gpm) 50 青

緑 (1.5 gpm) 50 青

この表のメッシュサイズは、散布する薬剤の種類または水溶
液にした時の水と比較した粘度を基準としています。

重重重要要要 粘粘粘度度度ののの高高高いいいドドドロロロドドドロロロしししたたた薬薬薬剤剤剤ややや、、、ウウウェェェッッッタタタブブブルルル水水水
和和和剤剤剤ををを散散散布布布すすするるる場場場合合合にににははは、、、オオオプププシシショョョンンンののの目目目ののの粗粗粗いいいノノノズズズ
ルルルフフフィィィルルルタタタががが必必必要要要ににになななるるる場場場合合合がががああありりりままますすす図図図 27ををを参参参照照照。。。
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g214245

図図図 27
メッシュサイズ — 薬剤または水溶液の粘度

1. 粘度の高い薬剤や水溶液 3. スクリーンのメッシュサイズ

2. 粘度の低い薬剤や水溶液

大水量で散布を行う場合には、より目の粗い、オプ
ションのノズルフィルタの使用をご検討ください図 28
を参照。

g214245

図図図 28
メッシュサイズ — 投下水量

1. より大きな水量 3. スクリーンのメッシュサイズ

2. より小さな水量

タタタンンンクククににに水水水ををを入入入れれれるるる

真真真水水水タタタンンンクククににに水水水ををを入入入れれれるるる

重重重要要要 真真真水水水タタタンンンクククにににははは必必必ずずずきききれれれいいいななな真真真水水水ををを入入入れれれてててくくくだだだ
さささいいい。。。

注注注 真水タンクは、誤って薬液を目や皮膚に付けてし
まったときに直ちに洗い流し行うことができるようにす
るためのものです。

液剤タンクに薬液を作る前に、必ず真水を用意してく
ださい。

• タンクに水を入れるには、タンク上面にあるキャッ
プを外し、水を入れて元通りにキャップを取り付
けます図 29。

• コックのレバーをひねれば水が出ます図 29。

g032530

図図図 29

1. 補給口キャップ 3. コック

2. 真水タンク

タタタンンンクククににに液液液剤剤剤ををを作作作るるる

薬剤の混合をタンクのわきで簡単に行える薬剤プレミッ
クスキットオプションがあります。

重重重要要要 液液液剤剤剤タタタンンンクククににに薬薬薬剤剤剤ををを作作作るるる時時時ははは、、、出出出来来来るるる限限限りりりきききれれれいいい
ななな真真真水水水ををを使使使っっってててくくくだだださささいいい。。。

重重重要要要 使使使用用用すすするるる薬薬薬剤剤剤がががヴヴヴィィィトトトンンンViton™ととと共共共用用用可可可能能能ななな製製製
品品品ででであああるるるここことととををを確確確認認認しししてててくくくだだださささいいい。。。共共共用用用ででできききななないいい場場場合合合ににに
ははは薬薬薬剤剤剤ラララベベベルルルにににそそそののの旨旨旨ののの記記記述述述がががああありりりままますすす。。。ヴヴヴィィィトトトンンンととと
共共共用用用ででできききななないいい薬薬薬剤剤剤ははは、、、本本本機機機のののOリリリンンングググををを劣劣劣化化化さささせせせ、、、
薬薬薬液液液洩洩洩れれれををを起起起こここしししままますすす。。。

重重重要要要 タタタンンンクククにににつつついいいててていいいるるる水水水量量量マママーーークククはははおおおおおおよよよそそそののの目目目
安安安にににすすすぎぎぎずずず、、、正正正確確確ななな水水水量量量調調調整整整ににに使使使用用用すすするるるここことととはははでででききき
ままませせせんんん。。。

1. 平らな場所に停車し、エンジンを停止させ、キー
を抜き取り、駐車ブレーキを掛ける。

2. 薬剤ラベルをよく読み、散布液の作成に必要な
水量を把握する。

3. タンクのふたを開ける。

注注注 タンク上部の中央にあります。開けるには、
ふたの前半分を左に回して上に開きます。この
状態でストレーナを取り外して洗浄することがで
きます。

4. 逆流防止補給口のクイックディスコネクトに給水
ホースを接続する。

5. 所定量の ¾ の水を液剤タンクに入れる図 30。
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重重重要要要 タタタンンンクククにににははは必必必ずずずきききれれれいいいななな真真真水水水ををを先先先ににに入入入れれれててて
くくくだだださささいいい。。。空空空のののタタタンンンクククににに薬薬薬剤剤剤ののの原原原液液液ををを直直直接接接入入入れれれ
ななないいいでででくくくだだださささいいい。。。

g191616

図図図 30

6. エンジンを始動し、駐車ブレーキを掛け、散布
ポンプのスイッチを ON にセットし、スロットルレ
バーを高速側に動かす。

7. 撹拌スイッチを ON 位置にする。

重重重要要要 トトトロロロのののスススプププレレレーーーシシシススステテテムムムででで水水水和和和剤剤剤ををを使使使用用用すすす
るるる場場場合合合にににははは、、、バババケケケツツツなななどどどででで一一一度度度ゆゆゆるるるいいい泥泥泥状状状ににに溶溶溶
いいいてててかかからららタタタンンンクククににに投投投入入入しししてててくくくだだださささいいい。。。こここののの作作作業業業ををを行行行
わわわななないいいととと、、、タタタンンンクククののの底底底ににに薬薬薬剤剤剤ががが沈沈沈着着着ししし、、、撹撹撹拌拌拌ささされれれ
なななくくくなななっっったたたりりり、、、フフフィィィルルルタタタををを詰詰詰まままらららせせせたたたりりり、、、正正正しししいいい量量量
ののの散散散布布布ががが行行行わわわれれれなななっっったたたりりりすすするるる恐恐恐れれれがががああありりりままますすす。。。

トトトロロロ社社社ででではははこここののの散散散布布布装装装置置置用用用ににに認認認証証証ささされれれててていいいるるるすすすすすす
ぎぎぎキキキッッットトトののの使使使用用用をををおおお奨奨奨めめめしししててていいいままますすす。。。詳詳詳細細細にににつつついいい
てててははは弊弊弊社社社代代代理理理店店店にににおおおたたたずずずねねねくくくだだださささいいい。。。

8. 薬剤ラベルに記載されている通りの適正量の薬
剤原液をタンクに入れる。

9. 液剤タンクに所定量の残りの水を入れ、給水ホー
スを外し、タンクカバーを閉じる。

注注注 閉める時には、ふたを閉じてから前半分を右
に回します。

重重重要要要 タタタンンンクククににに初初初めめめててて水水水ををを入入入れれれたたた時時時ははは、、、そそそののの状状状態態態
ででではははタタタンンンククク固固固定定定ベベベルルルトトトががが遊遊遊んんんでででいいいななないいいここことととををを確確確認認認
しししてててくくくだだださささいいい。。。必必必要要要ににに応応応じじじててて締締締めめめ付付付けけけををを行行行っっっててて
くくくだだださささいいい。。。

タタタンンンククク固固固定定定ベベベルルルトトトののの点点点検検検
整整整備備備間間間隔隔隔: 使用するごとまたは毎日—タンク固定ベル

トの点検

重重重要要要 ベベベルルルトトトををを締締締めめめ付付付けけけすすすぎぎぎるるるととと、、、タタタンンンクククががが変変変形形形しししたたたりりりベベベ
ルルルトトトががが破破破断断断しししたたたりりりすすするるる可可可能能能性性性がががああありりりままますすす。。。

重重重要要要 液液液剤剤剤タタタンンンクククににに薬薬薬剤剤剤ををを作作作るるる時時時ははは、、、出出出来来来るるる限限限りりりきききれれれいいい
ななな真真真水水水ををを使使使っっってててくくくだだださささいいい。。。

1. メインタンクに水を一杯に入れる。

2. タンクとタンク固定ベルトとの間に、たるみがで
きていないか点検する図 31。

g028263

図図図 31

1. 後側タンク固定ベルト 4. 前側タンク固定ベルト

2. ボルト 5. 機体正面

3. フランジロックナット

3. ベルトにゆるみがある場合には、ベルトの上部に
あるフランジロックナットとボルトを締めてベルトと
タンクとが面一になるようにする図 31。

注注注 タタタンンンククク固固固定定定ベベベルルルトトトををを締締締めめめすすすぎぎぎななないいいよよようううににに注注注意意意
しししてててくくくだだださささいいい。。。

個個個別別別ブブブーーームムムバババイイイパパパスススバババルルルブブブののの
補補補正正正キキキャャャリリリブブブレレレーーーシシショョョンンン
手手手動動動モモモーーードドドののの時時時のののみみみ

重重重要要要 散散散布布布率率率モモモーーードドドででで使使使用用用すすするるる場場場合合合ははは、、、必必必ずずず、、、個個個別別別
ブブブーーームムムバババイイイパパパスススバババルルルブブブををを閉閉閉じじじてててくくくだだださささいいい。。。

重重重要要要 液液液剤剤剤タタタンンンクククににに薬薬薬剤剤剤ををを作作作るるる時時時ははは、、、出出出来来来るるる限限限りりりきききれれれいいい
ななな真真真水水水ををを使使使っっってててくくくだだださささいいい。。。

スプレーヤを初めて使用する前や、ノズルを交換したと
きは必ず、スプレーヤの流量、速度、ブームバイパス
の調整を行う必要があります。

重重重要要要 こここののの作作作業業業ははは平平平坦坦坦ななな広広広いいい場場場所所所ででで行行行っっってててくくくだだださささいいい。。。

マママシシシンンンののの準準準備備備ををを行行行ううう
1. 液剤タンクに水を半分まで入れる。

2. ブームを降下させる。

3. 駐車ブレーキを掛ける。

4. 散布制御スイッチを手動にセットする。

5. ブームスイッチを3つともONにセットするが、マス
ターブームスイッチはOFF位置にする。

6. 散布ポンプのスイッチを ON にして攪拌を開始
させる。
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7. インフォセンターのキャリブレーション画面で、テ
スト速度Test Speedを選択するエクセラレート付き
マルチプロ 5800-Dまたは 5800-G ターフスプレー
ヤのソフトウェアガイドのテスト速度の項を参照。

A. ボタン3と4を使って模擬走行速度を 5.6km/h
にセットする。

B. ボタン4を押してテスト速度シミュレーションを
ONにする。

C. ボタン5を押すとTEST SPEED画面を保存して
ホーム画面に戻る。

ブブブーーームムムバババイイイパパパスススバババルルルブブブををを調調調整整整すすするるる
1. レートスイッチを使って、下の表に従って散布率

を調整する。

ノノノズズズルルルののの散散散布布布レレレーーートトト表表表

ノノノズズズルルルののの色色色 SIメメメーーートトトルルル系系系 英英英語語語 タタターーーフフフ慣慣慣用用用単単単
位位位

黄 159L/ha 17 gpa 0.39 gpk

赤 319L/ha 34 gpa 0.78 gpk

茶 394L/ha 42 gpa 0.96 gpk

灰 478L/ha 51 gpa 1.17 gpk

白 637L/ha 68 gpa 1.56 gpk

青 796L/ha 85 gpa 1.95 gpk

緑 1,190L/ha 127 gpa 2.91 gpk

2. 左ブームをOFF にし、ブームバイパスノブ 図
32 を使って、先ほどと同じ水圧表で求めた水
圧に調整する。

注注注 バイパスのノブについている目盛りや針は単
なる目安のためのものです。

g191413

図図図 32

1. 個別ブームバイパス調整
ノブ

2. 個別ブームバイパス停止
バルブ

3. 左ブームをON にし、右ブームをOFF にする。

4. 右ブームのブームバイパスノブ 図 32 を使って、
先ほどと同じ水圧表で求めた水圧に調整する。

5. 右ブームをONにし、中央ブームをOFFにする。

6. 中央ブームのブームバイパスノブ 図 32 を使っ
て、先ほどと同じ水圧表で求めた水圧に調整
する。

7. マスターブームスイッチを OFF にする

8. 散布用ポンプを停止させる。

攪攪攪拌拌拌バババイイイパパパスススバババルルルブブブのののノノノブブブののの
位位位置置置
• 攪拌バイパスバルブが全開位置図 33A。
• 攪拌バイパスバルブが閉(0) 位置図 33B。
• 攪拌バイパスバルブが中間位置システム水圧に合

わせて調整された状態図 33C。

g214029

図図図 33

1. 開 3. 中間位置

2. 閉0

攪攪攪拌拌拌バババイイイパパパスススバババルルルブブブののの補補補正正正
キキキャャャリリリブブブレレレーーーシシショョョンンン設設設定定定
整整整備備備間間間隔隔隔: 1年ごと—攪拌バイパスバルブの補正キャリ

ブレーション設定を行います。

重重重要要要 液液液剤剤剤タタタンンンクククににに薬薬薬剤剤剤ををを作作作るるる時時時ははは、、、出出出来来来るるる限限限りりりきききれれれいいい
ななな真真真水水水ををを使使使っっってててくくくだだださささいいい。。。

1. この作業は平坦な広い場所で行う。

2. 液剤タンクに水を半分まで入れる。

3. 攪拌コントロールバルブが開いていることを確
認する。

注注注 何らかの調整が行われて全開になっていない
場合には、ここで全開にする。

4. 駐車ブレーキを掛け、エンジンを始動させる。

5. 散布モードボタンで「手動」散布モードにセットす
る 手動モードでの散布 (ページ 35)を参照。

6. ポンプスイッチと攪拌スイッチを ON位置にする。

7. マスターブームスイッチを OFF にする。

8. スロットルレバーをFAST位置にセットする。
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9. レート調整スイッチを使って、水圧を調整して
6.89 bar7 kg/cm2 = 100 psiにする。

10. 攪拌スイッチを OFFにして水圧計の読みを見る。

• 水圧計の読みが 6.89 bar7 kg/cm2 = 100
psiであれば、攪拌バルブの基本設定は適
切である。

• 水圧計の読みが変化している場合は以下の
設定手順を行う。

11. 攪拌バルブの背面についている攪拌バイパス
バルブ図 34を使って、水圧計の読みシステム
水圧が 6.89 bar7 kg/cm2 = 100 psiになるよう
に調整する。

g191362

図図図 34

1. アクチュエータ 攪拌バルブ 2. 攪拌バイパスバルブ

12. 散布ポンプのスイッチを OFF にする。

13. スロットルレバーをアイドル / スロー位置に戻し、
始動キーを OFF にする。

散散散布布布用用用のののポポポンンンプププののの搭搭搭載載載場場場所所所
スプレーヤのポンプは、車両左側の、液剤タンクの後
ろ近くにあります (図 35)。

g194233

図図図 35

1. 散布用ポンプ

運運運転転転中中中ににに

運運運転転転中中中ののの安安安全全全確確確認認認

安安安全全全上上上ののの全全全般般般的的的ななな注注注意意意
• オーナーやオペレータは自分自身や他の安全に責

任があり、オペレータやユーザーの注意によって物
損事故や人身事故を防止することができます。

• 作業にふさわしい服装をし、安全めがね、長ズボ
ン、頑丈で滑りにくい安全な靴、および聴覚保護
具を着用してください。長い髪は束ねてください。
ゆるい装飾品やだぶついた服は身に着けないで
ください。

• 「薬剤の安全管理」で解説しているような適切な防
護服を着用してください。

• この機械を運転する時は常に十分な注意を払ってく
ださい。運転中は運転操作に集中してください注意
散漫は事故の大きな原因となります。

• 疲れている時、病気の時、アルコールや薬物を摂
取した時は運転しないでください。

• 運転士以外の乗員は 1人のみとしてください運転士
以外の乗員は必ず助手席に着席してください。

• 運転は、穴や障害物を確認できる十分な照明の
もとで行ってください。

• エンジンを掛ける時は運転席に着席し、走行ペダル
がニュートラル位置にあること、駐車ブレーキが掛
かっていることを確認してください。

• 走行中は必ず着席してください可能な限り両手で
ハンドルを握り、両手両足を車外に出さないでく
ださい。

• 見通しの悪い曲がり角や、茂み、立ち木などの障
害物の近くでは安全に十分注意してください。
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• バックする際には必ず後方を確認し、人がいないこ
とを確かめてください。バックはゆっくりと。

• 周囲にペットや人、特に子供がいる所では絶対に
散布作業をしないでください。

• 段差や溝、大きく盛り上がった場所の近くなどで運
転しないでください。万一車輪が段差や溝に落ち
たり、地面が崩れたりすると、機体が瞬時に転倒
し、非常に危険です。

• ラフ、凹凸のある場所、縁石の近く、穴の近くな
ど路面が一定でない場所では必ず減速してくださ
い。車体が揺れると重心が移動し、運転が不安
定になります。

• 異物をはね飛ばしたときや機体に異常な振動を感じ
たときにはまず停止し、エンジンを止め、キーを抜
き取り、駐車ブレーキを掛け、機体の各部をよく点
検してください。異常を発見したら、作業を再開す
る前にすべて修理してください。

• 旋回するときや道路や歩道を横切るときなどは、
減速し周囲に十分な注意を払ってください。常に道
を譲る心掛けを。

• ぬれた場所、悪天候時、満載状態などでの運転に
は十二分の注意を払う。こうした条件下では停止
距離が長くなることを忘れずに。

• エンジン回転中や停止直後は、エンジン本体やマフ
ラーに触れないでください。これらの部分は高温に
なっており、触れると火傷を負う危険があります。

• 運転席を離れる前に

– 平らな場所に駐車する。

– 走行ペダルをニュートラルにする。

– 散布用ポンプを停止させる。

– 駐車ブレーキを掛ける。

– エンジンを止め、キーのある機種ではキーを
抜き取る。

– 全ての動きが停止するのを待つ。

• 排気ガスが充満するような締め切った場所では絶対
にエンジンを運転しないでください。

• 落雷の危険がある時には運転しない。

• 弊社トロが認めた以外のアクセサリやアタッチメント
を使用しないでください。

横横横転転転保保保護護護バババーーーROPSにににつつついいいてててののの安安安全全全
確確確認認認
注注注 このオペレーターズマニュアルが対象とする車両
で、Toro 社が取り付けたキャブは ROPS として機能
します。

• POPSは機体から外さないでください。

• シートベルトを着用し、緊急時にシートベルトを迅速
に外せるよう練習しておいてください。運転時には
必ずシートベルトを着用してください。

• 頭上の障害物に注意し、これらに衝突しないように
注意してください。

• ROPS自体に損傷がないか、また、取り付け金具が
ゆるんでいないか、定期的に十分に点検を行い、
万一の際に確実に役立つようにしておいてください。

• 必要に応じてシートベルトの清掃と整備を行って
ください。

• ROPSが破損した場合は新しいものに交換してくださ
い。修理したり改造しての使用はしないでください。

斜斜斜面面面でででののの安安安全全全確確確保保保

斜面はスリップや転倒などを起こしやすく、これらは重
大な人身事故につながります。斜面での安全運転はオ
ペレータの責任です。どんな斜面であっても、通常以
上に十分な注意が必要です。

• 以下に掲載している斜面での運転上の注意点やそ
の場合の天候条件および場所の条件などを良く
読み、作業日当日の現場のコンディションが作業
に適当かどうか判断してください。同じ斜面上で
あっても、地表面の条件が変われば運転条件が
変わります。

• 斜面については、実地の測定なども行って、安全
に作業ができるかどうかを判断してください。この調
査においては、常識を十分に働かせてください。

• 斜面での発進・停止・旋回は避けてください。斜面
では、上下方向に走行してください。急に方向を変
えたり急な加速やブレーキ操作をしないでください。
どうしても旋回しなければならない場合は、ゆっくり
と、可能であれば谷側に、旋回してください。後退
は十分注意して行ってください。

• 走行、ステアリング、安定性などに疑問がある場合
には運転しないでください。

• 隠れた穴、わだち、盛り上がり、石などの見えな
い障害は、取り除く、目印を付けるなどして警戒
してください。深い芝生に隠れて障害物が見えな
いことがあります。不整地では機体が転倒する可
能性があります。

• ぬれた面、急斜面など滑りやすい場所で運転する
とスリップして制御できなくなる危険があります。ス
リップを起こすとブレーキや舵取りができなくなる
恐れがあります。

• 段差、溝、盛り土、水などの近では安全に十二分
の注意を払ってください。万一車輪が段差や溝に
落ちたり、地面が崩れたりすると、機体が瞬時に
転倒し、非常に危険です。必ず安全距離を確保
してください。

• アタッチメントを搭載すると機械の安定性が変化しま
すから、運転には特に注意してください。

• 坂を登りきれないでエンストしたり、しそうになったり
した時はまず落ち着いてゆっくりとブレーキを踏み、
必ずバックで ゆっくりと下がってください

• 下り坂では、ギアシフト付き車両では必ずギアを
入れた状態で走行してください。
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• 斜面に駐車しないでください。

• タンク内の液剤の重量によって車両の重心が変化
し、ハンドリングも変わってきます。暴走や人身事故
を防止するために、以下の注意をお守りください。

– 重い積荷を積んで走行しているときには、速度
に注意し、常に安全な停止距離を確保してくだ
さい。急ブレーキは絶対につつしみましょう。斜
面ではより慎重な運転を心がけましょう。

– 旋回中、斜面走行中や速度を急に変化させた
時、凹凸のある場所を走行している時などに
は、タンク内の液剤が大きく揺れ動きます。
重心の急変は転倒につながりますから十分注
意してください。

運運運転転転操操操作作作

エエエンンンジジジンンンののの始始始動動動手手手順順順
1. 運転席に着席し、走行ペダルから足を離す。

2. 以下を確認する

• 駐車ブレーキが掛かっている。

• 走行ペダルがニュートラル位置にある。

• 散布用ポンプが OFF 位置にある。

• スロットルが低速にセットされている。

3. キーを START 位置に回す。

4. 15秒間以上のクランキングはさける

5. 始動したらキーから手を放す

6. アイドル位置か中間位置でエンジンのウォーム
アップを行う

マママシシシンンンををを運運運転転転すすするるる
1. 駐車ブレーキを解除して、走行ペダルの前側を踏

み込めば前進、後ろ側を踏み込めば後退する。

重重重要要要 前前前進進進ととと後後後退退退とととののの切切切りりり替替替えええははは、、、必必必ずずず車車車両両両ををを一一一
旦旦旦完完完全全全ににに停停停止止止さささせせせててておおおこここなななっっってててくくくだだださささいいい。。。

2. 走行ペダルから足を離すと車両はゆっくり停止
する。

注注注 走行ペダルはニュートラル位置に戻る。

3. 急いで停止する時にはブレーキペダルを踏み込
む。

注注注 停止距離は積荷や走行速度などの条件に
よって異なります。

走走走行行行速速速度度度固固固定定定スススイイイッッッチチチののの設設設定定定方方方法法法

注注注意意意
走走走行行行ペペペダダダルルルかかかららら足足足ををを離離離しししたたたままままままででで走走走行行行速速速度度度固固固定定定ススス
イイイッッッチチチををを押押押すすすととと、、、車車車両両両ががが急急急停停停止止止ししし、、、自自自身身身ややや周周周囲囲囲ののの
人人人ににに怪怪怪我我我をををさささせせせるるる可可可能能能性性性がががあああるるる。。。

走走走行行行速速速度度度固固固定定定スススイイイッッッチチチのののスススイイイッッッチチチををを OFF にににすすするるる時時時
ははは必必必ずずず走走走行行行ペペペダダダルルルににに足足足をををのののせせせててておおおくくくこここととと。。。

1. 散布用ポンプのスイッチを ON位置にしてポンプを
起動する 散布ポンプスイッチ (ページ 18)を参照。

2. 前進走行で希望のスピードまで速度を上げる走
行方法は マシンを運転する (ページ 31)を参照。

注注注 走行速度をロックするためには、時速 11km
未満で走行してください。

3. 走行速度固定スイッチの上側を押す。

注注注 スイッチのランプが点灯します。

4. 走行ペダルから足を離す。

注注注 車両は設定された速度で走行を続けます。

5. 走行速度固定スイッチを解除するには、走行
ペダルに足を乗せて走行ペダル固定スイッチを
OFF にするスイッチの下側を押すか、ブレーキ
を踏むかします。

注注注 スイッチのランプが消え、走行ペダルによる走
行に復帰します。

エエエンンンジジジンンンののの停停停止止止手手手順順順
1. 全部のコントロールをニュートラルに戻す。

2. ブレーキを踏み込む。

3. 駐車ブレーキを掛ける。

4. スロットルレバーをアイドルスロー位置に動かす。

5. キーを OFF 位置に回す。

6. 事故防止のため、キーは抜き取る。

エエエンンンジジジンンンににに関関関すすするるるメメメッッッセセセーーージジジ
エンジンが安全範囲を外れた状態で作動するとインフォ
センターにメッセージが表示されますが、これには 2
つの種類があります

• エンジンに関するアドバイス

• エンジン停止メッセージ

注注注 エンジンに関するアドバイスを音で確認できるように
するには、インフォセンターの設定画面で、音声の設
定を ON にしておく必要がありますエクセラレート付き
マルチプロ 5800-D または 5800-G ターフスプレーヤ
のソフトウェアガイドの音声表示のミュートの項を参照
してください。
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注注注 ホーム画面の右上角部に というアイコンが表
示される場合には、エンジンに関するアドバイスがある
かエンジンに不具合が発生しています。

エエエンンンジジジンンン関関関係係係のののアアアドドドバババイイイススス
エンジン関係のアドバイスがインフォセンターに表示され
たら、散布作業を中止して車両を整備士に見てもらって
ください。アドバイス画面の例を以下に示します

1. ECUが不具合アドバイスレベルを検知すると、エエエ
ンンンジジジンンンのののアアアドドドバババイイイススス表表表示示示 が表示される図 36。

g194664

図図図 36

2. 散布作業を中止して、車両を整備工場に入れる。

注注注 不具合メッセージが表示される図 37。

g194663

図図図 37
不具合メッセージ冷却液温度異常

3. ボタン1-5で、不具合の内容を確認する図 38。
• ボタン 1 と 2 は画面の項目間の上下移動。

• ボタン 3 を押すと音声ミュート。

g194666

図図図 38

4. ボタン5を押すと不具合表示を出てホーム画面
に戻る。図 39

g194665

図図図 39

エエエンンンジジジンンン停停停止止止メメメッッッセセセーーージジジ

エンジン停止メッセージがインフォセンターに表示され
たら、すぐに車両を停止させてエンジンを止めてくださ
い。アドバイス画面の例を以下に示します

重重重要要要 停停停止止止メメメッッッセセセーーージジジををを無無無視視視しししてててエエエンンンジジジンンンののの運運運転転転ををを続続続けけけ
るるるとととエエエンンンジジジンンンををを損損損傷傷傷しししままますすす。。。

1. ECU が不具合重大レベルを検知すると、エエエンンンジジジ
ンンン停停停止止止表表表示示示 が表示される図 40。
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図図図 40

2. 直直直ちちちににに車車車両両両ををを停停停止止止ししし、、、エエエンンンジジジンンンををを停停停止止止さささせせせるるる。。。

3. 次に不具合メッセージが表示される図 41。

g194663

図図図 41

4. ボタン1-5で、不具合の内容を確認する図 38 エ
ンジン関係のアドバイス (ページ 32)を参照。

• ボタン 1 と 2 は画面の項目間の上下移動。

• ボタン 3 を押すと音声ミュート。

5. ボタン5を押すと不具合表示を出てホーム画面
に戻る図 39 エンジン関係のアドバイス (ページ
32)を参照。

液液液剤剤剤散散散布布布
スプレーヤの運転は、薬剤を作る、薬剤を散布する、
タンク内部と配管内部を洗浄する、という3つの作業か
ら成り立っています。このつの作業を必ず連続して行っ
てください。故障を防止するために重要です。つまり、
前夜に薬液を作って翌日に散布するというようなことを

してはいけません。このようなことをすると、薬液が分
離分解するなどして効果が上がらない、散布装置を損
傷するなどの恐れがでてきます。

注注注意意意
農農農薬薬薬ははは人人人体体体ににに危危危険険険ををを及及及ぼぼぼすすす恐恐恐れれれがががあああるるる。。。

• 農農農薬薬薬ををを使使使ううう前前前ににに、、、農農農薬薬薬容容容器器器ににに貼貼貼っっってててあああるるるラララベベベ
ルルルをををよよよくくく読読読みみみ、、、メメメーーーカカカーーーののの指指指示示示ををを全全全ててて守守守っっっててて
使使使用用用すすするるる。。。

• スススプププレレレーーーををを皮皮皮膚膚膚ににに付付付けけけななないいい。。。万万万一一一付付付着着着しししたたた場場場
合合合にににははは真真真水水水ととと洗洗洗剤剤剤ででで十十十分分分ににに洗洗洗いいい落落落とととすすす。。。

• 薬薬薬剤剤剤メメメーーーカカカーーーののの指指指示示示ににに従従従っっっててて適適適切切切ななな防防防具具具PPEををを
着着着用用用しししてててくくくだだださささいいい。。。

Multi Pro® スプレーヤは耐久性に特に配慮された製品
であり、長い年月にわたって液剤散布にご利用いただ
ける散布車です。装置の性能と耐久性を確保するため
に、それぞれの個所に応じて色々な種類の素材を使用
しております。残念ながら、散布装置の使用目的すべ
てに完璧に合った材料というものは存在しません。

散布する薬剤によっては、その化学的特性のために
装置を劣化させやすいものがあり、また、薬品同士が
様々な物質と化学作用を起こします。薬剤のタイプ水
和剤やチャコールなどによっては、装置を磨耗させや
すいものがあります。もし、侵食や磨耗を引き起こしに
くい種類や形態の薬剤を使うことが可能な場合は、そ
のような薬剤をお使いくださるようにお願いいたします。

また、散布作業後は、必ず車両と装置全体を十分に
洗浄してください。作業後の洗浄を確実に行うことに
より、寿命を延ばし、トラブルのない作業を続けるこ
とができます。

注注注 スプレーコントロールシステムについて分からないこ
とがある場合や、さらに詳しい情報を知りたい場合に
は、システムに付属しているオペレーターズマニュア
ルをご覧ください。

散散散布布布率率率モモモーーードドドととと手手手動動動モモモーーードドド
以下の情報については、エクセラレート付きマルチプロ
5800-D または 5800-G ターフスプレーヤのソフトウェア
ガイドを参照してください

運運運転転転前前前ににに

• インフォセンターのホーム画面

• メインメニュー画面

• メインメニューのサブ画面

• 整備画面

• 診断画面

• 概要画面

運運運転転転中中中ににに
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• 作業情報を入力する

• インフォセンターの散布面積表示画面

• インフォセンターが表示するアドバイス

エエエクククセセセラララレレレーーートトト散散散布布布シシシススステテテムムムををを
使使使用用用しししてててののの散散散布布布
以下の操作については、エクセラレート付きマルチプロ
5800-D または 5800-G ターフスプレーヤのソフトウェア
ガイドを参照してください

重重重要要要 タタタンンンククク内内内部部部ののの薬薬薬剤剤剤ををを常常常ににに確確確実実実ににに分分分散散散さささせせせててておおおくくくたたた
めめめににに、、、タタタンンンククク内内内部部部ににに薬薬薬液液液がががあああるるる間間間ははは常常常時時時攪攪攪拌拌拌ををを行行行っっっ
てててくくくだだださささいいい。。。

散散散布布布率率率モモモーーードドドでででののの散散散布布布
1. 使用する薬剤のために選択したノズルを使用し

て散布システムのキャリブレーションを行うこと。
詳細はエクセラレート付きマルチプロ 5800-D ま
たは 5800-G ターフスプレーヤのソフトウェアガイ
ドを参照してください。

2. 個別ブームバイパス停止バルブのノブを「閉」
位置にする図 42。

g192607

図図図 42

1. 個別ブームバイパス停止バルブ閉位置

3. 散布モード変更ボタンで散布率モードにする図
43。

g193437

図図図 43

1. 散布率モード位置 2. 散布モード選択スイッチ

4. 実際の散布現場へ移動する。

5. 各散布場所別に散布面積や散布量のデータを収
集したい場合には、サブエリア画面で選択サブエ
リア 1-20を選択する詳細はエクセラレート付きマ
ルチプロ 5800-D または 5800-G ターフスプレー
ヤのソフトウェアガイドのサブエリア画面を参照。

注注注 別の散布場所へ移動したら、サブエリア画面
で別のサブエリアを選択する。

6. レート 1 とレート 2 との間で切り替えを行いたい時
には、インフォセンターのホーム画面で、ボタン
1 と 2 を同時に押すとレート 1になり、ボタン 4 と
5 を同時に押すとレート 2になる詳細はエクセラ
レート付きマルチプロ 5800-Dまたは 5800-G ター
フスプレーヤのソフトウェアガイドを参照。

7. 個別ブームスイッチを ON にセットする図 44。

g192944

図図図 44

1. 左ブームスイッチ 3. 右ブームスイッチ

2. 中央ブームスイッチ 4. マスターブームスイッチ
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8. 攪拌スイッチとポンプスイッチを ON 位置にする
図 45。

g192636

図図図 45

1. 散布ポンプスイッチ 3. スロットル

2. 撹拌スイッチ

9. スロットルを高速位置とする図 45。
10. 走行を開始し、所定速度に達したらマスターブー

ムスイッチを ON にすると散布が始まる図 44。

注注注 その後はマスターブームスイッチで散布の停
止と開始を行う。

11. 散布が終了したら、マスターブームスイッチを
OFF とし、全部のブームスイッチを OFFにしてか
ら、ポンプスイッチを OFF にする。

注注注 ブームを移動走行位置にセットし、洗浄場
所へ移動します。

重重重要要要 現現現場場場かかかららら現現現場場場へへへ移移移動動動すすするるるとととききき、、、現現現場場場かかかららら整整整
備備備場場場へへへ帰帰帰るるるととときききなななどどどははは、、、必必必ずずずブブブーーームムムををを折折折りりりたたたたたた
みみみ、、、各各各ブブブーーームムムががが完完完全全全ににに上上上昇昇昇しししててて移移移動動動走走走行行行用用用クククレレレーーー
ドドドルルルににに収収収まままりりり、、、シシシリリリンンンダダダががが完完完全全全ににに縮縮縮んんんでででブブブーーームムムががが
X字字字型型型にににたたたたたたまままれれれててていいいるるるのののををを確確確認認認しししてててくくくだだださささいいい。。。

手手手動動動モモモーーードドドでででののの散散散布布布

注注注 以下の手順は散布用ポンプが ON 状態であることを
前提としています図 45 散布率モードでの散布 (ペー
ジ 34)を参照。

1. 使用する薬剤用に選択したノズルを使用して散布
システムがキャリブレーションされていることを確
認する マシンの準備を行う (ページ 27)を参照。

2. 散布モードボタンで「手動」散布モードにセット
する図 46。

g195516

図図図 46

1. 手動モード位置 2. 散布モード選択スイッチ

3. マスターブームスイッチを OFF にセットする図 44
散布率モードでの散布 (ページ 34)を参照。

4. 希望する散布に合わせてスロットル位置を調整
する図 45 散布率モードでの散布 (ページ 34)を
参照。

5. 現場へ移動する。

6. 各ブームを散布姿勢に開く。

7. 散布したいブームのスイッチを ON 位置にする図
44 散布率モードでの散布 (ページ 34)を参照。

8. 散布率スイッチで所望の散布水圧にセットる。
水圧は本体に付属の資料、ノズル選定ガイドを
参照。図 47

g195528

図図図 47

1. 散布率調整スイッチ

9. 希望速度で走行し、マスターブームスイッチを
ON にすると散布が始まる図 44 散布率モードで
の散布 (ページ 34)を参照。

注注注 タンク内の液量が減ってくると、液剤によって
は泡の発生が問題になることがあります。そのよ
うな場合には攪拌をOFFにしてください。消泡剤
を利用してもよいでしょう。
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10. 散布が終了したら、マスターブームスイッチを
OFF とし、全部のブームスイッチを OFFにしてか
ら、ポンプスイッチを OFF にする。

注注注 ブームを移動走行位置にセットし、管理棟に
戻って洗浄を行います。

重重重要要要 現現現場場場かかかららら現現現場場場へへへ移移移動動動すすするるるとととききき、、、現現現場場場かかかららら整整整
備備備場場場へへへ帰帰帰るるるととときききなななどどどははは、、、必必必ずずずブブブーーームムムををを折折折りりりたたたたたた
みみみ、、、各各各ブブブーーームムムががが完完完全全全ににに上上上昇昇昇しししててて移移移動動動走走走行行行用用用クククレレレーーー
ドドドルルルににに収収収まままりりり、、、シシシリリリンンンダダダががが完完完全全全ににに縮縮縮んんんでででブブブーーームムムががが
X字字字型型型にににたたたたたたまままれれれててていいいるるるのののををを確確確認認認しししてててくくくだだださささいいい。。。

散散散布布布量量量実実実測測測テテテススストトト
重重重要要要 こここのののテテテススストトトにににははは、、、目目目盛盛盛付付付きききののの回回回収収収容容容器器器ででできききれれればばば
0.01 ml (1/2 fl. oz) まままででで測測測れれれるるるももものののとととススストトトッッップププウウウォォォッッッチチチ
ががが必必必要要要ででですすす。。。

実実実測測測テテテススストトトののの準準準備備備

重重重要要要 液液液剤剤剤タタタンンンクククににに薬薬薬剤剤剤ををを作作作るるる時時時ははは、、、出出出来来来るるる限限限りりりきききれれれいいい
ななな真真真水水水ををを使使使っっってててくくくだだださささいいい。。。

1. 液剤タンクがきれいであることを確認する 散布シ
ステムの洗浄 (ページ 39)を参照。

2. 液剤タンクに少なくとも 600 リットル程度の真水を
入れる タンクに液剤を作る (ページ 26)を参照。

3. テストするノズルが選択されているブームから下
向きことを確認する。

4. 散布率モードで使用している車両の場合は、個
別ブームバイパス停止バルブのノブが閉まってい
ることを確認する図 48。

g192607

図図図 48

1. 個別ブームバイパス停止バルブ閉位置

5. 散布率モードで使用している車両の場合は、個
別ブームバイパス停止バルブが閉じていることを
確認する図 48。

6. 駐車ブレーキを掛け、エンジンを始動させる。

注注注 エンジンを 10分ほどウォームアップしてくださ
い。

7. 散布率モードで使用している車両の場合は、「テ
スト速度」を使用してテストを行う。詳細はエクセ
ラレート付きマルチプロ 5800-D または 5800-G
ターフスプレーヤのソフトウェアガイドを参照。

注注注 テスト用速度を 4 km/h-14 km/h にセットして
ください。

実実実測測測テテテススストトトををを行行行ううう

1. テストしたいブームの個別ブームスイッチを ON
にセットする。

2. スロットルを高速位置とする。

3. マスターブームスイッチを ON にセットする。

4. 1 つのノズルを選んで、そこから散布される水
を 15 秒間回収する。

g193177

図図図 49

5. マスターブームスイッチを OFF にし、スロットル
を低速に戻し、ポンプを停止し、エンジンを停
止させる。

6. 目盛付き容器を水平な場所において回収され
た水量を調べる図 50

重重重要要要 目目目盛盛盛付付付ききき容容容器器器ででで水水水量量量ををを測測測るるる時時時ははは必必必ずずず容容容器器器ををを
水水水平平平ななな場場場所所所にににおおおいいいてててくくくだだださささいいい。。。

重重重要要要 目目目盛盛盛付付付ききき容容容器器器ででで水水水量量量ををを読読読みみみ取取取るるる時時時ははは、、、湾湾湾
曲曲曲しししててていいいるるる水水水面面面ののの一一一番番番低低低いいい場場場所所所ででで読読読みみみ取取取っっっててて
くくくだだださささいいい。。。

重重重要要要 ちちちょょょっっっとととしししたたた目目目盛盛盛ののの読読読みみみ取取取りりり誤誤誤差差差ががが、、、結結結果果果
ををを大大大きききくくく左左左右右右しししままますすす。。。
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g193829

図図図 50

1. 湾曲している水面の一番
高い位置ここで読読読みみみ取取取らららななな
いいいこと

3. 平らな床面

2. 湾曲している水面の一番低
い位置ここで読読読みみみ取取取るるること

7. 実際にタンクに入れた水量を、15 秒間テストの
表の数値と比較する。

15 秒秒秒間間間実実実測測測テテテススストトト

ノノノズズズルルルののの色色色 15秒秒秒間間間ののの吐吐吐出出出量量量ミミミ
リリリリリリッッットトトルルル

15秒秒秒間間間ののの吐吐吐出出出量量量オオオ
ンンンススス

黄 189 6.4

赤 378 12.8

茶 473 16.0

灰 567 19.2

白 757 25.6

青 946 32.0

緑 1,419 48.0

8. 目盛付き容器で計測した水量とノズル水量 15 秒
間テスト表との値との差が 7.4 ml を超える場合に
は、以下のうちのどちらかを実施する

• 流量のキャリブレーションを行う。または、ノ
ズルを新しいものに替えてから流量のキャリ
ブレーションを行う。キャリブレーションの手
順については、エクセラレート付きマルチプ
ロ 5800-D または 5800-G ターフスプレーヤ
のソフトウェアガイドを参照。

• 攪拌バイパスバルブのキャリブレーションを行
う。または、ノズルを新しいものに替えてから
攪拌バイパスバルブのキャリブレーションを行
う 攪拌バイパスバルブの補正キャリブレーショ
ン設定 (ページ 28)を参照。

散散散布布布ブブブーーームムムののの昇昇昇降降降操操操作作作
スプレーヤのコントロールパネルにあるブーム昇降ス
イッチを使うと、運転席に座ったままで左右のブーム

の昇降操作散布位置と移動走行位置の切り替えが
できます。ブームの昇降を行うときには、できるだけ
停車してください。

ブブブーーームムム位位位置置置ののの変変変更更更

以下の操作を行って、左右のブームを散布位置に下
降させてください。

1. 平らな場所に駐車する。

2. 左右のブームを下げるにはブーム昇降スイッチ
を使う。

注注注 左右の散布ブームが完全に散布位置に降り
るまで待つ。

散布作業を行い、その後、以下の操作を行って、左右
のブームを移動走行位置に上昇させてください。

重重重要要要 飛飛飛散散散防防防止止止ブブブーーームムムシシシュュュラララウウウドドドキキキッッットトトやややウウウルルルトトトラララソソソニニニッッッ
クククブブブーーームムムレレレベベベリリリンンングググキキキッッットトトををを搭搭搭載載載しししててていいいるるる場場場合合合、、、ブブブーーームムム
ののの折折折りりりたたたたたたみみみ移移移動動動走走走行行行位位位置置置へへへののの変変変更更更ははは左左左右右右同同同時時時にににででで
はははなななくくく、、、1本本本ずずずつつつ行行行っっってててくくくだだださささいいい。。。

左左左右右右のののブブブーーームムムををを両両両方方方同同同時時時ににに折折折りりりたたたたたたみみみ上上上昇昇昇操操操作作作すすするるる
ととと、、、シシシュュュラララウウウドドドやややセセセンンンサササーーーををを破破破損損損さささせせせるるる恐恐恐れれれがががああありりりままま
すすす。。。

1. 平らな場所に駐車する。

2. ブーム昇降スイッチを操作して、左右のブームが
完全に上昇して移動走行用ブームクレードルに収
まり、昇降シリンダが完全に縮んでブームがX字
型にたたまれるまでブームを上昇させる。

重重重要要要 ブブブーーームムムががが所所所定定定位位位置置置にににきききたたたらららブブブーーームムム昇昇昇降降降ススス
イイイッッッチチチかかかららら手手手ををを離離離しししてててくくくだだださささいいい。。。アアアクククチチチュュュエエエーーータタタががが
ススストトトッッッパパパににに当当当たたたっっっててていいいるるるのののにににスススイイイッッッチチチををを押押押ししし続続続けけけ
るるるととと、、、油油油圧圧圧シシシリリリンンンダダダなななどどどががが破破破損損損しししたたたりりりすすするるる可可可能能能性性性
がががああありりりままますすす。。。
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図図図 51
X 字状の移動走行位置

重重重要要要 昇昇昇降降降シシシリリリンンンダダダののの破破破損損損ををを防防防止止止すすするるるたたためめめににに、、、移移移動動動走走走
行行行ををを開開開始始始すすするるる前前前ににに、、、各各各アアアクククチチチュュュエエエーーータタタががが完完完全全全ににに引引引ききき込込込
まままれれれたたた状状状態態態ににになななっっっててていいいるるるのののををを確確確認認認しししてててくくくだだださささいいい。。。

移移移動動動走走走行行行用用用ブブブーーームムムクククレレレーーードドドルルルののの使使使いいい方方方
このスプレーヤは、ユニークな特長を持つ移動走行用
ブームクレードルを装備しています。移動走行中、低く
垂れた木の枝などの障害物にブームが当たると、ブー
ムが移動走行位置から押し出されて外れる場合があり
ます。クレードルから外れたブームは、車両後部でほ
ぼ水平状態になって止まります。この状態でブームが
破損することはありませんが、クレードルから外れた
ら、直ちに元の位置に戻してください。

重重重要要要 移移移動動動走走走行行行ををを行行行ううう場場場合合合ははは必必必ずずずブブブーーームムムをををX字字字型型型ににに組組組
んんんでででクククレレレーーードドドルルルにににセセセッッットトトしししてててくくくだだださささいいい。。。こここれれれ以以以外外外ののの位位位置置置ででで
はははブブブーーームムムががが破破破損損損すすするるる恐恐恐れれれがががああありりりままますすす。。。

ブームをクレードルに戻すには、ブームを一旦散布位
置まで下げ、そこから再び移動走行位置にセットしま
す。昇降ロッドの破損を防止するため、ブーム昇降シ
リンダが完全に縮んだのを確認してください。

停停停止止止モモモーーードドドででで作作作業業業中中中にににタタターーーフフフ
ををを傷傷傷つつつけけけてててしししまままわわわななないいいたたためめめににに
重重重要要要 スススプププレレレーーーヤヤヤををを停停停止止止さささせせせたたた状状状態態態ででで作作作業業業中中中ににに、、、エエエンンンジジジ
ンンンやややラララジジジエエエタタターーー、、、マママフフフラララーーーなななどどどかかからららののの熱熱熱ががが原原原因因因でででタタターーーフフフ
ををを傷傷傷めめめてててしししまままううう可可可能能能性性性がががああありりりままますすす。。。停停停止止止モモモーーードドドとととははは、、、走走走
行行行しししななないいいででで撹撹撹拌拌拌だだだけけけををを行行行ううう、、、ハハハンンンドドドガガガンンンででで手手手撒撒撒きききすすするるる、、、
歩歩歩行行行型型型ブブブーーームムムででで手手手撒撒撒きききすすするるるなななどどどををを言言言いいいままますすす。。。

以以以下下下ののの注注注意意意ををを守守守っっってててくくくだだださささいいい

• 酷暑の時期や極めて乾燥している時期にはターフ
が大きなストレスを受けているので、ターフ上に停
止して散布するのは避避避けけけるるる。

• 停止モードで作業する時には、タタターーーフフフののの上上上ににに停停停止止止
しししななないいいようにする。可能な限り、カートパスなどに
停車する。

• ターフ上に停車する時は、停停停車車車時時時間間間をををででできききるるるだだだけけけ短短短
くくくする。ターフへの害は温度と時間の両方が影響
することを忘れないようにする。

• エンジンの回回回転転転速速速度度度をををででできききるるるだだだけけけ下下下げげげ、必要最小
限の水圧と水量で作業する。これにより、発熱をで
きるだけ小さくし、また冷却ファンからの熱風をゆる
やかにすることができる。

• 停止モードで作業するときには、エンジンの熱熱熱がががででで
きききるるるだだだけけけ上上上ににに逃逃逃げげげるるるよよようううににに運転席を倒し車体上部に
通風領域を確保する。

散散散布布布作作作業業業のののヒヒヒンンントトト
• 二重散布にならないように注意して運転する。

• ノズルの詰まりに注意する。詰まっていたり、損傷
したノズルはすべて交換する。

• 停車する場合は、まずマスターブームスイッチで散
布を停止し、その後に走行を停止する。停止した
ら、エンジンのスロットルコントロールで、撹拌を続
けられる程度のエンジン速度に調整する。

• 散布開始マスターバルブのONは車両が走行中
に行う方が良い。

作作作業業業中中中にににノノノズズズルルルががが詰詰詰まままっっったたたららら
作業中に詰まりを起こしたノズルは、以下の方法で詰
まりを取り除くことができます

1. 平らな場所に停車し、エンジンを停止させ、駐
車ブレーキを掛ける。

2. マスターブームスイッチを OFF とし、次いでポン
プスイッチを OFF にする。

3. 詰まっているノズルを外し、水を吹き付けたり歯
ブラシなどを使って清掃する。

4. ノズルを取り付ける。

運運運転転転終終終了了了後後後ににに

運運運転転転終終終了了了後後後ののの安安安全全全確確確認認認

安安安全全全上上上ののの全全全般般般的的的ななな注注注意意意
• 運転席を離れる前に

– 平らな場所に駐車する。

– 走行ペダルをニュートラルにする。

– 散布用ポンプを停止させる。

– 駐車ブレーキを掛ける。
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– エンジンを止め、キーのある機種ではキーを
抜き取る。

– 全ての動きが停止するのを待つ。

– 調整、整備、清掃、格納などは、車両が十分
に冷えてから行ってください。

• 一日の作業が終了したら、車体の外側をきれいに
洗浄して付いている薬剤などを落とし、液剤散布
系統内部は薬剤メーカーの指示に従って中和処理
を行い、さらに 3 回のすすぎ洗いを行って全ての
バルブに 3 回の通水洗浄を行う薬剤の安全管理
の章を参照。

• 閉めきった場所に本機を保管する場合は、エンジン
が十分冷えていることを確認してください。

• ガス湯沸かし器のパイロット火やストーブなど裸火
や火花を発するものがある近くでは、絶対に機械や
燃料容器を保管格納しないでください。

• マシン各部が良好な状態にあり、ボルトナット類が
十分にしまっているか常に点検してください。

• 摩耗、破損したり読めなくなったステッカーは交換
してください。

作作作業業業後後後ののの洗洗洗浄浄浄
必要に応じて水または水と刺激の少ない洗剤で車体を
洗浄する。柔らかい布などを使っても構いません。

重重重要要要 塩塩塩分分分ををを含含含んんんだだだ水水水ややや処処処理理理水水水ははは機機機体体体ののの洗洗洗浄浄浄ににに使使使用用用
しししななないいいでででくくくだだださささいいい。。。

注注注 高圧洗浄機は使用しないでください。圧力洗浄機を
使うと、電装部の損傷、ステッカー類の剥がれ、潤滑
部のグリス落ちなどを起こす可能性があります。また、
コントロールパネル、エンジン、バッテリー付近に大量
の水をかけないようにしてください。

重重重要要要 エエエンンンジジジンンンををを駆駆駆動動動さささせせせたたたままままままででで洗洗洗車車車ををを行行行わわわななないいいでででくくく
だだださささいいい。。。エエエンンンジジジンンンををを駆駆駆動動動さささせせせたたたままままままででで洗洗洗車車車すすするるるとととエエエンンンジジジ
ンンン内内内部部部ををを損損損傷傷傷すすするるる恐恐恐れれれがががああありりりままますすす。。。

散散散布布布シシシススステテテムムムののの洗洗洗浄浄浄

タタタンンンククク内内内ののの液液液ののの排排排出出出

1. 停車し、駐車ブレーキを掛け、エンジンを停止
し、キーを抜き取る。

2. 車両左後部のフェンダにあるタンクドレンバルブを
探し出す図 52。

注注注 ドレンバルブは、車両の左後フェンダにあるド
レンバルブブラケット上にあります。

g191084

図図図 52

1. ドレンバルブ液剤タンク

3. ドレンバルブを持ち上げてブラケットのスロットに
はまっているスタッドを後方に抜いてブラケットか
らバルブを外す図 53A。

g191083

図図図 53

1. ドレンバルブ用ブラケット 3. ドレンバルブのハンドル開
位置

2. スタッドドレンバルブ

4. 薬剤回収容器の中にバルブを入れ、バルブのハ
ンドルを開く (図 53B)。

5. 排出が完全に終了したら、ドレンバルブのハンド
ルを「閉」に回し、バルブをブラケットに元通り
に取り付ける図 53B と 図 53A。

重重重要要要 タタタンンンクククかかかららら回回回収収収しししたたた薬薬薬液液液ははは法法法令令令やややメメメーーーカカカーーー
ののの指指指示示示ににに則則則っっっててて適適適切切切ににに処処処分分分しししてててくくくだだださささいいい。。。

39
 



散散散布布布シシシススステテテムムム内内内部部部ののの洗洗洗浄浄浄

重重重要要要 必必必ずずず真真真水水水ををを使使使用用用しししてててくくくだだださささいいい。。。

重重重要要要 作作作業業業ががが終終終了了了しししたたたららら毎毎毎回回回すすすぐぐぐにににスススプププレレレーーーヤヤヤおおおよよよびびび散散散
布布布用用用のののアアアクククセセセサササリリリすすすべべべてててかかかららら余余余っっったたた薬薬薬剤剤剤ををを抜抜抜ききき、、、シシシススステテテ
ムムム内内内部部部ををを通通通水水水洗洗洗浄浄浄しししてててくくくだだださささいいい。。。こここののの通通通水水水洗洗洗浄浄浄ををを怠怠怠るるる
ととと、、、内内内部部部ににに残残残留留留しししててていいいるるる薬薬薬剤剤剤ががが固固固まままっっってててララライイインンンののの詰詰詰ままま
りりり、、、バババルルルブブブやややノノノズズズルルルののの詰詰詰まままりりり、、、ポポポンンンプププそそそののの他他他ののの機機機器器器ののの
異異異常常常ののの原原原因因因とととなななりりりままますすす。。。

トロ社ではこの散布装置用に認証されているクリーンす
すぎキットの使用をお奨めしています。詳細については
弊社代理店におたずねください。

注注注 以下の説明は、Toro のすすぎキットが搭載されて
いないことを前提としています。

散布システムと散布用アクセサリ機器は 一一一回回回使使使用用用すすするるる
ごごごとととににに 洗浄してください。スプレーシステムの正しい洗
浄方法は以下の通りです

• 完全なすすぎ洗いを、3 回別々に行う。

• 薬剤メーカーが指示をしている場合には、その指示
に従ってクリーナや中和剤を使用する。

• 最最最後後後のののすすぎ洗いは、純粋な真水クリーナや中和
剤を使用しないを使って行う。

1. タンクに少なくとも 190 リットルの水を入れてふ
たを閉める。

注注注 必要に応じて洗浄剤や中和剤を使用してくだ
さい。ただし、最後のすすぎには真水で行って
ください。

2. ブームを散布位置にセットする。

3. エンジンを始動し、散布ポンプスイッチを ON 位
置にセットし、スロットルレバーでエンジン回転
数を上げる。

4. 撹拌スイッチを ON 位置にする。

5. 散布率調整スイッチを使って、水圧設定を高い
設定にする。

6. マスターブームスイッチと個別ブームスイッチを
ON にする。

7. その間に、ノズルの散布パターンを点検する。

8. タンク内部の水がノズルから全部放出されるまで
その場で散布を行う。

9. 散布が終了したら、マスターブームスイッチを
OFF とし、攪拌スイッチと散布ポンプスイッチを
OFF とし、エンジンを停止させる。

10. 上記1から9までの作業を少なくともあと 2 回繰り
返して、システム内部を完全に洗浄する。

重重重要要要 必必必ずずず、、、スススプププレレレーーーヤヤヤおおおよよよびびび散散散布布布アアアクククセセセサササリリリ
機機機器器器ののの内内内部部部ををを 3 回回回完完完全全全ににに洗洗洗浄浄浄しししてててくくくだだださささいいい。。。後後後
のののトトトラララブブブルルルををを防防防止止止すすするるるたたためめめににに、、、必必必ずずずこここののの洗洗洗浄浄浄ををを
行行行っっってててくくくだだださささいいい。。。

散散散布布布シシシススステテテムムム機機機器器器外外外部部部ののの洗洗洗浄浄浄

1. 吸い込みフィルタと水圧フィルタを洗浄する 取水
部フィルタの清掃 (ページ 40)と 圧力フィルタの清
掃 (ページ 41)を参照。

重重重要要要 水水水和和和剤剤剤ををを使使使用用用しししててていいいるるるととときききははは、、、タタタンンンクククににに液液液剤剤剤
ををを準準準備備備すすするるるごごごとととにににススストトトレレレーーーナナナををを洗洗洗浄浄浄しししてててくくくだだださささいいい。。。

2. ホースと水とでスプレーヤの外側を洗浄する。

3. ノズルを外して手で洗浄する。

注注注 磨耗したり破損したりしているノズルは交換
する。

注注注 ノズルフィルタオプションを使用している場合に
は、このフィルタも洗浄する ノズルフィルタの清
掃 (ページ 41)を参照。

取取取水水水部部部フフフィィィルルルタタタののの清清清掃掃掃

整整整備備備間間間隔隔隔: 使用するごとまたは毎日—取水部フィルタを
清掃する。 取水部フィルタを清掃す
る水和剤使用時にはひんぱんな清
掃が必要となります。

1. 平らな場所に駐車し、駐車ブレーキを掛け、ポン
プとエンジンを停止し、始動キーを抜き取る。

2. タンク上部で、フィルタハウジングからの太いホー
スについているフィッティングを固定しているリ
テーナを外す 図 54。

g033577

図図図 54

1. 取水部ホース 2. リテーナ

3. フィルタハウジングからホースとフィッティングを
取り外す図 54。

4. フィルタハウジングタンク内部からストレーナを
取り出す図 55。
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図図図 55

1. スクリーンベーン 2. 取水部ストレーナ

5. フィルタを水で洗浄する。

重重重要要要 フフフィィィルルルタタタががが破破破損損損しししててていいいるるる場場場合合合ややや清清清掃掃掃ででできききななないいい
場場場合合合ははは交交交換換換しししてててくくくだだださささいいい。。。

6. フィルタハウジングにフィルタをきちんと取り付
ける。

7. ホースとホースフィッティングをフィルタハウジング
に元通りに取り付け、ステップ 2で取り外したリ
テーナを使って固定する。

圧圧圧力力力フフフィィィルルルタタタののの清清清掃掃掃

整整整備備備間間間隔隔隔: 使用するごとまたは毎日—圧力フィルタを清
掃する。 圧力フィルタを清掃する水
和剤使用時にはひんぱんな清掃が
必要となります。

1. 平らな場所に駐車し、駐車ブレーキを掛け、ポン
プとエンジンを停止し、始動キーを抜き取る。

2. 圧力フィルタの下に受け容器をおく図 56。

g028235

図図図 56

1. フィルタのヘッド 4. ボウル

2. ガスケットボウル 5. ガスケットドレンキャップ

3. フィルタのエレメント 6. ドレンキャップ

3. 圧力フィルタのボウルについているドレンキャップ
を左に回して外す図 56。

注注注 ボウルから液が完全に抜けるのを待つ。

4. ボウルを左に回してフィルタヘッドを外す図 56。
5. 圧力フィルタエレメントを外す図 56。
6. フィルタを水で洗浄する。

重重重要要要 フフフィィィルルルタタタががが破破破損損損しししててていいいるるる場場場合合合ややや清清清掃掃掃ででできききななないいい
場場場合合合ははは交交交換換換しししてててくくくだだださささいいい。。。

7. ドレンプラグのガスケットボウルの内側とボウルの
ガスケットフィルタヘッドの内側に傷や破損がな
いか点検する図 56。

重重重要要要 プププラララグググ用用用もももボボボウウウルルル用用用ももも、、、磨磨磨耗耗耗しししたたたりりり破破破損損損しししたたた
りりりしししててていいいるるるガガガスススケケケッッットトトははは交交交換換換しししてててくくくだだださささいいい。。。

8. 圧力フィルタエレメントをフィルタヘッドに取り付
ける図 56。

注注注 フィルタエレメントがヘッドに密着しているこ
とを確認してください。

9. フィルタヘッドにボウルを取り付けて手締めする
図 56。

10. ボウルの底部のフィッティングにドレンキャップを
取り付けてキャップを手締めする図 56。

ノノノズズズルルルフフフィィィルルルタタタののの清清清掃掃掃

1. 平らな場所に駐車し、駐車ブレーキを掛け、ポン
プとエンジンを停止し、始動キーを抜き取る。

2. タレットからノズルを外す図 57。
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図図図 57

1. タレット 3. ノズル

2. ノズルフィルタ

3. ノズルフィルタを取り外す図 57。
4. ノズルフィルタを水で洗浄する。

重重重要要要 フフフィィィルルルタタタががが破破破損損損しししててていいいるるる場場場合合合ややや清清清掃掃掃ででできききななないいい
場場場合合合ははは交交交換換換しししてててくくくだだださささいいい。。。

5. ノズルフィルタを取り付ける図 57。

注注注 フィルタは奥まで完全に差し込んでください。

6. タレットにノズルを取り付ける図 57。

コココンンンデデディィィシシショョョナナナ保保保護護護剤剤剤ををを循循循環環環さささせせせるるる

整整整備備備間間間隔隔隔: 使用後毎回—その日の散布作業の最後
に、散布システム内部にコンディショ
ナを循環させます。

コココンンンデデディィィシシショョョナナナにににつつついいいてててののの仕仕仕様様様

コココンンンデデディィィシシショョョナナナにににつつついいいてててののの仕仕仕様様様防錆材を配合したプロピ
レングリコール系の「無毒RV不凍液」

重重重要要要 必必必ずずず防防防錆錆錆材材材入入入りりりのののプププロロロピピピレレレンンングググリリリコココーーールルルををを使使使用用用
しししてててくくくだだださささいいい。。。

新新新しししいいいプププロロロピピピレレレンンングググリリリコココーーールルルををを使使使っっってててくくくだだださささいいい。。。エエエチチチレレレンンン
グググリリリコココーーールルル系系系ののの不不不凍凍凍液液液ははは使使使用用用しししななないいいでででくくくだだださささいいい。。。

プププロロロピピピレレレンンングググリリリコココーーールルルにににアアアルルルコココーーールルルメメメタタタノノノーーールルル、、、エエエタタタノノノーーー
ルルル、、、イイイソソソプププロロロパパパノノノーーールルルややや塩塩塩水水水ををを添添添加加加しししななないいいでででくくくだだださささいいい。。。

コココンンンデデディィィシシショョョナナナののの準準準備備備

1. 平らな場所に駐車し、駐車ブレーキを掛け、エン
ジンを停止させ、キーを抜き取る。

2. 以下のようにして、コンディショナをタンクに入れる

• そのまま使えるプレミックスタイプのプロピレ
ングリコール RV 不凍液は、液剤タンクに 38
リットル投入する。

• 濃縮タイプのプロピレングリコール RV 不凍液
の場合は、以下の作業を行う

A. 所定濃度に薄めたプロピレングリコール
RV 不凍液を液剤タンクに 38 リットル投
入する。メーカーの指示に従って、凍結
防止温度が少なくとも -45°C (-50°F) とな
るように濃度を調整する。

重重重要要要 必必必ずずず真真真水水水ををを使使使用用用しししてててくくくだだださささいいい。。。

B. エンジンを始動し、散布ポンプスイッチを
ON 位置にする。

C. アクセルペダルを踏み込んでエンジン速
度を上げる。

D. 撹拌スイッチを ON 位置にする。

そのまま約3分間かけてコンディショナ液
をシステム内部に循環させる。

コココンンンデデディィィシシショョョナナナののの排排排出出出

用用用意意意すすするるるもももののの透明な回収容器

1. 薬剤取扱い専用エリアに停車して駐車ブレーキ
を掛ける。

2. 左右の外側ブームを降下させる。

3. 左右と中央のブームスイッチ 3 つ全部とマスター
スイッチを ON にする。

4. 散布システム内部からコンディショナが完全に散
布されてしまうのを待つ。

注注注 ほとんどのプロピレングリコール RV 不凍液は
ピンク色に着色されています。数か所のノズル
から、コンディショナを回収容器に採取して状態
を観察する。

5. 散布が終了したら、マスターブームスイッチ、個
別ブームスイッチ、攪拌スイッチ、散布ポンプス
イッチを OFF とし、エンジンを停止させる。

トトトレレレーーーラララへへへののの積積積みみみ込込込みみみ
長距離を搬送する場合にはトレーラを使用してください。

• 機械をトレーラやトラックに積み込む際には、機体
と同じ幅のある歩み板を使用してください。

• 左右のブームをそれぞれのクレードルに縛り付け
て固定する。

• 本機をトラックなどに載せて確実に固定する図 58と
図 59に示すロープ掛けポイントを利用する。
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g239411

図図図 58

1. 車両前部のロープ掛けポイント前アクスル

g239412

図図図 59

1. 車両後部のロープ掛けポイント後アクスル

緊緊緊急急急時時時ののの牽牽牽引引引移移移動動動
故障時には、バイパスバルブを開けば、短距離に限っ
て押して又は引いて移動することが可能です。ただし、
通常の移動にはこの方法を使わないでください。

警警警告告告
牽牽牽引引引時時時ののの速速速度度度ががが速速速すすすぎぎぎるるるととと、、、ハハハンンンドドドルルル操操操作作作がががでででききき
なななくくくなななっっっててて人人人身身身事事事故故故とととなななるるる危危危険険険がががあああるるる。。。

牽牽牽引引引速速速度度度ははは4.8km/hををを限限限度度度とととすすするるる。。。

牽引作業は2人で行います。長い距離を移動しなけれ
ばならない場合にはトレーラなどを使用してください ト
レーラへの積み込み (ページ 42)を参照。

1. 冷却系統が完全に冷えるのを待つ。

2. キャリッジ下シュラウドを取り外す キャリッジ下
シュラウドを取り外す (ページ 50)を参照。

3. 牽引用バイパスバルブ図 60を左右どちらかに
90°回転させるとバルブが開く。

g187500

図図図 60

1. 牽引用バルブ

重重重要要要 バババイイイパパパスススををを開開開かかかずずずににに牽牽牽引引引すすするるるとととトトトララランンンスススミミミッッッ
シシショョョンンンををを破破破損損損しししままますすす。。。

4. 牽引ロープを取り付ける車両前後のロープ掛けポ
イントについては図 61 と 図 62を参照。

g002213

図図図 61

1. 車体前部の牽引ポイント

g002214

図図図 62

1. 車体後部の牽引ポイント
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5. 駐車ブレーキを解除する。

6. 時速 4.8 km/h 以下で牽引する。

7. 牽引が終了したら、牽引用バルブを閉じ、7-11
N·m0.7-1.1 kg.m = 5-8 ft-lbにトルク締めする。

重重重要要要 キキキャャャリリリッッッジジジ下下下シシシュュュラララウウウドドドををを元元元通通通りりりににに取取取りりり付付付けけけ
るるる キキキャャャリリリッッッジジジ下下下シシシュュュラララウウウドドドををを取取取りりり付付付けけけるるる (ペペペーーージジジ
51)ををを参参参照照照。。。
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保保保守守守
注注注 www.Toro.com から、この機械に関する配線図と油圧回路図をダウンロードすることができます。弊社ホーム
ページからマニュアルへのリンクをご活用ください。

重重重要要要 エエエンンンジジジンンンののの整整整備備備ににに関関関しししてててののの詳詳詳細細細ははは、、、付付付属属属のののエエエンンンジジジンンンマママニニニュュュアアアルルルををを参参参照照照しししてててくくくだだださささいいい。。。

注注注 前後左右は運転位置からみた方向です。

保保保守守守作作作業業業時時時ののの安安安全全全確確確保保保
• 運転席を離れる前に

– 平らな場所に駐車する。

– 走行ペダルをニュートラルにする。

– 駐車ブレーキを掛ける。

– エンジンを止め、キーのある機種ではキーを
抜き取る。

– 全ての動きが停止するのを待つ。

• 保守作業は、各部が十分冷えてから行う。

• 許可を受けた有資格者以外には、この車両の保
守、修理、調整、点検などの作業をさせないで
ください。

• 保守整備作業は、必ず機体を十分に洗浄し、すす
いでから行ってください薬剤の安全管理の章を参
照。

• この散布装置で取り扱う農薬は人体や動植物、土
壌などに危険を及ぼす可能性があるので取り扱い
には十分注意してください。

– 自分自身の安全を守るために、農薬を取り扱
う前に、容器に張ってあるラベルや安全データ
シートSDSなど取り扱い上の注意をよく読んで理
解し、薬剤メーカーの指示を守りましょう。

– 農薬の近くにいる時は常に自分の皮膚に薬剤を
付着させないように注意しましょう。薬剤との接
触を防止し危険から身を守ることのできる適切な
防具PPEを着用してください。具体的には

◊ 安全めがねやゴーグル、フェースシールド

◊ 防護服

◊ 呼吸器やフィルタ付きマスク

◊ 薬剤耐性手袋

◊ ゴム長靴または頑丈な防水靴

◊ 清潔な着替え、石鹸、使い捨てタオル

– 安全確保に必要な情報が手に入らない場合に
は、この装置の運転を拒否してください。

– 周囲に人や動物、特に子供いるときには農薬の
調整や機材の洗浄などを行わないでください。

– 薬剤の取り扱いは換気のよい場所で行ってく
ださい。

– いつでも、特に液剤タンクに薬液を作るときに
は、真水を手元に用意してください。

– 薬剤を取り扱い中や近くで作業中は、飲食や喫
煙をしないでください。

– 散布ノズルを洗浄するとき口で吹いたり、口に
含んだりしないでください。

– 農薬を取り扱う作業が終了したら、直ちに手足
や露出部をよく洗ってください。

– 薬剤や薬剤から発生する蒸気は危険です。絶
対に、タンクの中に入ったり、頭を入れたり、タ
ンクの上に顔をさらしたりしないでください。

• ねじ類は十分に締めつけ、常に機械全体の安全を
心掛けてください。

• 火災防止のため、エンジンの周囲に、余分なグ
リス、薬剤、草や木の葉、ほこりなどを溜めない
ようにご注意ください。

• エンジンを回転させながら調整を行わなければなら
ない時は、手足や頭や衣服をローラや可動部に近
づけないように十分ご注意ください。また、無用の
人間を近づけないようにしてください

• 車両の走行速度を調整しないでください。トロの正
規代理店で走行速度検査を受け、安全性と精度を
確認しておきましょう。

• 大がかりな修理が必要になった時や技術的な援助が
必要な時は、Toro 正規代理店にご相談ください。

• 車両の改造を行うと、機械の挙動や性能、耐久性
などが変化し、そのために事故が起きる可能性が
あります。このような使い方をすると製品保証が
適用されなくなります。

• 機体の下で作業する場合には、必ずジャッキスタン
ドで機体を確実に支えてください。

• 機器類を取り外すとき、スプリングなどの力が掛
かっている場合があります。取り外しには十分注意
してください。
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推推推奨奨奨ささされれれるるる定定定期期期整整整備備備作作作業業業
整整整備備備間間間隔隔隔 整整整備備備手手手順順順

使用開始後最初の 8 時間
• ホイールナットのトルク締めを行う。
• ファン/オルタネータのベルトを点検する。.

使用開始後最初の 50 時間

• エンジンオイルフィルタの交換を行う。
• エンジンオイルを交換する（合成オイルを含む）。
• 燃料ラインと接続を点検する。
• プラネタリギアオイルの交換

使用開始後最初の 100 時間
• 機械の性能を十二分に発揮させ、末永くお使いいただくために、使用開始後の 100 運
転時は以下の注意を守って運転してください：

使用開始後最初の 200 時間 • 前ホイールベアリングのグリスパックを行う。

使用するごとまたは毎日

• シートベルトに摩耗や破損がないか点検してください。正常に機能しないシートベル
トは交換してください。

• タイヤ空気圧を点検する。
• ブレーキの点検
• タンク固定ベルトの点検
• 取水部フィルタを清掃する。
• 圧力フィルタを清掃する。
• エアクリーナを点検する。
• エンジンオイルの量を点検する。
• 冷却液の量
• 油圧オイルの量を点検する。

使用後毎回
• 作業後の洗浄
• その日の散布作業の最後に、散布システム内部にコンディショナを循環させます。

50運転時間ごと

• ポンプのグリスアップを行う。
• 各グリス注入部のグリスアップを行う。
• ステアリングとサスペンションのグリスアップを行う。
• ステアリングとサスペンションのグリスアップを行う。
• バッテリーケーブルの接続状態を点検する。

100運転時間ごと

• ブーム蝶番のグリスアップを行う。
• エアフィルタのエレメントを交換する。
• ホイールナットのトルク締めを行う。
• タイヤの状態と磨耗程度を点検する。
• ファン/オルタネータのベルトを点検する。

200運転時間ごと

• エンジンオイルとフィルタの交換を行う。 . 大きな負荷で使用している場合や、高温下で
使用している場合には、フィルタの交換間隔を短くする。

• エンジンオイルを交換する（合成オイルを含む）。 大きな負荷で使用している場合や、
高温下で使用している場合には、オイルの交換間隔を短くする。

• 前輪のトーインの点検を行う。
• ホースとその接続部すべてについて破損の有無と接続状態の点検を行う。
• ラジエターのフィンを清掃する。
• フローメータを洗浄する （水和剤を使用しているときには間隔を短くする）。

46
 



整整整備備備間間間隔隔隔 整整整備備備手手手順順順

400運転時間ごと

• アクチュエータロッドのベアリングのグリスアップを行う。
• 毎年のエンジン整備を行う。
• 燃料ラインと接続を点検する。
• 燃料フィルタの整備を行う。
• 燃料タンクの内部を清掃する。
• 前ホイールベアリングのグリスパックを行う。
• プラネタリギアオイルの点検
• 冷却液点検（メーカーの指示に従って）し、必要に応じて交換する。
• バルブアセンブリのOリングを点検し、必要に応じて交換する。
• 取水部フィルタを交換する。
• 圧力フィルタを交換する。
• ナイロン製ピボットブッシュの点検を行う。
• ポンプのダイヤフラムを点検し、必要に応じて交換する （代理店に連絡する）。
• ポンプのチェックバルブを点検し、必要に応じて交換する （代理店に連絡する）。

800運転時間ごと

• プラネタリギアオイルの交換 （または1年に1回のうち早く到達した方の時期）。
• 推奨されていない油圧オイルを使用している場合、代替品のオイルを使用した場合に
は、油圧オイルフィルタを交換してください。

• 推奨されていない油圧オイルを使用している場合、代替品のオイルを使用した場合に
は、油圧オイルフィルタを交換してください。

1000運転時間ごと
• PCV バルブを点検する。
• 推奨オイルをご使用の場合には、油圧オイルフィルタを交換してください。

2000運転時間ごと • 推奨オイルをご使用の場合には、油圧オイルを交換してください。

1年ごと • 攪拌バイパスバルブの補正（キャリブレーション）設定を行います。
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始始始業業業点点点検検検表表表
このページをコピーして使ってください。

第第第 週週週点点点検検検項項項目目目

月月月 火火火 水水水 木木木 金金金 土土土 日日日

常用ブレーキと駐車ブレーキを点検する。

ニュートラル固定スイッチの作動を確認す
る。

燃料残量。

エンジンオイルの量を点検する。

油圧オイルの量を点検する。

冷却液の量を点検する。

エアフィルタの点検。

ラジエターとオイルクーラ付近に汚れがな
いか点検する。

エンジンから異常音がないか点検する。

運転操作時に異常音がないか点検する。

タイヤ空気圧を点検します。

オイル漏れがないか点検する。

油圧ホースや燃料パイプの状態を点検す
る。

計器類の動作を点検する。

アクセルの作動状態を点検する。

取水部ストレーナを清掃する。

グリスアップを行う1

マシンを洗浄する。

塗装傷のタッチアップを行う。

1 車体を水洗いしたあとは整整整備備備間間間隔隔隔ににに関関関係係係なななくくく直ちにグリスアップする。

要要要注注注意意意個個個所所所ののの記記記録録録
点検担当者名

内内内容容容 日日日付付付 記記記事事事

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10
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整整整備備備前前前ににに行行行ううう作作作業業業
注注注意意意

始始始動動動スススイイイッッッチチチにににキキキーーーをををつつつけけけたたたままままままにににしししててておおおくくくととと、、、誰誰誰
でででもももいいいつつつでででもももエエエンンンジジジンンンををを始始始動動動さささせせせるるるここことととがががでででききき、、、
危危危険険険ででであああるるる。。。

整整整備備備・・・調調調整整整作作作業業業ののの前前前にににははは必必必ずずず始始始動動動スススイイイッッッチチチかかかららら
キキキーーーををを抜抜抜いいいててておおおくくくこここととと。。。

車車車体体体ををを床床床かかかららら浮浮浮かかかせせせるるる
保守整備のためにエンジンを掛ける場合には、車両
後部をジャッキアップする必要があります後アクスル
にジャッキを掛け、25 mm 程度ジャッキアップしてく
ださい。

危危危険険険
ジジジャャャッッッキキキアアアッッップププささされれれててていいいるるる車車車体体体ははは不不不安安安定定定でででああありりり、、、外外外
れれれるるるととと下下下にににいいいるるる人人人間間間ににに怪怪怪我我我ををを負負負わわわせせせるるる危危危険険険ががが高高高
いいい。。。

• スススプププレレレーーーヤヤヤかかかららら降降降りりりるるる時時時ははは必必必ずずず始始始動動動スススイイイッッッチチチかかか
らららキキキーーーををを抜抜抜いいいててておおおくくく。。。

• ジジジャャャッッッキキキアアアッッップププしししたたた車車車両両両にににははは輪輪輪止止止めめめををを掛掛掛けけけるるる。。。

• 機機機体体体をををジジジャャャッッッキキキスススタタタンンンドドドででで支支支えええるるる。。。

車体前部のジャッキアップポイントは前アクスルの下の
板バネの真下です図 63。

g203110

図図図 63

1. 車体前部のジャッキアップポイント

車体後部のジャッキアップポイントはブームサポートの
ついている部分の後ろ側です図 64。

g203111

図図図 64

1. 車体後部のジャッキアップポイント

エエエンンンジジジンンンへへへのののアアアクククセセセススス方方方法法法

前前前側側側防防防熱熱熱シシシーーールルルドドドををを取取取りりり外外外すすす
1. 駐車ブレーキを掛け、散布用ポンプを停止、エン

ジンを停止し、始動スイッチからキーを抜き取る。

2. 機体の前部と後部を持ち上げてジャッキスタンド
で支える; 車体を床から浮かせる (ページ 49)を
参照。

3. 前側防熱シールドをシャーシに固定しているソ
ケットヘッドボルト6本とワッシャ6枚を外してシー
ルドを取り外す図 65。

注注注 外したボルト、ワッシャ、防熱シールドは 前側
防熱シールドを取り付ける (ページ 50)で取り付
けるので捨てないでください。

g028168

図図図 65

1. 前側防熱シールド 3. 車体前方

2. 六角頭ボルトとワッシャ
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前前前側側側防防防熱熱熱シシシーーールルルドドドををを取取取りりり付付付けけけるるる
1. 前側防熱シールドの後部フランジを後防熱シール

ドの前側フランジに合わせる図 66。

g028177

図図図 66

1. 機体正面 3. 後側フランジ前側防熱シー
ルド

2. 六角頭ボルトとワッシャ 4. 前側フランジ後側防熱シー
ルド

2. 前側防熱シールドの穴を、シャーシのねじ穴に
合わせる図 66。

3. 前側防熱シールドを機体に固定するソケットボル
ト6本とワッシャ6枚図 66ステップ 前側防熱シー
ルドを取り外す (ページ 49), 3で外したものを使
用する。

4. ボルトを 19.78-25.42 N·m 0.6-0.7 kg.m =
175-115 in-lbにトルク締めする。

5. ジャッキをゆるめて機体を床に下ろす。

キキキャャャリリリッッッジジジ下下下シシシュュュラララウウウドドドををを取取取りりり外外外すすす
1. キャリッジ下シュラウドをシャーシに固定してい

るフランジヘッドボルト5/16 x ⅝" 5本とワッシャ
5/16"7枚を取り外す図 67。

注注注 外したフランジヘッドボルトとワッシャは、ス
テップ 5 キャリッジ下シュラウドを取り付ける (ペー
ジ 51)で使用します。

g189584

g189585

図図図 67

1. フランジヘッドボルト5/16 x
⅞"

3. ワッシャ5/16"

2. キャリッジ下シュラウド 4. 機体前方

2. キャリッジ下シュラウドの取り付けタブをエンジン
搭載ブラケットに固定しているボルトおよびキャ
リッジボルトのフランジロックナット5/16"4個を取り
外す図 68。

注注注ボルトは機体から外さないでください。外したフ
ランジロックナットは、ステップ 3 キャリッジ下シュ
ラウドを取り付ける (ページ 51)で使用します。
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g189583

図図図 68

1. エンジンマウント 4. フランジロックナット5/16"
2. ボルト外さないこと。 5. 機体前方

3. 取り付けタブキャリッジ下
シュラウド

3. キャリッジ下シュラウドをエンジン搭載ブラケットに
固定しているボルトから取り付けタブを外す。

4. キャリッジ下シュラウドを機体から取り外す図 67
と 図 68。

キキキャャャリリリッッッジジジ下下下シシシュュュラララウウウドドドををを取取取りりり付付付けけけるるる
1. キャリッジ下シュラウドを車体の下シャーシに合

わせる図 68 キャリッジ下シュラウドを取り外す
(ページ 50)を参照。

2. エンジン搭載ブラケットのところで、ボルトとキャ
リッジボルトの上からキャリッジ下シュラウドの取
り付けタブを入れる図 68 キャリッジ下シュラウド
を取り外す (ページ 50)を参照。

3. キャリッジ下シュラウドを、エンジン搭載ブラケット
とボルトに組み付ける図 68ステップ2 キャリッジ
下シュラウドを取り外す (ページ 50)で外したフラ
ンジロックナット (5/16") 4個を使用する。

4. キャリッジ下シュラウドの後部にある穴を、シャー
シの穴に合わせる図 67 キャリッジ下シュラウドを
取り外す (ページ 50)を参照。

5. キャリッジ下シュラウドの後部をシャーシに取り付
ける図 67ステップ 1 キャリッジ下シュラウドを取り
外す (ページ 50)で取り外したフランジヘッドボルト
5/16 x ⅞"5本とワッシャ5/16"5枚を使用する。

6. ボルトとナットを11.29-15.82 N∙m2.0-2.6 kg.m =
100-140 in-lbにトルク締めする。

シシシーーートトトベベベーーースススアアアクククセセセスススパパパネネネルルルををを外外外すすす
1. シートベースアクセスパネルを座席ベースに固定し

ているフランジヘッドボルト2本を取り外す図 69。

g032998

図図図 69

1. シートベースアクセスパネ
ル

3. 穴座席ベース)

2. フランジヘッドボルト

2. 機体からシートベースアクセスパネルを外す図
69。

シシシーーートトトベベベーーースススアアアクククセセセスススパパパネネネルルルををを取取取りりり付付付
けけけるるる
1. シートベースアクセスパネルの穴を座席ベースの

穴に合わせる図 69。
2. シートベースアクセスパネルを座席ベースに固

定する図 691 シートベースアクセスパネルを外
す (ページ 51)で外したフランジヘッドボルト2本
を使用する。

3. ボルト本を 19.75-25.42 N·m 0.6-0.7 kg.m =
175-225 in-lbにトルク締めする。
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潤潤潤滑滑滑

散散散布布布用用用ポポポンンンプププのののグググリリリスススアアアッッップププ
整整整備備備間間間隔隔隔: 50運転時間ごと—ポンプのグリスアップを

行う。

50運転時間ごと/1年ごと いずれか早く到達した方

グググリリリスススののの種種種類類類 Mobil XHP 461。
1. リモートグリスフィッティング2個をきれいに拭く

図 70。

g204693

図図図 70

1. 機体後方 3. グリスポイント2ヶ所

2. 散布用ポンプ

2. リモートグリスフィッティングにグリスを注入する
図 70。

3. はみ出したグリスはふき取る。

ススステテテアアアリリリンンングググとととサササスススペペペンンンシシショョョンンン
のののグググリリリスススアアアッッップププ
整整整備備備間間間隔隔隔: 50運転時間ごと—ステアリングとサスペン

ションのグリスアップを行う。

50運転時間ごと/1年ごと いずれか早く到達した方

グググリリリスススののの種種種類類類No. 2 汎用リチウム系グリス. トロ社のプ
レミアム汎用グリスを正規代理店で販売しております。

• ステアリングシリンダシリンダの各ロッド端に2個の
グリスフィッティング

• ステアリングロッド各ロッド端に2個のグリスフィッ
ティング

• スピンドルピボット車両の左右それぞれに2個のグ
リスフィッティング

1. グリスフィッティングをウェスできれいに拭く図 71
と図 72。

2. グリスフィッティングにグリスを注入する図 71と
図 72。

3. はみ出したグリスはふき取る。

注注注 グリスアップ箇所を図 71に示します。

g187456

図図図 71

1. グリスフィッティング

g187457

図図図 72
各前輪に 2 個のフィッティングがある

1. グリスフィッティング

ブブブーーームムム蝶蝶蝶番番番のののグググリリリスススアアアッッップププ
整整整備備備間間間隔隔隔: 100運転時間ごと

重重重要要要 ブブブーーームムムののの蝶蝶蝶番番番ををを水水水洗洗洗いいいしししたたた場場場合合合にににははは、、、蝶蝶蝶番番番アアア
セセセンンンブブブリリリかかかららら水水水ととと異異異物物物ををを完完完全全全ににに除除除去去去ししし、、、新新新しししいいいグググリリリススス
ををを塗塗塗っっってててくくくだだださささいいい。。。

グググリリリスススののの種種種類類類No. 2 汎用リチウム系グリス.
1. 異物を入れてしまわないよう、グリスフィッティン

グをきれいに拭く

2. グリスガンでグリスを注入する図 73。
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g002014

図図図 73
右ブーム

1. グリスフィッティング

3. はみ出したグリスはふき取る。

4. 各ブームピボットについて上記の作業を行う。

アアアクククチチチュュュエエエーーータタタロロロッッッドドドのののベベベアアアリリリ
ンンングググのののグググリリリスススアアアッッップププ
整整整備備備間間間隔隔隔: 400運転時間ごと/1年ごと いずれか早く到

達した方

グググリリリスススののの種種種類類類No. 2 汎用リチウム系グリス.
1. ブームを散布位置にセットする。

2. クレビスピンについているヘアピンを抜き取る図
74。

3. ブームを持ち上げてクレビスピンを外し、ブーム
をゆっくりと床面に降ろす図 74。

4. クレビスピンが破損していないか点検し、必要に
応じて交換する。

g013780

図図図 74

1. アクチュエータ 4. ヘアピン

2. アクチュエータロッド 5. クレビスピン

3. ブームピボットピンのハウ
ジング

5. アクチュエータロッドのベアリング端部を動かしな
がらベアリング内部にグリスを注入する図 75。

注注注 はみ出したグリスはふき取る。

g002015

図図図 75
右ブーム

1. ロッド端部のベアリングをグリスアップ

6. ブームを持ち上げて、ピボットをアクチュエータ
ロッドに整列させる。

7. ブームを支えながら、ブームのピボットとアクチュ
エータロッドにクレビスピンを通す図 74。

8. ピンを入れた状態で、ブームから手を離し、先
ほど外したヘアピンを使ってクレビスピンを固定
する。
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9. 機体の反対側のアクチュエータロッドのベアリング
にも、ステップ 2-8 の作業を行う。 エエエンンンジジジンンンののの整整整備備備

エエエンンンジジジンンンののの安安安全全全事事事項項項
エンジンオイルの点検や補充はエンジンを止めて行っ
てください

エエエアアアクククリリリーーーナナナををを点点点検検検すすするるる
整整整備備備間間間隔隔隔: 使用するごとまたは毎日 ホコリのひどい場

所で使用する場合はより頻繁にエア
クリーナの手入れを行ってください。

1. 駐車ブレーキを掛け、散布用ポンプを停止、エン
ジンを停止し、始動スイッチからキーを抜き取る。

2. 助手席を前に倒して、支え棒をスロットに入れ
て固定する。

3. エアクリーナのボディーとダストキャップをきれい
に拭く図 76。

g028188

図図図 76

1. ダストキャップ 4. エアクリーナのボディ

2. ラッチダストキャップ 5. ダストバルブ

3. エアフィルタのエレメント

4. エアクリーナ本体にリーク原因となる傷がないか
点検する図 76。

注注注 エアクリーナのボディーやダストキャップが破
損している場合はそれを交換してください。

5. ダストバルブをもんで、内部のごみを除去する
図 76。

6. ダストキャップをエアクリーナのボディーに固定し
ているラッチ2つを外す。
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7. エアフィルタのエレメントが汚れすぎていないか
点検する図 76。

注注注 エレメントが汚れている場合は清掃せずに交
換してください。

8. エアクリーナのボディーにダストキャップを取り付
け、ラッチ2個で固定する図 76。

注注注 ダストバルブは、後ろから見たときに時計の5
時-7時の方向になるように取り付けてください。

9. 助手席をもとに戻す。

エエエアアアフフフィィィルルルタタタのののエエエレレレメメメンンントトトののの交交交換換換
整整整備備備間間間隔隔隔: 100運転時間ごと エアフィルタのエレメント

は、ほこりのひどい場所で使用する
場合は交換間隔を短くしてください。

1. 新しいエアフィルタに傷がついていないかを点検す
る。特にフィルタとボディーの密着部に注意する。

重重重要要要 破破破損損損しししててていいいるるるフフフィィィルルルタタタははは取取取りりり付付付けけけななないいいでででくくく
だだださささいいい。。。

2. エアクリーナのボディーとダストキャップをきれい
に拭く図 76。

3. 冷却液オーバーフロータンクを持ち上げてブラケッ
トから取り外す図 77。

g032541

図図図 77

1. 冷却液オーバーフロータン
ク

5. エアフィルタのエレメント

2. タンクサポートブラケット 6. ダストバルブ5時-7 時の位
置

3. ラッチダストキャップ 7. 圧力解放ホース

4. ダストキャップ 8. タンク通気ホース

4. ダストキャップをエアクリーナのボディーに固定し
ているラッチ2つを外す図 77。

5. 汚れを落とさないように注意しながら、ボディー内
部から古いエレメントを静かに引き出す。

注注注 エレメントをボディーにぶつけないように注意
してください。

6. ぬれたウェスを使って、ダストキャップ、エアク
リーナのボディ、ダストバルブの内部をきれいに
清掃する図 76 と 図 77。

7. エアクリーナボディにフィルタエレメントを取り付
ける図 77。

注注注 取り付ける時には、エアクリーナの外側リムを
しっかり押さえて確実にボディーに密着させてくだ
さい。また、フィルタの真ん中柔らかい部分を持
たないでください。
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8. エアクリーナのボディーにカバーを取り付け、ラッ
チ2個で固定する図 77。

注注注 ダストバルブは、後ろから見たときに時計
の5時-7時の方向になるように取り付けてくださ
い図 77。

9. 冷却液タンクを、ROPSシールドのサポートブラ
ケットにきっちりと入れる図 77。

重重重要要要 図図図 77のののよよようううににに、、、圧圧圧力力力逃逃逃がががしししホホホーーースススががが前前前ををを
向向向いいいててて下下下へへへ、、、タタタンンンククク通通通気気気ホホホーーースススががが後後後方方方ををを向向向くくくよよよううう
ににに取取取りりり付付付けけけてててくくくだだださささいいい。。。

10. 助手席をもとに戻す。

エエエンンンジジジンンンオオオイイイルルルののの仕仕仕様様様
• オオオイイイルルルのののタタタイイイプププ API 規格 SJ またはそれ以上

• 粘粘粘度度度以下の表を参照のこと。

エエエンンンジジジンンンオオオイイイルルルののの粘粘粘度度度

外外外気気気温温温度度度範範範囲囲囲 オオオイイイルルルののの粘粘粘度度度

25°C 超 SAE30, SAE10W-30 または
SAE15W-40

0 °C-25 °C SAE20 または SAE 10W-30

0 °C-20 °C SAE10W または SAE10W-30

トロのプレミアムエンジンオイル15W-40 または
10W-30を代理店にてお求めいただくことができます。
パーツカタログでパーツ番号をご確認ください。

エエエンンンジジジンンンオオオイイイルルルののの量量量ををを点点点検検検すすするるる
整整整備備備間間間隔隔隔: 使用するごとまたは毎日 エンジンを初めて

作動させる前に、エンジンオイルの
量を点検する。

注注注 エンジンオイルを点検する最もよいタイミングは、そ
の日の仕事を始める直前、エンジンがまだ冷えているう
ちです。使用後に行う場合は、オイルがオイル溜めに
戻るまで最低10分間待って点検するようにしてください。

エンジンにはオイルを入れて出荷していますが、初回
運転の前と後に必ずエンジンオイルの量を確認してく
ださい。

1. 平らな場所に駐車する。

2. 助手席の下にあるディップスティックを抜きウェス
で一度きれいに拭く (図 78)。

注注注 ディップスティックを、チューブの根元までもう
一度しっかりと差し込む。ディップスティックを引き
抜いて油量を点検する。

g195363

g195189

図図図 78

1. 低 4. 補給口キャップ

2. 満タン 5. ディップスティック

3. 高

3. オイルの量が不足している場合は、バルブカバー
についている補給口のキャップ図 78を取り、
ディップスティックの FULL マークまで、補給管か
らオイルを補給する。

注注注 補給するときはディップスティックで確認しな
がら少量ずつ入れる入れすぎないよう注意して
ください

4. キャップを取り付ける図 78。
5. ディップスティックをしっかり差し込んで終了図 78

エエエンンンジジジンンンオオオイイイルルルフフフィィィルルルタタタののの交交交換換換
整整整備備備間間間隔隔隔: 使用開始後最初の 50 時間

200運転時間ごと 大きな負荷で使用している場
合や、高温下で使用している場合には、フィルタ
の交換間隔を短くする。

1. 前側防熱シールドを取り外す; 前側防熱シールド
を取り外す (ページ 49)を参照。

2. 運転席を倒す。
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注注注意意意
運運運転転転終終終了了了直直直後後後ははは、、、運運運転転転席席席下下下ののの機機機器器器ががが非非非常常常
ににに熱熱熱くくくなななっっっててていいいるるる。。。不不不用用用意意意ににに触触触るるるととと火火火傷傷傷ををを負負負
ううう危危危険険険がががあああるるる。。。

運運運転転転終終終了了了直直直後後後ににに機機機器器器ににに触触触れれれるるる場場場合合合にににはははあああるるる
程程程度度度ののの冷冷冷却却却時時時間間間をををおおおくくくこここととと。。。

3. エンジンオイルフィルタの下にオイルを受ける容
器をおく図 79。

g028169

図図図 79

1. ドレンプラグ 2. エンジンオイルのフィルタ

4. 古いオイルフィルタ図 79を外す。

注注注 廃油はリサイクルセンターに持ち込むなど適
切な方法で処分する。

5. エンジンのオイルフィルタアダプタの表面をウェス
できれいに拭く。

6. フィルタに適切なオイルを補給する。

注注注 エレメントがオイルを吸収するまでしばらく待
つ。

7. 交換用フィルタのガスケットにきれいな交換用の
きれいなオイルを薄く塗る。

8. アダプタにフィルタを取り付け、ガスケットがアダ
プタに当たるまでフィルタを右に回し、そこから更
に ½ 回転増し締めする図 79。

注注注 フィルタを締めすぎないように注意してくださ
い。

9. こぼれたオイルはふき取る。

エエエンンンジジジンンンオオオイイイルルルののの量量量
5.1 リットルフィルタ含む エンジンオイルの仕様 (ペー
ジ 56)を参照

エエエンンンジジジンンンオオオイイイルルルののの交交交換換換
整整整備備備間間間隔隔隔: 使用開始後最初の 50 時間

200運転時間ごと 大きな負荷で使用している場
合や、高温下で使用している場合には、オイル
の交換間隔を短くする。

1. ドレンプラグの下にオイルを受ける容器をおく図
79。

2. ドレンプラグ 図 79 を外して排出されるオイルを
回収する。

注注注 ドレンプラグの状態を点検し、必要に応じて
交換する。

注注注 廃油はリサイクルセンターに持ち込むなど適
切な方法で処分する。

3. ドレンポートにドレンプラグを元通りに取り付け、
33-37 N·m32.5-36.6 kg.m = 24-27 ft-lbにトル
ク締めする。

4. 助手席を前に倒して、支え棒をスロットに入れ
て固定する。

5. エンジンバルブカバー図 80からオイル補給口
のキャップを取り、所要量の約 80% のオイル
を入れる。

g195189

図図図 80

1. 低 4. 補給口キャップ

2. 満タン 5. ディップスティック

3. 高

6. ディップスティックの目盛りで油量を点検する 図
80。

7. ディップスティックの FULL マークに達するまで補
給口から残りのオイルをゆっくりと補給する図 80。
重重重要要要 オオオイイイルルルののの入入入れれれすすすぎぎぎははは、、、かかかえええっっってててエエエンンンジジジンンン
ををを傷傷傷めめめままますすす。。。

8. 補給口にキャップとディップスティックを取り付け
る図 80。

9. エンジンを始動し、オイル漏れがないか点検す
る。
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10. エンジンを停止し、2-3分間待ってディップスティッ
クを抜き取って油量を点検する。

注注注 必要に応じて補給口のキャップを取り、ディッ
プスティックの FULL マークまで補給してキャッ
プを閉める。

11. ディップスティックとエンジンシールドを取り付け、
運転席を元通りにする。

PCV バババルルルブブブののの点点点検検検
整整整備備備間間間隔隔隔: 1000運転時間ごと

1. 運転席を前に倒して、支え棒をスロットに入れ
て固定する。

2. バルブカバーのフィッティングからPCVバルブを
取り外す図 81。

注注注 ホースはPCVバルブから外さないでください。

g028345

図図図 81

1. 機体正面 3. PCVバルブ

2. ホースクランクケースの通
気

4. バルブカバーのフィッティ
ング

3. PCV バルブを振る。

注注注 バルブ内部にあるレストリクタがカラカラと音を
立てる場合は継続使用可能。バルブを振っても
中から音がしない場合は PCVを交換する図 81。

4. バルブカバーのフィッティングの一番奥までPCV
バルブを押し込む図 81。

5. 運転席を降ろす。

毎毎毎年年年のののエエエンンンジジジンンン整整整備備備
整整整備備備間間間隔隔隔: 400運転時間ごと/1年ごと いずれか早く到

達した方

エエエンンンジジジンンンマママニニニュュュアアアルルルに記載されている1年ごとの定期
整備をすべて実施する。

燃燃燃料料料系系系統統統ののの整整整備備備
危危危険険険

条条条件件件次次次第第第でででははは燃燃燃料料料ははは引引引火火火爆爆爆発発発しししやややすすすくくく、、、火火火災災災ややや爆爆爆
発発発ををを起起起こここすすすととと非非非常常常ににに危危危険険険ででであああるるる。。。発発発火火火しししたたたりりり爆爆爆発発発ししし
たたたりりりすすするるるととと、、、やややけけけどどどややや火火火災災災なななどどどををを引引引ききき起起起こここすすす。。。

• 燃燃燃料料料補補補給給給ははは必必必ずずず屋屋屋外外外ででで行行行いいい、、、燃燃燃料料料をををこここぼぼぼさささぬぬぬ
よよよううう、、、補補補給給給ににに際際際しししてててははは漏漏漏斗斗斗なななどどどののの器器器具具具ををを使使使用用用すすす
るるる。。。こここぼぼぼれれれたたた燃燃燃料料料はははふふふききき取取取っっってててくくくだだださささいいい。。。

• 燃燃燃料料料タタタンンンククク一一一杯杯杯ににに入入入れれれななないいいこここととと。。。燃燃燃料料料ををを補補補給給給すすす
るるる時時時ははは、、、タタタンンンククク上上上面面面かかかららら約約約25 mm下下下のののレレレベベベルルルををを
超超超えええててて給給給油油油しししななないいい。。。こここれれれははは、、、温温温度度度ががが上上上昇昇昇しししててて
燃燃燃料料料ははは膨膨膨張張張しししたたたととときききにににあああふふふれれれななないいいよよようううににに空空空間間間ををを
確確確保保保すすするるるたたためめめででであああるるる。。。

• 燃燃燃料料料取取取りりり扱扱扱いいい中中中ははは禁禁禁煙煙煙ををを厳厳厳守守守ししし、、、火火火花花花ややや炎炎炎ををを
絶絶絶対対対ににに近近近づづづけけけななないいい。。。

• 燃燃燃料料料ははは安安安全全全ででで汚汚汚れれれのののななないいい認認認可可可ささされれれたたた容容容器器器ででで保保保
存存存ししし、、、容容容器器器にににははは必必必ずずずキキキャャャッッップププをををはははめめめるるる。。。

燃燃燃料料料ララライイインンンととと接接接続続続ののの点点点検検検
整整整備備備間間間隔隔隔: 使用開始後最初の 50 時間

400運転時間ごと/1年ごと いずれか早く到達し
た方

ラインやフィッティングに劣化破損状況やゆるみが出
ていないか点検を行ってください。

注注注 万一燃料漏れを発見した場合には、車両を使用す
る前に必ず修理すること。

燃燃燃料料料系系系統統統かかからららのののエエエアアア抜抜抜ききき
この手順は、燃料システムからの通常のエア抜きを
行ってもエンジンが始動できないときに行うものです。

1. 燃料タンク内の燃料残量が 1/2 以上であること
を確認する。

2. スタータスイッチにキーを差し込んで ON 位置に
回す。

3. キーを OFF 位置に回す。

4. エンジンの始動を試みる。

5. エンジンが始動しない場合にはステップ 2 と 3 を
あと数回行ってもう一度始動を試みる

注注注 エンジンが始動するまでステップ5を繰り返
し行う。

燃燃燃料料料フフフィィィルルルタタタののの整整整備備備
整整整備備備間間間隔隔隔: 400運転時間ごと
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燃燃燃料料料ポポポンンンプププのののカカカバババーーーををを外外外すすす
1. 駐車ブレーキを掛け、散布用ポンプを停止、エン

ジンを停止し、始動スイッチからキーを抜き取る。

2. 燃料タンク部分で、カバーを燃料タンクに固定し
ているねじ#10 x ¾"4本を外して、カバーを取り
外す図 82。

g323402

図図図 82

1. ねじ#10 x ¾" 3. 燃料タンク

2. カバー

カカカーーーボボボンンンキキキャャャニニニスススタタタををを外外外すすす
車車車両両両モモモデデデルルル 41394
1. 駐車ブレーキを掛け、散布用ポンプを停止、エン

ジンを停止し、始動スイッチからキーを抜き取る。

2. 燃料タンク部分で、カーボンキャニスタ用ブラ
ケットを燃料タンク上部に固定しているねじ#10 x
¾"4本を外す図 83。

g323397

図図図 83

1. ねじ#10 x ¾" 3. 燃料タンク

2. カーボンキャニスタ用ブラ
ケット

3. カーボンキャニスタのフィッティングにホースを固
定しているホースクランプ2個をゆるめる図 84。

g323399

図図図 84

1. ホースクランプ

4. フィッティングからホースを外す図 85。

g323398

図図図 85

5. ホースからホースクランプを外す図 85。
6. カーボンキャニスタを燃料タンクから外す図 85。

燃燃燃料料料ポポポンンンプププとととセセセンンンダダダーーーユユユニニニッッットトトののの取取取りりり
外外外ししし
1. 燃料ポンプ / センダーユニットの2ピンコネクタか

ら、車両用のワイヤハーネスの2ソケットコネクタ
を外し燃料ポンプ / センダーユニットの2ソケット
コネクタから、車両用のワイヤハーネスの2ピン
コネクタを外す図 86。
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g323401

図図図 86

1. 2ソケットコネクタ車両側ワ
イヤハーネス

5. ナット燃料ポンプ /センダー
ユニット

2. 2ピンコネクタ燃料ポンプ /
センダーユニット

6. シール

3. 2ピンコネクタ車両側ワイヤ
ハーネス

7. フィッティング燃料ポンプ

4. 2ソケットコネクタ燃料ポン
プ / センダーユニット

8. 燃料ホースカップラ

2. 燃料ホースカップラの固定スリーブを燃料ポンプ
/ センダーユニットのフィッティングからずらし、
フィッティングからカップリングとホースを取り外
す図 86。

注注注 ホースやフィッティングから流れ出てくる燃料
は適宜除去してください。

3. 燃料ポンプ / センダーユニットのナットを左に回し
て、ナットとシールを取り外す図 86。

4. 燃料ポンプ / センダーユニットを回しながら慎重に
燃料タンクの首から外す図 87。

重重重要要要 燃燃燃料料料ポポポンンンプププ / セセセンンンダダダーーーユユユニニニッッットトトををを外外外すすす際際際ににに
ユユユニニニッッットトトのののフフフロロローーートトトのののアアアーーームムムををを破破破損損損さささせせせななないいいよよようううににに
十十十分分分注注注意意意しししてててくくくだだださささいいい。。。

g032543

図図図 87

1. 燃料タンクの首 4. 燃料ポンプ / センダーユ
ニット

2. アーム (センダーユニットの
フロート)

5. フィルタ

3. ピックアップチューブ燃料
フィルタ

6. フロート
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燃燃燃料料料フフフィィィルルルタタタののの交交交換換換
1. 燃料ポンプのフィッティングから燃料フィルタのピッ

クアップチューブを外す図 88。

注注注 燃料フィルタは廃棄してください。

g028351

図図図 88

1. フィッティング燃料ポンプ 4. フロートのアーム残量ゼロ
位置

2. フロートのアーム満タン位
置

5. 燃料フィルタ短い方の脚

3. ピックアップチューブ 6. 燃料フィルタ長い方の脚

2. 新しい燃料フィルタのピックアップチューブを、燃
料ポンプのフィッティングに合わせる図 88。

3. 燃料フィルタの長い方の脚を、フロートのアー
ムが「残量ゼロ」位置の時のフロートに合わせ
る図 88。

4. 燃料ポンプのフィッティングをピックアップチュー
ブの一番奥まで入れる図 88。

燃燃燃料料料ポポポンンンプププとととセセセンンンダダダーーーユユユニニニッッットトトののの取取取りりり
付付付けけけ
1. フロートのアームとピックアップチューブを支えな

がら、フロートと燃料フィルタを燃料タンク内に入
れる図 87。

重重重要要要 フフフロロローーートトトととと長長長いいい脚脚脚がががタタタンンンククク内内内部部部ででで前前前方方方ををを向向向
ききき、、、燃燃燃料料料ポポポンンンプププ上上上部部部のののフフフィィィッッッテテティィィンンングググががが車車車両両両ののの中中中
心心心線線線ににに 90° ののの角角角度度度ででで向向向くくくよよようううにににしししてててくくくだだださささいいい。。。

2. 燃料ポンプ / センダーユニットを、燃料タンク内部
に入れる図 87と図 88。

3. 燃料ポンプ / センダーユニットおよび燃料タンク
の首にシールとナットを取り付け、ナットを十分
に締め付ける図 87。

4. 燃料ポンプのフィッティングに燃料ホースのカップ
リングを接続する図 87。

注注注 燃料ホースのカップリングのロッキングスリー
ブがカップリングをポンプのフィッティングに固定し
ていることを確認してください。

5. 燃料ポンプ /センダーユニットの2ピンコネクタを、
車両用のワイヤハーネスの2ソケットコネクタに接
続し燃料ポンプ / センダーユニットの2ソケットコネ
クタを、車両用のワイヤハーネスの2ピンコネク
タに接続する図 87。

6. キーを ON 位置にして、燃料ホースカップリング
から燃料が漏れてこないことを確認する。

注注注 燃料が漏れてくる場合には、キーを OFF 位
置に戻して抜き取り、カップリングを外して、カッ
プリングとフィッティングに異物の付着や破損がな
いか点検し、移譲が無ければホースとカップリン
グをフィッティングに取り付ける。

注注注 燃料もれは、次の工程に進む前に確実に修
理にしてください。

燃燃燃料料料ポポポンンンプププのののカカカバババーーーををを取取取りりり付付付けけけるるる
1. カバーをタンク図 89に組み付けるステップ 2 燃料

ポンプのカバーを外す (ページ 59)で外したねじ
#10 x ¾"4本を使用する。

g323402

図図図 89

1. ねじ#10 x ¾" 3. 燃料タンク

2. カバー
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2. ねじを 113N·cm0.14kg.m = 10in-lbにトルク締
めする。

カカカーーーボボボンンンキキキャャャニニニスススタタタををを取取取りりり付付付けけけるるる
車車車両両両モモモデデデルルル 41394
1. カーボンキャニスタのハトメに燃料ホースを通す

図 90。

g323414

図図図 90

2. ホースにホースクランプを嵌める図 90。
3. カーボンキャニスタのフィッティングTにホースを取

り付ける図 90。
4. クランプでホースをフィッティングに固定する図

91。

g323413

図図図 91

1. ホースクランプ

5. カーボンキャニスタ用ブラケットの穴を燃料タンク
の穴にあわせる図 92。

g323397

図図図 92

1. ねじ#10 x ¾" 3. 燃料タンク

2. カーボンキャニスタ用ブラ
ケット

6. ブラケットをタンクに組み付ける 図 92ねじ#10
x ¾"4 個を使用する。

7. ねじを 113N·cm0.14kg.m = 10in-lbにトルク締
めする。

燃燃燃料料料タタタンンンクククののの内内内部部部清清清掃掃掃
整整整備備備間間間隔隔隔: 400運転時間ごと/1年ごと いずれか早く到

達した方

燃料システムが汚染された時や、長期にわたって格
納する場合、タンクを空にして内部を清掃してくださ
い。タンクの清掃には新しいきれいな燃料を使用し
てください。

1. ハンドポンプなどを使用して、燃料を適切な容器
に移す。ほとんどの燃料を別容器に移し、タンク
がほぼ空になってから、底部に少量残っている燃
料を旧区口から回収するようにする。

注注注 車体からタンクを取り外す場合には、燃料
ホースと電気コードを燃料ポンプとセンダーユニッ
トから外す必要があります。 燃料ポンプとセン
ダーユニットの取り外し (ページ 59)を参照。

2. 燃料タンクから燃料を抜き取り、必要に応じてき
れいな燃料で内部を洗浄する。

3. 燃料フィルタを交換する 燃料フィルタの交換 (ペー
ジ 61)を参照。

4. 手順 1 でタンクを取り外した場合には元通りに
取り付ける。

注注注 車体からタンクを取り外した場合には、燃料
ホースと電気コードを燃料ポンプとセンダーユニッ
トに元通りに接続する必要があります。 燃料ポ
ンプとセンダーユニットの取り付け (ページ 61)を
参照。

5. 新しいきれいな燃料を燃料タンクに入れる。
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電電電気気気系系系統統統ののの整整整備備備

電電電気気気系系系統統統ににに関関関すすするるる安安安全全全確確確保保保
• マシンの整備や修理を行う前に、バッテリーの接続

を外してください。バッテリーの接続を外すときには
マイナスケーブルを先に外し、次にプラスケーブル
を外してください。接続するときにはプラスを先に接
続し、次にマイナスを接続してください。

• バッテリーの充電は、火花や火気のない換気の良
い場所で行ってください。バッテリーと充電器の接
続や切り離しを行うときは、充電器をコンセントから
抜いておいてください。

• また、安全な服装を心がけ、工具は確実に絶縁さ
れたものを使ってください。

ヒヒヒュュューーーズズズののの交交交換換換
ヒューズは座席下にあります図 93。

g034159

図図図 93

1. 未使用 9. 未使用

2. ワークライト 10. 未使用

3. イグニッション 11. インフォセンター

4. Tec ロジック 12. タンクスプレー

5. Tec 電源 13. クルーズコントロール

6. Tec 電源 14. USB 電源

7. 予備のヒューズスロット 15. ブームとヘッドライト

8. ブームコントロール 16. Tec 電源

バババッッッテテテリリリーーーののの整整整備備備
バッテリーはいつもきれいに、またフル充電状態に
保持してください。バッテリーやバッテリーボックスは
ペーパータオルで清掃します。端子部に腐食が発生
した場合には、重曹水水重曹で清掃します。清掃後
は、腐食防止のためにバッテリー端子にワセリンなどを
塗布してください。

電圧 12 V, 冷間クランキング電流 690A @-18°C。

バババッッッテテテリリリーーーののの取取取りりり外外外ししし
1. 平らな場所に駐車し、駐車ブレーキを掛け、散布

ポンプとエンジンを停止し、始動キーを抜き取る。

2. バッテリーについているカバーを外し、バッテリー
のマイナス黒端子からケーブルを外す 図 94。

g014029

図図図 94

1. バッテリーカバー 3. バックル

2. ストラップ

警警警告告告
バババッッッテテテリリリーーーケケケーーーブブブルルルののの接接接続続続ルルルーーートトトががが不不不適適適切切切ででで
あああるるるとととケケケーーーブブブルルルがががシシショョョーーートトトををを起起起こここしししててて火火火花花花ががが発発発
生生生すすするるる。。。そそそれれれににによよよっっっててて水水水素素素ガガガスススががが爆爆爆発発発ををを起起起こここ
ししし人人人身身身事事事故故故ににに至至至るるる恐恐恐れれれがががあああるるる。。。

• ケケケーーーブブブルルルををを取取取りりり外外外すすす時時時ははは、、、必必必ずずずマママイイイナナナ
ススス黒黒黒ケケケーーーブブブルルルかかかららら取取取りりり外外外ししし、、、次次次にににプププラララススス
赤赤赤ケケケーーーブブブルルルををを外外外すすす。。。

• ケケケーーーブブブルルルををを取取取りりり付付付けけけるるる時時時ははは、、、必必必ずずずプププラララススス
赤赤赤ケケケーーーブブブルルルかかかららら取取取りりり付付付けけけ、、、そそそれれれかかからららマママイイイ
ナナナススス黒黒黒ケケケーーーブブブルルルををを取取取りりり付付付けけけるるる。。。
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警警警告告告
バババッッッテテテリリリーーーののの端端端子子子ににに金金金属属属製製製品品品ややや車車車体体体ののの金金金属属属
部部部分分分ががが触触触れれれるるるとととシシショョョーーートトトををを起起起こここしししててて火火火花花花ががが発発発
生生生すすするるる。。。そそそれれれににによよよっっっててて水水水素素素ガガガスススががが爆爆爆発発発ををを起起起こここ
ししし人人人身身身事事事故故故ににに至至至るるる恐恐恐れれれがががあああるるる。。。

• バババッッッテテテリリリーーーののの取取取りりり外外外しししややや取取取りりり付付付けけけををを行行行うううととと
きききにににははは、、、端端端子子子ととと金金金属属属部部部ををを接接接触触触さささせせせななないいいよよよ
うううににに注注注意意意すすするるる。。。

• バババッッッテテテリリリーーーののの端端端子子子ととと金金金属属属ををを接接接触触触さささせせせななないいい。。。

• バババッッッテテテリリリーーー押押押さささえええははは必必必ずずず取取取りりり付付付けけけるるる。。。

3. バッテリー端子からプラスケーブル赤を外す。

4. バッテリーを取り出す。

バババッッッテテテリリリーーーををを取取取りりり付付付けけけるるる
1. バッテリー端子が車両から遠くなるようにしてバッ

テリーボックスに置く

2. 赤いプラスケーブルをバッテリーの端子に、黒い
マイナスケーブル()をバッテリーの端子に取り付
け、ボルトと蝶ナットで固定する。

3. プラス端子に絶縁カバーを取り付ける。

4. バッテリーカバーを取り付け、先ほど取り外した
ストラップで固定する図 94。

重重重要要要 バババッッッテテテリリリーーー押押押さささえええははは必必必ずずず取取取りりり付付付けけけてててくくくだだださささ
いいい。。。

バババッッッテテテリリリーーーををを充充充電電電すすするるる
重重重要要要 バババッッッテテテリリリーーーははは常常常時時時フフフルルル充充充電電電状状状態態態ににに維維維持持持しししてててくくくだだださささ
いいいこここのののとととききき電電電解解解液液液ののの比比比重重重ははは1.260 ににになななりりりままますすす。。。特特特ににに氷氷氷
点点点下下下ででで保保保管管管すすするるる場場場合合合にににはははこここのののここことととををを守守守っっってててくくくだだださささいいい。。。

1. シャーシからバッテリーを取り外す バッテリーの
取り外し (ページ 63)を参照。

2. バッテリー端子に3-4 Aのバッテリー充電器を接続
し、3-4 Aで4-8時間充電する。

重重重要要要 充充充電電電しししすすすぎぎぎななないいいよよようううににに注注注意意意すすするるるこここととと。。。

3. シャーシにバッテリーを取りつける バッテリーを
取り付ける (ページ 64)を参照。

バババッッッテテテリリリーーーののの保保保管管管
格納期間が30日間以上になる場合には、バッテリーを
機体から外して満充電してください。充電終了後は、
機体に取り付けて保管しても、機体から外したままで
保管しても構いません。バッテリーを機体に搭載した
状態で保存する場合は、バッテリーケーブルを外して
おいてください。温度が高いとバッテリーは早く放電
しますので、涼しい場所を選んで保管してください。
バッテリーを凍結させないためには、完全充電してお
くことが大切です。

走走走行行行系系系統統統ののの整整整備備備

タタタイイイヤヤヤとととホホホイイイーーールルルののの点点点検検検
整整整備備備間間間隔隔隔: 使用開始後最初の 8 時間—ホイールナッ

トのトルク締めを行う。

100運転時間ごと—ホイールナットのトルク締め
を行う。

100運転時間ごと—タイヤの状態と磨耗程度を
点検する。

前輪のラグナットは 75-102 N·m7.6-10.3 kg.m = 55-75
ft-lb、後輪のラグナットは 95-122 N·m10.4-12.4 kg.m
= 75-90 ft-lbにトルク締めする。

運転中に縁石にぶつけるなどした場合、リムが破損し
たり、トーインが狂ったりする可能性がありますから、
このような事故の後では必ず点検してください。

プププラララネネネタタタリリリギギギアアアドドドララライイイブブブののの潤潤潤滑滑滑
油油油ののの仕仕仕様様様
SAE 85W-140 ギア用潤滑油

プププラララネネネタタタリリリギギギアアアオオオイイイルルルののの点点点検検検
整整整備備備間間間隔隔隔: 400運転時間ごと

g238953

図図図 95

1. 水平な床面で、補給プラグが最高位置時計の 12
時の位置、点検プラグが 12 時、ドレンプラグが
最低位置 6時の位置にくるように駐車する図 96。
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g238952

図図図 96

1. 補給プラグ12 時の位置

2. 点検プラグ

3. ドレンプラグ6 時の位置

2. 点検プラグを取り外す図 53。
点検プラグの穴のねじ山の下側のふちまであれ
ば適正である。

g238949

図図図 97

1. 点検プラグ 2. 点検プラグの穴プラネタリ
オイル

3. 点検用プラグについている O リングに磨耗や破
損がないか点検する。

磨耗・破損している場合は交換する。

4. オイルの量が少ない場合は、補給プラグを取
り、点検穴からあふれ出てくるまで所定のオイル
を補給する図 98 プラネタリギアドライブの潤滑
油の仕様 (ページ 64)を参照。

g238948

図図図 98

1. 補給プラグ 3. 点検プラグ

2. 補給プラグの穴プラネタリ
オイル

5. 補給用プラグについている O リングに磨耗や破
損がないか点検する。

磨耗・破損している場合は交換する。

6. 補給プラグと点検プラグを取り付ける図 98。
7. マシンの反対側のプラネタリギアドライブにも、ス

テップ 1-6 の作業を行う。

プププラララネネネタタタリリリギギギアアアオオオイイイルルルののの交交交換換換
整整整備備備間間間隔隔隔: 使用開始後最初の 50 時間

800運転時間ごと または1年に1回のうち早く到
達した方の時期。

プププラララネネネタタタリリリギギギアアアオオオイイイルルルののの抜抜抜ききき取取取りりり
1. 水平な床面で、補給プラグが最高位置時計の 12

時の位置、点検プラグが 12 時、ドレンプラグが
最低位置 6 時の位置にくるように駐車する図 96
プラネタリギアオイルの点検 (ページ 64)を参照。

2. プラネタリギアドライブのハブの下にオイル回収容
器を置き、ドレンプラグ、補給プラグ、点検プラ
グを外してオイルが抜けるのを待つ図 99。
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g238951

図図図 99

1. 補給プラグ 4. ドレンプラグの穴プラネタ
リオイル

2. 補給プラグの穴プラネタリ
オイル

5. ドレンプラグ

3. 点検プラグの穴プラネタリ
オイル

6. 点検プラグ

3. ドレンプラグと点検プラグに金属粉が付着して
いないか調べる。

金属が削れた痕跡がある場合には、プラネタリギ
アドライブの修理が必要である。

4. ドレンプラグ、補給プラグ、点検プラグの O リン
グに磨耗や破損がないか点検する。

磨耗・破損している場合は交換する。

5. プラグを取り付ける。

6. ブレーキハウジングの下に容器を置き、ドレンプ
ラグを外してオイルが完全に抜けるのを待つ図
100。

g238950

図図図 100

1. ドレン穴ブレーキハウジン
グ

2. ドレンプラグ

7. ブレーキハウジングにドレンプラグを取り付ける。

プププラララネネネタタタリリリギギギアアアオオオイイイルルルののの量量量
0.62 リットル プラネタリギアドライブの潤滑油の仕様
(ページ 64)を参照。

プププラララネネネタタタリリリギギギアアアドドドララライイイブブブへへへのののオオオイイイルルルののの
補補補給給給
1. 補給プラグの穴から、新しいオイルをゆっくりと入

れる図 98 プラネタリギアオイルの点検 (ページ
64)を参照。

点検プラグの穴のねじ山の下側のふちまであれ
ば適正である。

重重重要要要 所所所定定定量量量ががが入入入りりり終終終わわわるるる前前前ににに一一一杯杯杯ににになななっっってててししし
まままっっったたた場場場合合合ははは、、、1時時時間間間ほほほどどど待待待つつつかかか、、、一一一度度度プププラララグググををを
はははめめめてててマママシシシンンンををを 3 m ほほほどどど移移移動動動さささせせせるるるととと、、、ブブブレレレーーー
キキキシシシススステテテムムムにににオオオイイイルルルがががまままわわわっっっててて残残残りりり量量量ををを補補補給給給すすす
るるるここことととがががででできききるるるよよようううににになななりりりままますすす。。。そそそのののよよようううにににしししててて全全全
量量量ををを入入入れれれてててくくくだだださささいいい。。。

2. 入れ終ったらそのまま10 分間ほど待ってもう一度
オイル量を点検し、必要に応じてオイルを補給し
て点検穴のねじ山の下のふちまで入れる。

3. 補給プラグと点検プラグを取り付ける図 98 プラネ
タリギアオイルの点検 (ページ 64)を参照。

4. マシンの反対側のプラネタリギアドライブにも、
ステップ プラネタリギアオイルの抜き取り (ペー
ジ 65)- プラネタリギアドライブへのオイルの補給
(ページ 66) の作業を行う。

前前前輪輪輪のののトトトーーーイイインンンののの調調調整整整
整整整備備備間間間隔隔隔: 200運転時間ごと/1年ごと いずれか早く到

達した方

タイヤの前側でのタイヤ中心線間距離がタイヤの後側
での測定値よりも 0-3 mm 小さければよい。

1. 4 輪全部のタイヤ空気圧を点検する タイヤ空気
圧を点検する (ページ 22)を参照。

2. 前輪の前と後ろで、左右のタイヤの中央線間距
離を測る計測はアクスルの高さで行う(図 101)。

注注注 タイヤの前側での測定値が後側での測定値よ
りも 0-3 mm 小さければよい。

g002247

図図図 101

1. タイヤのセンターライン 後
側

3. アクスルのセンターライン

2. タイヤのセンターライン 前
側
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3. 前後の測定値の差が所定範囲にない場合、タ
イロッド両端のジャムナットを外して調整を行う
(図 102)。

g002248

図図図 102

1. ジャムナット 2. タイロッド

4. タイロッドを回して前タイヤを内向きまたは外向き
に調整する。

5. 正しく調整できたら、タイロッドのジャムナットを
締める。

6. ハンドルを左右に切って、左右に同じだけ回せる
ことを確認する。

冷冷冷却却却系系系統統統ののの整整整備備備

冷冷冷却却却系系系統統統ににに関関関すすするるる安安安全全全確確確保保保
• 冷却液を飲み込むと中毒を起こす冷却液は子供や

ペットが触れない場所に保管すること。

• 高温高圧の冷却液を浴びたり、高温のラジエター
部分に触れたりすると大火傷をする恐れがある。

– エンジン停止後、少なくとも15分間程度待って、
エンジンが冷えてからキャップを開けること。

– キャップを開けるときはウェスなどを使い、高温
の水蒸気を逃がしながらゆっくりと開けること。

• マシンは、必ず安全カバー類を取り付けた状態
で運転すること。

• 手、指、衣服などを、回転中のファンや駆動ベ
ルトに近づけないこと。

冷冷冷却却却液液液ののの仕仕仕様様様
出荷時に、冷却液タンクに、所定の長寿命冷却液水と
エチレングリコールの 50/50混合液ベースを入れてあり
ます。エンジンを初めて始動する前に冷却液の量を点
検し、その後は毎日点検してください 冷却液の量を点
検する (ページ 68)を参照。

冷却液は以下の製品またはメーカーが指定する同等
品を使ってください

市市市販販販ののの長長長寿寿寿命命命冷冷冷却却却液液液

Ford (Motorcraft™) WSS-M97B44-D

FCA—Chrysler (Mopar™) MS-12106

GM6277M (Dex-Cool™)General Motors (AC
Delco™)

GMW 3420

G12

G12+

Volkswagen

G12++

ASTM D3306 または D4985 または SAE J1034, J814,
または 1941 に適合する冷却液。

重重重要要要 従従従来来来ののの冷冷冷却却却液液液IATととと長長長寿寿寿命命命冷冷冷却却却液液液OATははは目目目ででで見見見たたた時時時ののの
色色色ででで区区区別別別すすするるるここことととはははででできききままませせせんんん。。。

長長長寿寿寿命命命冷冷冷却却却液液液OATははは、、、以以以下下下ののの色色色ででで着着着色色色ささされれれててていいいるるる場場場合合合がががああありりりままま
すすす赤赤赤、、、ピピピンンンククク、、、オオオレレレンンンジジジ、、、イイイエエエロロローーー、、、ブブブルルルーーー、、、青青青緑緑緑。。。紫紫紫、、、緑緑緑。。。

冷冷冷却却却液液液ののの種種種類類類

エエエチチチレレレンンングググリリリコココーーールルル
タタタイイイプププ

腐腐腐食食食防防防止止止タタタイイイプププ 整整整備備備間間間隔隔隔

長寿命不凍液 有機酸技術
OATOrganic-acid
technology

5 年間

従来タイプの不凍
液緑

無機酸技術IAT 2 年間
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注注注 従来のIAT不凍液と長寿命OAT不凍液を混合して
も、冷却システムに損傷を与えることはありません。
ただし、混合すると、OAT配合の長寿命/長寿命属性
が低下します。

重重重要要要 従従従来来来型型型IATととと長長長寿寿寿命命命OATををを混混混合合合しししたたた場場場合合合、、、そそそののの
寿寿寿命命命ははは、、、混混混合合合比比比率率率ににに関関関わわわらららずずず、、、寿寿寿命命命ののの短短短いいい方方方2年年年
間間間とととなななりりりままますすす。。。

冷冷冷却却却液液液ののの量量量ををを点点点検検検すすするるる
整整整備備備間間間隔隔隔: 使用するごとまたは毎日 ラジエターと補助

タンクの中の液量を毎日の作業前に
点検してください

注注注意意意
エエエンンンジジジンンン停停停止止止直直直後後後ははは、、、冷冷冷却却却液液液ががが高高高温温温高高高圧圧圧状状状態態態ととと
なななっっっててていいいるるる場場場合合合がががあああるるる。。。エエエンンンジジジンンンががが熱熱熱いいい時時時にににラララジジジエエエ
タタターーーのののキキキャャャッッップププををを開開開けけけるるるととと冷冷冷却却却水水水ががが噴噴噴出出出しししててて自自自分分分ややや
周周周囲囲囲ののの人人人間間間ににに火火火傷傷傷ををを負負負ううう可可可能能能性性性がががあああるるる。。。

エエエンンンジジジンンン停停停止止止後後後、、、少少少なななくくくとととももも15分分分間間間程程程度度度待待待っっっててて、、、
エエエンンンジジジンンンががが冷冷冷えええてててかかからららキキキャャャッッップププををを開開開けけけるるるこここととと。。。

重重重要要要 エエエンンンジジジンンンがががオオオーーーバババーーーヒヒヒーーートトトしししててていいいるるるととときききににに、、、ラララジジジエエエ
タタターーーににに冷冷冷却却却液液液ををを入入入れれれななないいいでででくくくだだださささいいい。。。エエエンンンジジジンンンががが急急急冷冷冷
ささされれれててて損損損傷傷傷すすするるる可可可能能能性性性がががああありりりままますすす

1. 平らな場所に駐車する。

2. 駐車ブレーキを掛け、散布用ポンプを停止、エン
ジンを停止し、始動スイッチからキーを抜き取る。

3. ラジエターと補助タンクのキャップを注意深く開
ける図 103

g028232

図図図 103

1. ラジエターのキャップ 3. 補助タンクのキャップ

2. 補助タンク 4. 補給位置マーク

4. ラジエター内部と補助タンクの液量を点検する

注注注 ラジエターは補給口の首の上部まで、補助タ
ンクはFULLマークまであれば適正です図 103。

5. 不足であれば補助タンクとラジエター本体に補給
するラジエターは首の部分まで、タンクはFULL
マークまで入れる図 103。
重重重要要要補補補助助助タタタンンンクククににに入入入れれれすすすぎぎぎななないいいよよようううににに注注注意意意すすするるる。。。

重重重要要要 水水水だだだけけけををを補補補給給給しししたたたりりり、、、アアアルルルコココーーールルル系系系ののの冷冷冷却却却
液液液ををを使使使用用用しししたたたりりりしししななないいいでででくくくだだださささいいい。。。

6. ラジエターと補助タンクのキャップを閉める図
103。

冷冷冷却却却液液液ののの量量量
5.5 リットル 冷却液の仕様 (ページ 67)を参照。

冷冷冷却却却液液液ののの交交交換換換
整整整備備備間間間隔隔隔: 400運転時間ごと/1年ごと いずれか早く到達

した方—冷却液点検メーカーの指示
に従ってし、必要に応じて交換する。

用用用意意意すすするるるもももののの目盛付きの容器

1. 平らな場所に駐車し、駐車ブレーキを掛け、散布
ポンプとエンジンを停止し、始動キーを抜き取る。

2. エンジンが十分に冷えているのを確認してラジエ
ターのキャップを開ける (図 103)。
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3. ラジエターの下に大きな容器をおく。

4. ドレンバルブを開いて冷却液を排出する図 104。

g002252

図図図 104

1. ドレンバルブ

5. ドレンバルブを閉じる 図 104。
6. ラジエターキャップを取る図 103。
7. キャップの約 25 mm 下まで、ゆっくりと冷却液

を入れる。

注注注 時間をかけて、エンジンと配管に十分に行き
渡るだけの量を入れてください。暖機中に冷却液
が熱膨張したときに液があふれない程度の隙間
を残してください。

8. ラジエターのキャップを軽く締めてエンジンを始動
する図 103。

9. エンジンが温まるとサーモスタットが開く。

注注注 エンジンのサーモスタットは、携帯式の温度
計で測定したときの冷却液の温度が 79° - 88°C
で開きます。

10. 冷却液の温度が上昇したら、ラジエターをキャッ
プの縁まで一杯に満たす 図 103。

11. 補助タンクのキャップを開けて、Coldレベルまで
冷却液を補充する図 103。

12. エンジンの始動と停止を何度か行い、その後に
冷却液の量をもう一度確認する。

注注注 必要に応じてラジエターと補助タンクに冷却
液を補給する

ブブブレレレーーーキキキののの整整整備備備

ブブブレレレーーーキキキののの調調調整整整
ペダルを踏んでから抵抗を感ずるまでの距離遊びが 25
mm 以上になったらブレーキを調整してください。

1. 平らな場所に車両を移動し、散布ポンプとエン
ジンを停止し、駐車ブレーキを掛け、キーを抜
き取る。

2. 駐車ブレーキを掛ける。

3. 車両が動き出さないよう、輪止めを掛ける。

4. 駐車ブレーキを解除する。

5. ブレーキケーブルの車両前端側にある前ジャム
ナットをゆるめる (図 105)。

g002253

図図図 105

1. 前ジャムナット 2. 後ジャムナット

6. 後ナットを均等に締めて、ブレーキペダルの遊び
を10-20 mm に調整する図 105。

重重重要要要 後後後ナナナッッットトトはははつつつををを均均均等等等ににに締締締めめめててて、、、前前前ナナナッッットトトかかかららら
突突突ききき出出出ててていいいるるるブブブレレレーーーキキキケケケーーーブブブルルルのののねねねじじじ山山山部部部分分分ががが同同同
じじじ長長長さささににになななるるるよよようううにににしししてててくくくだだださささいいい。。。

7. 前ナットを締める。
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ベベベルルルトトトののの整整整備備備

オオオルルルタタタネネネーーータタタベベベルルルトトトののの整整整備備備
整整整備備備間間間隔隔隔: 使用開始後最初の 8 時間

100運転時間ごと

オルタネータ兼冷却ファン用ベルトの状態と張りを点検
する。必要に応じてベルトを交換してください。

1. 平らな場所に駐車し、駐車ブレーキを掛け、散布
ポンプとエンジンを停止し、始動キーを抜き取る。

2. オルタネータベルトの中央部を上から 10 kg 程度
の力で押してたわみの大きさを調べる。

注注注 10-12 mm 程度のたわみが出るのが適正で
ある。たわみが多すぎる場合にはステップ3へ
進む。たわみが適正であれば、ベルトの点検
を終了する。

3. オルタネータのピボット部にあるボルト、および
オルタネータをブレースのスロットに固定してい
るボルトをゆるめる (図 106)。

g002249

図図図 106

1. オルタネータベルト 3. オルタネータ

2. ブレース 4. ボルト

4. オルタネータとエンジンの間にバールを入れ、オ
ルタネータを外側へ注意深く動かしてベルトに
張りを出す。

5. 適切なたわみが出たら、ボルトを締めて調整を
固定する。

6. ロックナットを締めて調整を固定する。

油油油圧圧圧系系系統統統ののの整整整備備備

油油油圧圧圧系系系統統統ににに関関関すすするるる安安安全全全確確確保保保
• 万一、油圧オイルが体内に入ったら、直ちに専

門医の治療を受ける。万一、油圧オイルが体内
に入った場合には、数時間以内に手術を受ける
必要がある。

• 油圧関係の整備を行う時は、内部の圧力を確実
に解放する。

• 油圧装置を作動させる前に、全部のラインコネクタ
が適切に接続されていること、およびラインやホー
スの状態が良好であることを確認すること。

• 油圧のピンホールリークやノズルからは作動油が
高圧で噴出しているので、絶対に手などを近づけ
ない。

• リークの点検には新聞紙やボール紙を使う。

油油油圧圧圧作作作動動動液液液ののの仕仕仕様様様
油圧オイル溜めに高品質の油圧オイルを満たして出
荷しています。初めての運転の前に必ず油量を確認
し、その後は毎日点検してください 油圧オイルを点検
する (ページ 71)を参照。

交交交換換換用用用ののの推推推奨奨奨油油油圧圧圧オオオイイイルルルToro PX Extended Life
Hydraulic Fluid19 リットル缶または208 リットル缶。

注注注 推奨オイルを使用するとオイルやフィルタ交換の回
数を減らすことができます。

使使使用用用可可可能能能ななな他他他のののオオオイイイルルルToro PX Extended Life
Hydraulic Fluidが入手できない場合は、以下に挙げる
特性条件および産業規格を満たす石油系の油圧オイ
ルを使用することができます。合成オイルは使用しな
いでください。オイルの専門業者と相談の上、適切な
オイルを選択してください

注注注 不適切なオイルの使用による損害については弊社
は責任を持ちかねますので、品質の確かな製品をお使
い下さる様お願いいたします。

高高高粘粘粘度度度イイインンンデデデッッックククススス低低低流流流動動動点点点アアアンンンチチチウウウェェェアアア油油油圧圧圧作作作
動動動液液液, ISO VG 46
物性

粘度, ASTM D445 cSt @ 40°C 44-48

粘性インデックス ASTM D2270 140 以上

流動点, ASTM D97 -37°C–45°C

産業規格 Eaton Vickers 694 (I-286-S,
M-2950-S/35VQ25 or

M-2952-S)

注注注 多くの油圧オイルはほとんど無色透明であり、その
ためオイル洩れの発見が遅れがちです。油圧オイル用
の着色剤20 ml 瓶をお使いいただくと便利です。1瓶で
15-22 リットルのオイルに使用できます。パーツ番号は
P/N 44-2500 ご注文は Toro 代理店へ。
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重重重要要要 トトトロロロ・・・プププレレレミミミアアアムムム合合合成成成生生生分分分解解解油油油圧圧圧作作作動動動液液液ははは、、、トトトロロロ
社社社がががこここののの製製製品品品へへへののの使使使用用用ををを認認認めめめたたた唯唯唯一一一ののの合合合成成成生生生分分分解解解オオオ
イイイルルルででですすす。。。こここののの生生生分分分解解解オオオイイイルルルははは、、、トトトロロロののの油油油圧圧圧系系系統統統ににに使使使
用用用ささされれれててていいいるるるエエエラララススストトトマママーーー製製製品品品ににに悪悪悪影影影響響響ををを与与与えええななないいいこここ
ととと、、、まままたたた広広広いいい温温温度度度範範範囲囲囲ででで安安安定定定しししててていいいるるるここことととががが確確確認認認ささされれれててて
いいいままますすす。。。こここののの生生生分分分解解解オオオイイイルルルははは、、、通通通常常常ののの鉱鉱鉱物物物系系系油油油圧圧圧オオオイイイ
ルルルととと互互互換換換性性性がががああありりりままますすすががが、、、通通通常常常のののオオオイイイルルルかかかららら切切切りりり替替替えええ
るるる際際際にににははは、、、生生生分分分解解解性性性能能能ををを最最最大大大限限限ににに発発発揮揮揮さささせせせるるるたたためめめににに、、、
油油油圧圧圧系系系統統統内内内部部部ををを洗洗洗浄浄浄すすするるるここことととををを強強強くくくおおお奨奨奨めめめしししままますすす。。。こここののの
生生生分分分解解解オオオイイイルルルははは、、、モモモーーービビビルルル代代代理理理店店店にににててて 19 リリリッッットトトルルル缶缶缶ままま
たたたははは 208 リリリッッットトトルルル缶缶缶でででおおお求求求めめめににになななれれれままますすす。。。

油油油圧圧圧オオオイイイルルルををを点点点検検検すすするるる
整整整備備備間間間隔隔隔: 使用するごとまたは毎日 初めての運転の前

に必ず油量を確認し、その後は毎日
点検してください。

重重重要要要 オオオイイイルルルががが汚汚汚染染染ささされれれたたた場場場合合合ははは内内内部部部のののフフフラララッッッシシシュュュ洗洗洗
浄浄浄作作作業業業ががが必必必要要要とととなななりりりままますすすのののででで Toro 代代代理理理店店店にににごごご相相相談談談くくく
だだださささいいい

汚汚汚染染染ささされれれたたたオオオイイイルルルははは乳乳乳液液液状状状ににになななっっったたたりりり黒黒黒ずずずんんんだだだ色色色ににに
なななっっったたたりりりしししままますすす。。。

1. 平らな場所に駐車し、駐車ブレーキを掛け、散布
ポンプとエンジンを停止し、始動キーを抜き取る。

2. 油圧オイルタンクのディップスティックキャップ周辺
をきれいに拭きキャップを外す図 107

g014217

図図図 107

1. 油圧オイルタンク 3. ディップスティックキャップ

2. 通気口

重重重要要要 こここのののオオオイイイルルルののの点点点検検検ややや給給給油油油ににに際際際しししてててははは、、、内内内部部部
ににに異異異物物物ををを入入入れれれぬぬぬよよよううう細細細心心心ののの注注注意意意ををを払払払っっってててくくくだだださささいいい。。。

3. きれいなウェスでディップスティックをぬぐい、元
通りに完全に取り付ける。

4. ディップスティックを引き抜いて油量を点検する
図 108。

注注注 オイルが冷えている状態の時に 下側のマー
ク位置まであれば適正である。

g014218

図図図 108

1. ディップスティック 2. 安全範囲

5. 油量が少なければ、所定の油圧オイルを、タ
ンクの下マークまで補給する 油圧作動液の仕
様 (ページ 70)を参照。

6. ディップスティックキャップを元通りに取り付ける。

油油油圧圧圧フフフィィィルルルタタタののの交交交換換換
整整整備備備間間間隔隔隔: 1000運転時間ごと—推推推奨奨奨オオオイイイルルルをををごごご使使使用用用ののの

場場場合合合には、油圧オイルフィルタを交
換してください。

800運転時間ごと—推推推奨奨奨ささされれれててていいいななないいい油油油圧圧圧オオオイイイ
ルルルををを使使使用用用しししててていいいるるる場場場合合合、、、代代代替替替品品品のののオオオイイイルルルををを使使使用用用
しししたたた場場場合合合には、油圧オイルフィルタを交換して
ください。

警警警告告告
高高高温温温ののの油油油圧圧圧オオオイイイルルルににに触触触れれれるるるととと激激激しししいいい火火火傷傷傷ををを負負負ううう。。。

油油油圧圧圧オオオイイイルルル関関関係係係ののの整整整備備備ををを行行行ううう時時時ははは、、、必必必ずずずオオオイイイルルル
ののの温温温度度度ががが十十十分分分ににに冷冷冷えええててていいいるるるのののををを確確確かかかめめめてててかかかららら行行行
うううこここととと。。。

重重重要要要 所所所定定定外外外のののフフフィィィルルルタタタををを使使使用用用すすするるるととと製製製品品品保保保証証証ががが適適適用用用さささ
れれれなななくくくなななるるる場場場合合合がががああありりりままますすす。。。

トロの純正フィルタをご使用くださいパーツ番号はパー
ツマニュアルでご確認ください。

1. 平らな場所に駐車し、駐車ブレーキを掛け、散布
ポンプとエンジンを停止し、始動キーを抜き取る。

2. 車体についている 2 つの油圧フィルタを両方とも
取り外す図 109 と 図 110。

注注注 ひとつは油圧オイルタンクの下、もう一つは機
体フレームの後部にあります。

• 前側のフィルタ油圧オイルタンクの下
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g013791

図図図 109

1. 油圧オイルタンク 2. 前側のフィルタ

• 後側のフィルタ機体フレームについている

g013790

図図図 110

1. 後側のフィルタ 2. 後輪

3. フィルタ取り付け部周辺をウェスできれいにぬ
ぐう。

4. フィルタの下にオイルを受ける容器をおく。

5. フィルタを外す。

フィルタはリサイクルセンターに持ち込むなど適
切な方法で処分する。

6. 新しいフィルタのガスケットにきれいな油圧オイル
を塗る 油圧作動液の仕様 (ページ 70)を参照。

7. フィルタ取り付け部をウェスできれいに拭く。

8. ガスケットが取り付けプレートに当たるまで手で回
して取り付け、そこから更に½回転増し締めする。

9. エンジンを始動し、高速て3-5分間運転し、油圧
システム内のエアをパージする。

10. エンジンを停止し、タンクの油量を点検し、オ
イル漏れがないか調べる 油圧オイルを点検す
る (ページ 71)を参照。

油油油圧圧圧オオオイイイルルルののの量量量
54 リットル 油圧作動液の仕様 (ページ 70)を参照。

油油油圧圧圧オオオイイイルルルののの交交交換換換
整整整備備備間間間隔隔隔: 2000運転時間ごと—推推推奨奨奨オオオイイイルルルをををごごご使使使用用用

ののの場場場合合合には、油圧オイルを交換して
ください。

800運転時間ごと—推推推奨奨奨ささされれれててていいいななないいい油油油圧圧圧オオオイイイ
ルルルををを使使使用用用しししててていいいるるる場場場合合合、、、代代代替替替品品品のののオオオイイイルルルををを使使使用用用
しししたたた場場場合合合には、油圧オイルフィルタを交換して
ください。

警警警告告告
高高高温温温ののの油油油圧圧圧オオオイイイルルルににに触触触れれれるるるととと激激激しししいいい火火火傷傷傷ををを負負負ううう。。。

油油油圧圧圧オオオイイイルルル関関関係係係ののの整整整備備備ををを行行行ううう時時時ははは、、、必必必ずずずオオオイイイルルル
ののの温温温度度度ががが十十十分分分ににに冷冷冷えええててていいいるるるのののををを確確確かかかめめめてててかかかららら行行行
うううこここととと。。。

重重重要要要 所所所定定定外外外のののオオオイイイルルルををを使使使用用用すすするるるととと製製製品品品保保保証証証ががが適適適用用用さささ
れれれなななくくくなななるるる場場場合合合がががああありりりままますすす。。。

1. 油圧オイルフィルタを交換する 油圧フィルタの交
換 (ページ 71)を参照。

2. 油圧オイルタンクの底面についている油圧ホース
フィッティングの周辺をきれいに拭く図 111。

g014219

図図図 111

1. 油圧オイルタンク 2. 油圧ホースとフィッティング

3. 油圧オイルタンクの下にオイルを受ける大きな
容器をおく。

4. ホースのフィッティングをタンクから外してオイルを
容器に受ける図 111。
廃油はリサイクルセンターに持ち込むなど適切な
方法で処分する。
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5. フィッティングとホースを元通りに取り付け、固
定する。

6. 給油口から約 53 リットルのオイル指定品また
は同等品を入れる 油圧作動液の仕様 (ページ
70)を参照。

7. エンジンを始動し、高速て3-5分間運転し、油圧
システム内のエアをパージする。

8. エンジンを停止し、タンクの油量を点検し、オ
イル漏れがないか調べる 油圧オイルを点検す
る (ページ 71)を参照。

散散散布布布系系系統統統ののの保保保守守守

ホホホーーースススののの点点点検検検
整整整備備備間間間隔隔隔: 200運転時間ごと—ホースとその接続部す

べてについて破損の有無と接続状
態の点検を行う。

400運転時間ごと/1年ごと いずれか早く到達し
た方—バルブアセンブリのOリングを点検し、必
要に応じて交換する。

散布系統の各ホースを点検し、割れ、漏れその他の
破損が発生していないか調べてください。同時に、接
続部やフィッティングも点検してください。破損している
ホースやフィッティングは交換してください。

取取取水水水部部部フフフィィィルルルタタタののの交交交換換換
整整整備備備間間間隔隔隔: 400運転時間ごと

注注注 散布作業に合った取水部フィルタのメッシュサイズを
調べる 取水部フィルタの選択 (ページ 24)を参照。

1. 平らな場所に駐車し、駐車ブレーキを掛け、ポン
プとエンジンを停止し、始動キーを抜き取る。

2. タンク上部で、フィルタハウジングからの太いホー
スについているフィッティングを固定しているリ
テーナを外す 図 112。

g033577

図図図 112

1. 取水部ホース 2. リテーナ

3. フィルタハウジングからホースとフィッティングを
取り外す図 112。

4. フィルタハウジングタンク内部から古いフィルタを
取り出す図 113。

注注注 外した古いフィルタは廃棄する。
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図図図 113

1. スクリーンベーン 2. 取水部フィルタ

5. 新しいフィルタをハウジングに取り付ける。

注注注 フィルタは奥まで完全に差し込んでください。

6. ホースとホースフィッティングをフィルタハウジング
に元通りに取り付け、ステップ 2で取り外したリ
テーナを使って固定する。

圧圧圧力力力フフフィィィルルルタタタののの交交交換換換
整整整備備備間間間隔隔隔: 400運転時間ごと

1. 平らな場所に車両を移動し、散布用ポンプとエ
ンジンを停止し、駐車ブレーキを掛け、キーを
抜き取る。

2. 圧力フィルタの下に受け容器をおく図 114。

g028235

図図図 114

1. フィルタのヘッド 4. ボウル

2. Oリングボウル 5. Oリングドレンプラグ

3. フィルタのエレメント 6. ドレンプラグ

3. 圧力フィッティングのドレンプラグを左に回して
外す図 114。

注注注 ボウルから液が完全に抜けるのを待つ。

4. ボウルを左に回してフィルタヘッドから外す図
114。

5. 古い圧力フィルタエレメントを外す図 114。

注注注 外した古いフィルタは廃棄する。

6. ドレンプラグの O リングボウルの内側とボウル
の O リングフィルタヘッドの内側に傷や破損がな
いか点検する図 114。

注注注 プラグ用もボウル用も、磨耗したり破損したり
しているOリングは交換してください。

7. 新しい圧力フィルタエレメントをフィルタヘッドに取
り付ける図 114。

注注注 フィルタエレメントがヘッドに密着しているこ
とを確認してください。

8. フィルタヘッドにボウルを取り付けて手締めする
図 114。

9. ボウルにプラグを取り付けて手締めする図 114。

ノノノズズズルルルフフフィィィルルルタタタののの交交交換換換
注注注散布作業に合ったノズルフィルタのメッシュサイズを調
べる ノズル部フィルタの選択任意 (ページ 25)を参照。

1. 平らな場所に駐車し、駐車ブレーキを掛け、ポン
プとエンジンを停止し、始動キーを抜き取る。

2. タレットからノズルを外す図 115。

g209504

図図図 115

1. タレット 3. ノズル

2. ノズルフィルタ

3. 古いノズルフィルタ図 115を外す。

注注注 外した古いフィルタは廃棄する。
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4. 新しいノズルフィルタを取り付ける図 115。
注注注 フィルタは奥まで完全に差し込んでください。

5. タレットにノズルを取り付ける図 115。

クククレレレーーードドドルルルとととブブブーーームムムををを整整整列列列さささ
せせせるるる
1. 駐車ブレーキを掛け、エンジンを始動し、スロット

ルレバーをアイドル位置にセットする。

2. 左右いずれかのブームをゆっくりと上昇させ、上
側クレードルチューブに当たる寸前で止める。

3. 下側クレードルチューブを固定している固定ね
じをゆるめる図 116。

g354260

図図図 116

1. 固定ねじ

4. クレードルアセンブリを回転させてクレードル
チューブをブームの上部チューブにあるスライドブ
ロックに合わせる図 117。

g354259

図図図 117

5. 固定ねじ 2 本を 1978-2542 N·cm 2.0-2.6 kg.m =
175-225 in-lbにトルク締めする。

6. 左右のブームを下降させる。

7. もう一方のブームもゆっくりと上昇させ、クレード
ルに当たったところで止める。

8. どちらかの上側クレードルチューブの調整が不
適切である場合には、ステップ2から7をもう一
度行う。

注注注 ブロックが上側クレードルチューブの曲がり部
分に当たっていれば調整は適切です図 117。

9. 左右ブームを両方とも完全に上昇させ、エンジ
ンを止め、キーを抜き取り、可動部が完全に停
止したのを確認する。

ブブブーーームムムををを水水水平平平ににに調調調整整整すすするるる
左右のブームを水平に維持するためには、中央ブー
ムについているアクチュエータを、以下の手順で調
整します

1. ブームを散布位置にセットする。

2. ピボットピンからコッターピンを抜き取る図 118。

g013780

図図図 118

1. アクチュエータ 4. コッター

2. アクチュエータロッド 5. ピン

3. ブームピボットピンのハウ
ジング

3. ブームを持ち上げて、ピンを外し図 118、ブーム
をゆっくりと床面に降ろす。

4. ピンが破損していないか点検し、必要に応じて
交換する。

5. アクチュエータロッドの平らな部分にレンチを当
ててロッドを保持しながらジャムナットをゆるめ
る図 119。
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図図図 119

1. アクチュエータロッドの平た
い面

5. ロッド端部が調整できた

2. ジャムナット 6. この向きで組み付ける

3. ロッドの端部 7. ジャムナットを締めて調整
を固定した状態

4. ジャムナットをゆるめた

6. ロッド端部を回転させてアクチュエータを希望の位
置に調整する図 119。

注注注ブームにロッドを組み付けるためには、ロッド端
部を半回転または全回転させる必要があります。

7. ジャムナットを締め付けてアクチュエータをロッド
端部を固定する。

8. ブームを持ち上げて、ピボットをアクチュエータ
ロッドに整列させる。

9. ブームを支えながら、ブームのピボットとロッド端
部の両方にピンを通す図 118。

10. ピンを入れた状態で、ブームから手を離し、先ほ
ど外したコッターを使ってピンを固定する。

11. 必要に応じ、もう一方のアクチュエータにも同じ
作業を行う。

ナナナイイイロロロンンン製製製ピピピボボボッッットトトブブブッッッシシシュュュののの
点点点検検検
整整整備備備間間間隔隔隔: 400運転時間ごと/1年ごと いずれか早く到

達した方

1. 平らな場所に駐車し、駐車ブレーキを掛け、ポン
プとエンジンを停止し、始動キーを抜き取る。

2. ブームを散布位置に展開し、スタンドに載せるか
上から吊るかして、ブームを支える。

3. ピボットピンを固定しているボルトとナットを外して
ピンを取り外す図 120。

g242083

図図図 120

1. ナイロンブッシュ 4. エンド端部チャネル部材セ
ンターフレーム

2. ピボットブラケット 5. フランジボルト

3. フランジロックナット 6. ピボットピン

4. センターフレームのエンドチャネルからブーム &
ピボットブラケットアセンブリを取り外すとナイロン
製ブッシュが見える。

5. ナイロンブッシュを取り外し、ピボットブラケットの
前面および後面側から見て点検する 図 120。

注注注 摩耗・破損しているブッシュは交換する。

6. 各ナイロンブッシュに少量のオイルを塗ってピボッ
トブラケットに取り付ける図 120。

7. ピボットブラケットの穴を、エンドチャネルの穴に
合わせる図 120。

8. ピボットピンを取り付け、ステップ3で取り外したフ
ランジボルトとフランジロックナットで固定する。

9. 反対側のブームについても、ステップ2-8の作
業を行う。
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ポポポンンンプププののの保保保守守守

ポポポンンンプププののの点点点検検検
整整整備備備間間間隔隔隔: 400運転時間ごと/1年ごと いずれか早く到

達した方—ポンプのダイヤフラムを
点検し、必要に応じて交換する 代理
店に連絡する。

400運転時間ごと/1年ごと いずれか早く到達した
方—ポンプのチェックバルブを点検し、必要に応
じて交換する 代理店に連絡する。

注注注以下の構成機器は消耗機材であり通常の使用によっ
て劣化磨耗しますので、製造上の瑕疵が明らかな場合
を除き、このマシンの製品保証の対象にはなりません。

弊社代理店に依頼して、以下の項目についてポンプの
内部点検を行ってください

• ポンプのダイヤフラム

• ポンプのチェックバルブアセンブリ

必要に応じて部品の交換を行ってください。

洗洗洗浄浄浄
必要に応じて水または水と刺激の少ない洗剤で車体を
洗浄する。柔らかい布などを使っても構いません。

重重重要要要 塩塩塩分分分ををを含含含んんんだだだ水水水ややや処処処理理理水水水ははは機機機体体体ののの洗洗洗浄浄浄ににに使使使用用用
しししななないいいでででくくくだだださささいいい。。。

注注注 高圧洗浄機は使用しないでください。圧力洗浄機を
使うと、電装部の損傷、ステッカー類の剥がれ、潤滑
部のグリス落ちなどを起こす可能性があります。また、
コントロールパネル、エンジン、バッテリー付近に大量
の水をかけないようにしてください。

重重重要要要 エエエンンンジジジンンンををを駆駆駆動動動さささせせせたたたままままままででで洗洗洗車車車ををを行行行わわわななないいいでででくくく
だだださささいいい。。。エエエンンンジジジンンンををを駆駆駆動動動さささせせせたたたままままままででで洗洗洗車車車すすするるるとととエエエンンンジジジ
ンンン内内内部部部ををを損損損傷傷傷すすするるる恐恐恐れれれがががああありりりままますすす。。。

ラララジジジエエエタタターーーののの冷冷冷却却却フフフィィィンンンののの清清清掃掃掃
整整整備備備間間間隔隔隔: 200運転時間ごと—ラジエターのフィンを清

掃する。

重重重要要要 エエエンンンジジジンンンががが高高高温温温ののの時時時ににに水水水をををかかかけけけななないいいでででくくくだだださささいいいエエエ
ンンンジジジンンンををを破破破損損損さささせせせるるる恐恐恐れれれがががああありりりままますすす。。。

1. 平らな場所に駐車し、駐車ブレーキを掛け、散布
ポンプとエンジンを停止し、始動キーを抜き取る。

2. 運転席と助手席を前に倒して、支え棒をスロッ
トに入れて固定する。

3. 冷却系統が冷えるのを待つ。

4. 座席ベースアクセスカバーを取り外す; シートベー
スアクセスパネルを外す (ページ 51)を参照。

5. 柔らかいブラシと低圧のエアでラジエターのフィン
を清掃する。

注注注 汚れが激しいようであれば頻繁に清掃が必要
です冷却液のホースを点検し、摩耗、漏れ、破
損などしているものは交換してください。

6. 運転席と助手席を元に戻す。

7. 座席ベースアクセスカバーを取り付ける; シート
ベースアクセスパネルを取り付ける (ページ 51)を
参照。
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フフフロロローーーメメメーーータタタののの洗洗洗浄浄浄
整整整備備備間間間隔隔隔: 200運転時間ごと/1年ごと いずれか早く到達

した方 水和剤を使用しているときに
は間隔を短くする。

1. 内部を十分に手順は以下の通りですすすぎ、
完全に排水する。

2. スプレーヤからフローメータを外し、真水で洗
浄する。

3. 上流側のリテーナリングを外す図 121。

g214630

図図図 121

1. フランジフローメータのボ
ディ

7. 上流のハブとベアリング
キー溝が上向き

2. 下流のハブキー溝が上向き 8. タービンスタッド

3. リテーナリング 9. ワイヤハーネスのクランプ

4. 下流の矢印フローメータの
ボディ

10. フランジヘッドねじ

5. 上流 11. センサーアセンブリ

6. ロータ/マグネット

4. タービンとタービンハブをていねいに洗浄し、金
属粉や展着剤を十分に除去する。

5. タービンのブレードの磨耗状態を観察する。

注注注 タービンを手で持って回転させてみる。ほと
んど抵抗なく自由に回転すれば問題ない。軽く
回転しない場合には交換する。

6. フローメータを組み付ける。

7. 低圧0.34 barのエアで吹いてタービンが抵抗なく
回転することを確認する。

注注注 軽く回転しない場合には、タービンハブの一
番下にある 6 角ボルトを 1/16 回転ずつゆるめて
自由に回転できるようにする。

攪攪攪拌拌拌バババルルルブブブととと個個個別別別ブブブーーームムムバババルルル
ブブブののの清清清掃掃掃
• 攪拌バルブの洗浄については以下の項を参照のこと

1. バルブアクチュエータの取り外し (ページ 78)
2. 攪拌マニホルドバルブの取り外し (ページ 79)
3. マニホルドバルブの洗浄 (ページ 80)
4. マニホルドバルブの組み立て (ページ 81)
5. 攪拌マニホルドバルブの取り付け (ページ 83)
6. バルブアクチュエータの取り付け (ページ 84)

• 個別ブームバルブの洗浄については以下の項を
参照のこと

1. バルブアクチュエータの取り外し (ページ 78)
2. 個別ブームマニホルドバルブの取り外し (ペー

ジ 79)
3. マニホルドバルブの洗浄 (ページ 80)
4. マニホルドバルブの組み立て (ページ 81)
5. 個別ブームマニホルドバルブの取り付け

(ページ 82)
6. バルブアクチュエータの取り付け (ページ 84)

バババルルルブブブアアアクククチチチュュュエエエーーータタタののの取取取りりり外外外ししし
1. 平らな場所に駐車し、駐車ブレーキを掛け、散布

ポンプとエンジンを停止し、始動キーを抜き取る。

2. アクチュエータを個別ブームバルブまたは攪拌バ
ルブ用のマニホルドバルブに固定しているリテー
ナを外す図 122。

注注注 リテーナの2本の足を寄せながら下へ押すと
外れます。

注注注 アクチュエータとリテーナは バルブアクチュ
エータの取り付け (ページ 84)で再取り付けするの
で廃棄しないでください。
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g032545

図図図 122
図は個別ブームバルブのアクチュエータ攪拌バルブのアク

チュエータもほぼ同様

1. アクチュエータ個別ブーム
バルブ

3. ステムポート

2. リテーナ

3. マニホルドバルブからアクチュエータを取り外す。

攪攪攪拌拌拌マママニニニホホホルルルドドドバババルルルブブブののの取取取りりり外外外ししし
1. 攪拌ホース用のクイックコネクトカップラを攪拌バ

ルブ用のマニホルドに固定しているクイックコネク
トピンを外す 図 123。

g191301

図図図 123

1. フランジ圧力フィルタのヘッ
ド

4. クイックコネクトピン

2. フランジカップリングアダプ
タ

5. クイックコネクトカップラ攪
拌ホース

3. フランジクランプ 6. クイックコネクトフィッティン
グ攪拌バルブマニホルド

2. 攪拌バルブマニホルドを圧力フィルタヘッドとカッ
プリングアダプタの各フランジに固定しているフラ
ンジクランプ3個を外す図 123。

3. 攪拌バルブマニホルドをバルブサポートに固定し
ているフランジヘッドボルト¼ x ¾" 2本とフランジ
ロックナット¼"2個を取り外す図 124。

g191302

図図図 124

1. マニホルド 攪拌バルブ 4. フランジヘッドボルト¼ x ¾"
2. バルブサポート 5. ガスケット

3. フランジロックナット¼"

4. 機体から攪拌バルブマニホルドとガスケットを取り
外す図 124。

注注注 必要に応じ、圧力フィルタのヘッドの取り付け
部をゆるめて隙間を作ってください。

注注注 フランジクランプ、ガスケット、クイックコネク
トピンは 攪拌マニホルドバルブの取り付け (ペー
ジ 83)で使用します。

個個個別別別ブブブーーームムムマママニニニホホホルルルドドドバババルルルブブブののの取取取りりり
外外外ししし
1. ブームバイパスバルブ用のクイックコネクトカップ

ラをブームマニホルドバルブに固定しているクイッ
クコネクトピンを外す 図 125。
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g191303

図図図 125

1. 個別ブームバイパスバルブ 3. クイックコネクトカップラブー
ム給液ホース

2. クイックコネクトピン 4. クイックコネクトフィッティン
グ攪拌バルブマニホルド

2. ブーム給液ホース用のクイックコネクトカップラを
ブームマニホルドバルブのクイックコネクトフィッ
ティング用のマニホルドに固定しているクイックコ
ネクトピンを外す 図 125。

3. ブームマニホルドバルブを隣りの機器の各フラン
ジに固定しているフランジクランプ2個を外す図
126。

g191300

図図図 126

1. フランジ カップリングアダ
プタ

3. ブームマニホルドバルブ

2. フランジ ブームマニホルド
バルブ

4. フランジクランプ

4. 左右のブームマニホルドのそれぞれをバルブサ
ポートに固定しているフランジヘッドボルト¼ x ¾" 2
本とフランジロックナット¼"2個を取り外す図 127。

g191304

図図図 127

1. フランジロックナット¼"左右
のブームバルブマニホルド
位置

4. フランジ カップリングアダ
プタ

2. 個別ブームバイパスバルブ 5. ガスケット

3. クイックコネクトフィッティン
グブームバルブマニホルド

6. フランジヘッドボルト¼ x
¾"左右のブームバルブマ
ニホルド位置

5. ブームバルブマニホルドとガスケットを下げて
ブームバイパスバルブをかわし、車体から取り
外す図 127。

注注注 必要に応じ、左または右のブームバルブ用
マニホルドの取り付け部をゆるめて隙間を作って
ください。

注注注 フランジクランプ、ガスケット、クイックコネクト
ピンは 個別ブームマニホルドバルブの取り付け
(ページ 82)で使用します。

マママニニニホホホルルルドドドバババルルルブブブののの洗洗洗浄浄浄
1. バルブのステムを閉にセットする図 128B。

g027562

図図図 128

1. バルブ開 2. バルブ閉じる
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2. マニホルドのボディ両端部にあるエンドキャップ
フィッティングアセンブリ2個を取り外す図 129
と 図 130。

g028243

図図図 129
攪拌バルブのマニホルド

1. ステムのリテーナ 7. バックシートの Oリング
0.676" × 0.07")

2. バルブステム 8. バルブシートのリング

3. ステムポート 9. マニホルドボディ

4. ステムキャプチャリテーナ 10. ボールバルブ

5. エンドキャップフィッティング 11. エンドキャップフィッティン
グアセンブリ

6. エンドキャップシールの O
リング0.796 × 0.139"

g028240

図図図 130
個別ブームバルブマニホルド

1. バルブステムのシート 7. エンドキャップの Oリング
0.796 × 0.139"

2. バルブステムアセンブリ 8. バックシートの Oリング
0.676" × 0.07")

3. ステムポート 9. ボールシート

4. ステムのリテーナ 10. マニホルドボディ

5. 出口フィッティングの Oリン
グ0.737 x 0.103"

11. ボールバルブ

6. カップリングマニホルド 12. カップリングアセンブリマニ
ホルド

3. ボールの位置が開になるようにバルブのステムを
セットする 図 128A。

注注注 ステムが流れ方向と平行になり、ボールが
出てきます。

4. マニホルド内部のステムポートのスロットからステ
ムリテーナを取り外す図 129 と 図 130。

5. マニホルドからステムリテーナとバルブシートを取
り外す図 129 と 図 130。

6. マニホルドボディの中に手を入れてバルブステム
アセンブリを取り出す 図 129 と 図 130。

7. マニホルド内部とボールバルブの外側、バルブス
テムアセンブリ、ステムキャプチャ、およびエンド
フィッティングをきれいに洗浄する。

マママニニニホホホルルルドドドバババルルルブブブののの組組組みみみ立立立ててて

別別別途途途調調調達達達すすするるる資資資材材材透明シリコングリス
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重重重要要要 バババルルルブブブ組組組みみみ立立立てててにににははは、、、シシシリリリコココーーーンンングググリリリススス以以以外外外のののグググ
リリリスススををを使使使用用用しししななないいいでででくくくだだださささいいい。。。

1. 出口フィッティングの O リング個別ブームバルブマ
ニホルドのみ、エンドキャップの O リング、バック
シートの O リング、ボールシートそれぞれに傷や
過度の摩耗がないか点検する図 129 と 図 130。

注注注 磨耗したり破損したりしているOリングやシー
トは交換してください。

2. バルブのステムにシリコーングリスを塗り、ステ
ムをバルブステムシートに取り付ける図 129 と
図 130。

3. バルブステムとシートをマニホルドに取り付けてス
テムリテーナで固定する 図 129 と 図 130。

4. バックシートの Oリングとボールシートが相互に整
列しており、エンドキャップのフィッティングに適切
に収まっていることを確認する図 129 と 図 130。

5. エンドキャップフィッティングアセンブリをマニホル
ドボディに取り付け、エンドキャップフィッティン
グのフランジがマニホルドのボディに接触したら
図 129と図 130、その位置からさらにバルブを
1/8-1/4 回転締め付ける。

注注注 フィッティングの端部を破損しないように注意
してください。

6. バルブボディーにボールを入れる図 131。

注注注 バルブのステムはボール駆動スロットに収ま
ります。収まらない場合は、ボールの位置を調
節してください図 131。

g027565

図図図 131

7. バルブステムアセンブリを「閉」にセットする図
128。

8. もう一つのエンドキャップフィッティングアセンブリ
についても、上記のステップ 4 と 5 を行う。

個個個別別別ブブブーーームムムマママニニニホホホルルルドドドバババルルルブブブののの取取取りりり
付付付けけけ
1. ステップ 個別ブームマニホルドバルブの取り外し

(ページ 79) で外したガスケット2枚を、ブームバ
ルブマニホルドのフランジに合わせる図 132。

注注注 必要に応じ、左または右のブームバルブ用
マニホルドの取り付け部をゆるめて隙間を作って
ください。

g191304

図図図 132

1. フランジロックナット¼"左右
のブームバルブマニホルド
位置

4. フランジ カップリングアダ
プタ

2. 個別ブームバイパスバルブ 5. ガスケット

3. クイックコネクトフィッティン
グブームバルブマニホルド

6. フランジヘッドボルト¼ x
¾"左右のブームバルブマ
ニホルド位置

2. ブームバルブマニホルドを、もう1つのブームバ
ルブまたはカップリングアダプタの各フランジの間
に入れる図 132。

3. ブームバルブマニホルドのクイックコネクトフィッ
ティングを、ブームバイパスバルブのクイックディ
スコネクトソケットに組み付けて、クイックコネクト
ピンで固定する図 132と図 133。
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g191303

図図図 133

1. 個別ブームバイパスバルブ 3. クイックコネクトカップラブー
ム給液ホース

2. クイックコネクトピン 4. クイックコネクトフィッティン
グ攪拌バルブマニホルド

4. 個別ブームマニホルドバルブの取り外し (ページ
79)で取り外したフランジクランプを、ブームバル
ブマニホルドのフランジと、もう1つのブームバ
ルブまたはカップリングアダプタのフランジの間
に入れる図 134。

g191300

図図図 134

1. フランジ カップリングアダ
プタ

3. ブームマニホルドバルブ

2. フランジ ブームマニホルド
バルブ

4. フランジクランプ

5. 左右のブームバルブマニホルドを、バルブサ
ポートに組み付ける図 132 個別ブームマニホル
ドバルブの取り外し (ページ 79)で取り外したフラ
ンジヘッドボルト¼ x ¾"2本とフランジロックナッ
ト¼"2個を使用する。

6. フランジヘッドボルトとフランジロックナットを
1978-2542 N·cm 2.0-2.6 kg.m = 175-225 in-lb に
トルク締めする。

7. フランジクランプ2個を手締めする図 134。
8. ブームホースのクイックコネクトカップラを、ブー

ムバルブマニホルドのクイックコネクトフィッティ
ングに組み付けて、クイックコネクトピンで固定
する図 133。

9. 左あるいは右のブームバルブマニホルドの固
定をゆるめた場合には、そのボルトとナットを
19.78-25.42 N·m2.0-2.6 kg.m = 175-225 in-lbに
トルク締めする。

攪攪攪拌拌拌マママニニニホホホルルルドドドバババルルルブブブののの取取取りりり付付付けけけ
1. 攪拌バルブマニホルドのフランジ、ガスケット 3

枚、攪拌バイパスバルブのフランジ、圧力フィル
タのヘッド、カップリングアダプタを整列させる
図 135と図 136。

注注注 必要に応じ、圧力フィルタのヘッドの取り付け
部をゆるめて隙間を作ってください。

g191302

図図図 135

1. マニホルド 攪拌バルブ 4. フランジヘッドボルト¼ x ¾"
2. バルブサポート 5. ガスケット

3. フランジロックナット¼"
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g191301

図図図 136

1. フランジ圧力フィルタのヘッ
ド

4. クイックコネクトピン

2. フランジカップリングアダプ
タ

5. クイックコネクトカップラ攪
拌ホース

3. フランジクランプ 6. クイックコネクトフィッティン
グ攪拌バルブマニホルド

2. 攪拌バルブマニホルドを、攪拌バイパスバルブ、
圧力フィルタのヘッド、カップリングアダプタに仮
止めする図 136 攪拌マニホルドバルブの取り
外し (ページ 79)で外したフランジクランプ3個を
使用する。

3. 攪拌バルブマニホルドを、バルブサポートに組み
付ける 攪拌マニホルドバルブの取り外し (ページ
79)で取り外したフランジヘッドボルト¼ x ¾"2本と
フランジロックナット¼"を使用する。

4. フランジヘッドボルトとフランジロックナットを
19.78-25.42 N·m 2.0-2.6 kg.m = 175-225 in-lb に
トルク締めする。

5. フランジクランプ3個を手締めする図 136。
6. 攪拌ホースのクイックコネクトカップラを、攪拌

バルブマニホルドのクイックコネクトフィッティン
グに組み付けて、クイックコネクトピンで固定す
る図 136。

7. 圧力フィルタのヘッドの固定をゆるめた場合に
は、そのボルトとナットを 19.8-25.4 N·m2.0-2.6
kg.m = 175-225 in-lbにトルク締めする。

バババルルルブブブアアアクククチチチュュュエエエーーータタタののの取取取りりり付付付けけけ
1. アクチュエータをマニホルドバルブに合わせる

図 122。
2. アクチュエータとバルブを固定するステップ 2 バ

ルブアクチュエータの取り外し (ページ 78) で外
したものを使用する。
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保保保管管管

格格格納納納保保保管管管時時時ののの安安安全全全
• 運転席を離れる前に

– 平らな場所に駐車する。

– 散布用ポンプを停止させる。

– 駐車ブレーキを掛ける。

– エンジンを止め、キーのある機種ではキーを
抜き取る。

– 全ての動きが停止するのを待つ。

– 調整、整備、清掃、格納などは、車両が十分
に冷えてから行ってください。

• ガス湯沸かし器のパイロット火やストーブなど裸火
や火花を発するものがある近くでは、機械や燃料容
器を保管格納しないでください。

格格格納納納保保保管管管ののの準準準備備備

短短短期期期間間間ののの格格格納納納
30日日日未未未満満満

以下の作業を実施する

1. 車体の外側の洗浄 (ページ 85)
2. 散布システムの格納前準備作業 (ページ 85)
3. 散布システムの格納前洗浄 (ページ 85)

車車車体体体ののの外外外側側側ののの洗洗洗浄浄浄

重重重要要要 塩塩塩分分分ををを含含含んんんだだだ水水水ややや処処処理理理水水水ははは機機機体体体ののの洗洗洗浄浄浄ににに使使使用用用
しししななないいいでででくくくだだださささいいい。。。

1. 平らな場所に駐車し、駐車ブレーキを掛け、散
布ポンプとエンジンを停止し、キーを抜き取り、
可動部が完全に停止したのを確認する。

2. エンジンのシリンダヘッドの冷却フィンやブロアハ
ウジングをふくめた車両全体を洗浄する。

重重重要要要 機機機体体体ははは中中中性性性洗洗洗剤剤剤ととと水水水ででで洗洗洗うううここことととがががででできききままま
すすす。。。たたただだだししし高高高圧圧圧洗洗洗浄浄浄器器器ははは使使使用用用しししななないいいでででくくくだだださささいいい。。。
高高高圧圧圧ののの水水水ででで洗洗洗浄浄浄すすするるるととと電電電気気気系系系統統統やややグググリリリススス部部部へへへ水水水
ががが浸浸浸入入入すすするるる恐恐恐れれれがががああありりりままますすす。。。まままたたた、、、コココンンントトトロロローーールルル
パパパネネネルルルやややヘヘヘッッッドドドララライイイドドド、、、エエエンンンジジジンンン、、、バババッッッテテテリリリーーー部部部ににに
大大大量量量ののの水水水をををかかかけけけななないいいよよようううにににしししてててくくくだだださささいいい。。。

散散散布布布シシシススステテテムムムののの格格格納納納前前前準準準備備備作作作業業業

1. 薬剤排出処理場に駐車し、駐車ブレーキを掛
け、スプレーポンプを停止し、エンジンを停止
し、キーを抜き取り、可動部が完全に停止した
のを確認して運転席を離れる。

2. 真水タンクのコックを開いた状態にする。

3. 液剤タンクからできるだけ完全に液を抜く。

4. 非アルコール系の防錆不凍液を用意する コンディ
ショナの準備 (ページ 42)を参照。

5. 水圧計の後ろについているチューブを外して、
チューブの端を容器に入れる図 137。

g276304

図図図 137

1. 圧力計のチューブ 3. 水圧計

2. チューブカップラ

6. エンジンを掛け、左右のブームを降下させる。

散散散布布布シシシススステテテムムムののの格格格納納納前前前洗洗洗浄浄浄

1. 散布用ポンプを数分間運転して不凍液を配管
内部および搭載されているアクセサリの内部に
循環させる。

2. 個別ブームスイッチ左、右、中央を全て ON に
する。

3. マスターブームスイッチを ON にして以下を確
認する
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• 圧力計から外したチューブから不凍液が流れ
出してくるのを確認する。

• 各ブームから不凍液が散布されるのが確認で
きるまで散布を行う。

4. マスターブームスイッチを OFF にする。

5. ポンプスイッチを OFF 位置に戻す。

6. ブーム昇降スイッチでブームを上昇させる。

各ブームが完全に上昇して移動走行用クレードル
に収まり、シリンダが完全に縮んでブームがX字
型にたたまれたことを確認する。

注注注 アクチュエータのロッドの破損を防止するた
め、ブームシリンダが完全に縮んでいるのを確認
してください。

7. エンジンを停止する。

8. 液剤タンクからできるだけ完全に液を抜く。

長長長期期期間間間ののの格格格納納納
30日日日以以以上上上

短期間の格納 (ページ 85)に挙げられている作業を
実施する

1. 車体の外側の洗浄 (ページ 85)
2. 散布システムの格納前準備作業 (ページ 85)
3. 散布システムの格納前洗浄 (ページ 85)

上記に加えて、以下の作業を実施する

1. シャーシの整備 (ページ 86)
2. スプレーヤの整備をを行う (ページ 86)
3. エンジンの整備 (ページ 86)
4. 燃料系統の整備 (ページ 86)
5. バッテリーの整備 (ページ 86)
6. 車両の保全 (ページ 86)

シシシャャャーーーシシシののの整整整備備備

1. タイヤ空気圧を点検する タイヤ空気圧を点検す
る (ページ 22)を参照。

2. ブレーキを点検する ブレーキの調整 (ページ 69)
を参照。

3. 機体各部のゆるみを点検し、必要な締め付け
や交換、修理を行う。

注注注 摩耗した部品や破損した部品はすべて修理
または交換する。

4. 表面のキズや塗装のはがれているところには再
塗装を行う塗料は代理店にて入手可能。

スススプププレレレーーーヤヤヤののの整整整備備備をををををを行行行ううう

1. 攪拌バルブおよび個別ブームバルブ3個の洗浄
を行う 攪拌バルブと個別ブームバルブの清掃
(ページ 78)を参照。

2. グリスアップを行う 散布用ポンプのグリスアップ
(ページ 52)を参照。

3. 全部の散布ホースを点検する。

注注注 摩耗した部品や破損したホースはすべて修理
または交換する。

4. 全部のホースクランプとフィッティングの締め付
けを行う。

エエエンンンジジジンンンののの整整整備備備

1. エアクリーナの整備を行う エアクリーナを点検す
る (ページ 54)を参照。

2. エンジンオイルとフィルタを交換する; エンジンオ
イルフィルタの交換 (ページ 56) と エンジンオイ
ルの交換 (ページ 57)を参照。

燃燃燃料料料系系系統統統ののの整整整備備備

1. 燃料タンクの内部清掃を行う 燃料タンクの内部清
掃 (ページ 62)を参照。

2. 燃料タンクの燃料にスタビライザを添加する量や
添加方法はスタビライザメーカの指示に従う。

3. エンジンを始動し、約5分間のアイドル運転を
行う。

4. エンジンを停止する。

5. 燃料関係のフィッティングを確実に固定する。

バババッッッテテテリリリーーーののの整整整備備備

1. 汚れていない乾燥した場所に移動する。

2. シャーシからバッテリーを取り外す バッテリーの
取り外し (ページ 63)を参照。

注注注 保管期間中は、バッテリーケーブルを外して
おいてください。

3. バッテリー液の量を点検する。

4. バッテリーを満充電する; バッテリーを充電する
(ページ 64)を参照。

重重重要要要 氷氷氷点点点下下下でででののの凍凍凍結結結破破破損損損ををを防防防止止止すすするるるたたためめめ、、、バババッッッ
テテテリリリーーーははは必必必ずずずフフフルルル充充充電電電しししてててくくくだだださささいいい。。。フフフルルル充充充電電電ししし
たたたバババッッッテテテリリリーーーははは周周周囲囲囲温温温度度度約約約 4°C でででほほほぼぼぼ 50 日日日間間間
電電電圧圧圧ををを保保保持持持しししままますすす。。。保保保管管管場場場所所所ののの気気気温温温がががそそそれれれよよよりりり
ももも高高高いいい場場場合合合にににははは 30日日日ごごごとととににに再再再充充充電電電しししてててくくくだだださささいいい。。。

車車車両両両ののの保保保全全全

1. 保管中は始動キーを抜き取り、子どもなどの手
の届かない場所で保管する。

2. 機体にはカバーを掛けておく。

保保保管管管後後後ののの再再再使使使用用用前前前ののの準準準備備備
1. 圧力計の裏側にあるチューブカップラにチュー

ブを接続する図 138。
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図図図 138

1. 圧力計のチューブ 3. 水圧計

2. チューブカップラ

2. 真水タンクのコックを閉じる

3. 燃料タンクに燃料を入れる。

4. バッテリーを満充電する; バッテリーを充電する
(ページ 64)を参照。

5. シャーシにバッテリーを取りつける バッテリーを
取り付ける (ページ 64)を参照。
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故故故障障障探探探究究究

エエエンンンジジジンンンととと車車車両両両ののの故故故障障障探探探究究究
問問問題題題 考考考えええららられれれるるる原原原因因因 対対対策策策

1. 配線のゆるみ、腐食など。 1. 配線を点検修正する。

2. ヒューズが飛んでいる、ゆるい、など。 2. ヒューズを点検交換する。

3. バッテリーが上がっている。 3. バッテリーを充電または交換する。

4. スタータやスタータソレノイドの故障。 4. 代理店に連絡してください。

スタータでエンジンがクランキングしない。

5. エンジン内部の焼き付き。 5. 代理店に連絡してください。

1. ガス欠。 1. 燃料タンクに新しい燃料を入れる。

2. 燃料に水が混入または燃料が粗悪。 2. 燃料タンク内部を清掃してきれいな燃
料を入れる。

3. 燃料ラインが詰まっている。 3. 洗浄または交換する。

4. RUN リレーに通電されていない。 4. 代理店に連絡してください。

クランキングするが始動しない。

5. スタータのスイッチが破損している。 5. 代理店に連絡してください。

1. 燃料タンクの通気口が詰まっている。 1. 燃料キャップを交換する。

2. 燃料系統に異物、水などが混入して
いる。

2. 燃料タンク内部を清掃してきれいな燃
料を入れる。

3. 燃料フィルタが詰まっている。 3. 燃料フィルタを交換する。

4. ヒューズが飛んでいる、ゆるい、など。 4. ヒューズを点検交換する。

5. 燃料ポンプの故障。 5. 代理店に連絡してください。

6. 配線のゆるみなど。 6. 配線の接続状態を点検修正する。

始動するがすぐ止まる。

7. シリンダヘッドのガスケットが破損して
いる。

7. 代理店に連絡してください。

1. 燃料に水が混入または燃料が粗悪。 1. 燃料タンク内部を清掃してきれいな燃
料を入れる。

2. 配線のゆるみなど。 2. 配線の接続状態を点検修正する。

始動するがノッキングを起こしたり着火不
良である。

3. エンジンのオーバーヒート。 3. 以下の「エンジンがオーバーヒートし
ている」を参照。

1. 燃料タンクの通気口が詰まっている。 1. 燃料キャップを交換する。

2. 燃料に水が混入または燃料が粗悪。 2. 燃料タンク内部を清掃してきれいな燃
料を入れる。

3. 燃料ポンプの故障。 3. 代理店に連絡してください。

4. エンジンの圧縮不良。 4. 代理店に連絡してください。

アイドリングできない。

5. エアフィルタのエレメントが汚れている。 5. エアフィルタのエレメントを交換する。

1. エンジンオイルの量が不適切。 1. オイルを適量Fullマークに調整する。

2. 冷却液が不足している。 2. 冷却液の量を点検し、必要に応じて補
給する。

3. エンジンの負荷が大きすぎる。 3. 重さを軽くするか走行速度を落とす。

4. 吸気スクリーンが詰まっている。 4. 吸気スクリーンは使用ごとに清掃する。

エンジンがオーバーヒートしている。

5. 冷却フィンやブロアハウジング、回転ス
クリーンなどが汚れている。

5. 冷却フィンと通風路は使用ごとに清掃
する。
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問問問題題題 考考考えええららられれれるるる原原原因因因 対対対策策策

1. エンジンオイルの量が不適切。 1. オイルを適量Fullマークに調整する。

2. エアクリーナのエレメントが汚れている。 2. エアクリーナのエレメントを交換する。

3. 燃料に水が混入または燃料が粗悪。 3. 燃料タンク内部を清掃してきれいな燃
料を入れる。

4. エンジンのオーバーヒート。 4. 上の「エンジンがオーバーヒートしてい
る」を参照。

5. 燃料タンクの通気口が詰まっている。 5. 燃料キャップを交換する。

エンジンのパワーが出ない。

6. エンジンの圧縮不良。 6. 代理店に連絡してください。

1. エンジン固定ボルトがゆるい。 1. 固定ボルトを締め付ける。振動や騒音がひどい。

2. エンジン自体のトラブル。 2. 代理店に連絡してください。

エンジンが咳き込むあるいは止まって前進
後退できない、または速度がでない。

1. 駐車ブレーキが掛かっている。 1. 駐車ブレーキを解除する。

1. 駐車ブレーキが解除されていない。 1. 駐車ブレーキを解除またはリンクを修
正。

2. トランスミッションの故障。 2. 代理店に連絡してください。

3. コントロールリンクの調整不良。 3. 代理店に連絡してください。

前進も後退もできない。

4. 駆動シャフトかハブのキーが破損。 4. 代理店に連絡してください。
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散散散布布布シシシススステテテムムムののの故故故障障障探探探究究究
問問問題題題 考考考えええららられれれるるる原原原因因因 対対対策策策

1. ブームバルブの配線不良。 1. バルブを手動でOFFに戻す。コネクタを
外して接点部の点検と清掃をする。

2. ヒューズが飛んで開回路になっている。 2. ヒューズを点検し、必要に応じて交換
する。

3. ホースが何かに挟まれている。 3. ホースを修正または交換する。

4. 個別ブームバイパスの調整不良。 4. 正しく調整する。

5. 個別ブームバルブの破損。 5. 代理店に連絡してください。

ブームから散布しない。

6. 電気系統が故障している。 6. 代理店に連絡してください。

散布がとまらない。 1. バルブの破損。 1. 個別ブームバルブを分解点検する;「個
別ブームバルブの洗浄」を参照。全部
の部品を点検し不良品を交換する。

1. Oリングの劣化。 1. バルブを分解してシールを交換するバ
ルブ修理キットを代理店から入手する。

ブームバルブから液洩れする。

2. 弁座の磨耗または破損。 2. バルブアクチュエータを分解してバルブ
シールと弁座を交換するバルブ修理キッ
トが必要。Toro 代理店に連絡する。

1. ブームバイパスバルブの調整不良。 1. ブームバイパスバルブを調整する。

2. ブームバルブ内部に異物。 2. バルブ前後の接続を外して異物を取り
除く。

ブームを ON にすると水圧が下がる。

3. ノズルフィルタが詰まっている。 3. 全部のノズルを外して点検する。

ブームスイッチをOFFにするとノズルから
薬液が垂れ続ける。

1. ノズルボディとチェックバルブのダイヤフ
ラムとの間に異物がある。

1. ノズルボディとチェックバルブのダイヤフ
ラムを洗浄する「ノズルボディとチェック
バルブのダイヤフラムの洗浄」を参照

散布中に水圧が下がる。 1. 吸い込み部のフィルタが詰まった。 1. フィルタを外して洗浄または交換する。
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図図図面面面

g034336

散散散布布布シシシススステテテムムム回回回路路路図図図 (Rev. DWG 131-9559 Rev A)
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EEA/UK にににおおおけけけるるるプププララライイイバババシシシーーーににに関関関すすするるるおおお知知知らららせせせ

Toro ににによよよるるるおおお客客客様様様ののの個個個人人人情情情報報報ののの利利利用用用にににつつついいいててて

The Toro Company (“Toro”) は、お客様のプライバシーを尊重します。弊社の製品をお買い上げ頂いた際、弊社ではお客様に関する情報を、お客様から直
接、あるいは弊社の支社や代理店を通じて入手いたします。入手した情報は、お客様との契約を履行するために使用されます。具体的には、お客様のため
の製品保証登録、保証請求の処理、万一製品をリコールする場合のご連絡、さらには弊社の事業を進めるため、たとえばお客様満足度を調査したり、製品
の改良、またお客様にとって役に立ちそうな製品のご紹介などに使用します。また、トロが上記の業務を遂行するために必要となる活動のために、弊社の子会
社、提携会社、代理店などのビジネスパートナーに情報を開示する場合があります。また、法律に基づく要請があった場合や、事業の売却、買収、合併など
が発生した場合にはお客様の情報を開示する場合があります。ただし、マーケティングのためにお客様の個人情報を他社に売ることは絶対にいたしません。

個個個人人人情情情報報報ののの保保保存存存

Toro では、上記の目的にとって必要な期間にわたり関連法律に従ってお客様の個人情報を保持いたします。具体的な保持期間についての詳細をお知りに
なりたい方は以下にご連絡ください legal@toro.com。

セセセキキキュュュリリリテテティィィーーーにににつつついいいてててののの Toro のののおおお約約約束束束

あなたの個人情報についての情報処理作業は、米国またはあなたが居住される国のデータ保護関連規制よりも規制がゆるやかな第三国で行われる場合が
あります。あなたの情報をあなたの居住国の外に移動する場合には、弊社は必ず法律が定める手続きを踏み、あなたの情報が安全に取り扱われ適切な保
護がおこなわれるように、そして正しく取り扱われるように配慮します。

アアアクククセセセスススととと訂訂訂正正正

お客様には、ご自身の個人情報を閲覧・訂正する権利があり、また、ご自身に関するデータの処理に対して異議申し立てないしは禁止を申し立てる
権利があります。このような権利行使をなさりたい場合には legal@toro.com にメールでご連絡ください。弊社があなたの情報を取り扱った方法に懸念
をお感じになった場合には、弊社に直接申し立てをしていただくようにお願い申し上げます。なお、ヨーロッパにお住まいの皆様は、Data Protection
Authority に対して異議申し立てを行うことができます。

374-0282 Rev C

 



カカカリリリフフフォォォルルルニニニアアア州州州第第第65号号号決決決議議議ににによよよるるる警警警告告告

こここののの警警警告告告ははは何何何?
以下のような警告ラベルが貼られた製品を見かけることがあるでしょう

警警警告告告ガンおよび先天性障害の恐れ —www.p65Warnings.ca.gov.

Prop 65 っっっててて何何何?
Prop 65 は、カリフォルニア州で操業している企業、製品を販売している企業、カリフォルニア州で販売または同州に持ち込まれる可能性のある製品のメー
カーを対象とした法律です。この法律では、ガン、先天性などの出生時異常の原因となることが知られている化学物質の一覧をカリフォルニア州知事が作成
維持しこれを公表しなければならないと定められています。危険物リストは、日常の生活の中で使用するものから発見された数百種類の化学物質を網羅して
おり、毎年改訂されます。Prop 65 の目的は、こうした物質に触れる可能性があることを市民にきちんと知らせることです。

Prop 65は、こうした物質を含む製品の販売を禁じているのではなく、そうした製品、製品の包装、製品に付属する文書などに警告を明記することを求めてい
ます。また、こうした警告があるからといって、その製品が何等かの安全基準に違反しているということではありません。実際、カリフォルニア州政府は、Prop
65警告はその製品が安全か安全でないかを示すものではないと説明しています。こうした物質の多くは、様々な生活用品に何年も前から使用されてきており
ますが、それらの物質が今までに何らかの健康問題を起こしたという記録はありません。さらに詳しい情報はこちらへhttps://oag.ca.gov/prop65/faqs-view-all

Prop 65 の警告は、以下のうちのどちらかを意味していますある企業が自社製品への化学物質の使用量について評価したところ、目立った危険は何一つ
ないとされる基準を超えていることがわかった、または (2) 製品に使用している化学物質は法律で規制されているものだったので、特に評価を行うこ
とはせず、法に従って警告文を添付することにした。

こここののの法法法律律律ははは全全全世世世界界界ににに適適適用用用ささされれれるるるのののででですすすかかか

Prop 65 警告はカリフォルニア州でのみ要求される法律です。Prop 65 警告はカリフォルニア州のいたるところで目にすることができます。レストラン、八
百屋、ホテル、学校、病院など、そして非常に多くの製品にも、この警告が印刷されています。さらには、オンラインやメールオーダーのカタロ
グなどにも掲載されています。

カカカリリリフフフォォォルルルニニニアアア州州州ののの警警警告告告ととと連連連邦邦邦政政政府府府ののの上上上限限限とととののの関関関係係係ははは

Prop 65の内容は連邦政府の規制や国際規制よりも厳しいものが大変多いです。Prop 65の規制基準値は連邦政府基準に比べてはるかに厳しく、連邦政府
基準では表示義務がないが、Prop 65 では表示義務があるものが数多く存在します。たとえば、Prop 65 の基準では、一日当たりの鉛の排出量が 0.5 マ
イクログラムとなっており、これは連邦政府の基準や国際基準よりもはるかに厳しい数値です。

似似似たたたよよようううななな製製製品品品なななのののににに警警警告告告ががが付付付いいいててていいいななないいいももものののがががあああるるるのののはははなななぜぜぜ

• カリフォルニア州内で販売される場合には Prop 65 ラベルが必要でも、他の場所で販売される場合には不要だからです。

• Prop 65 関連で裁判となった企業が、和解条件として Prop 65 警告の表示に同意したが、そうした問題に巻き込まれていない企業の製品に
は何も表示されていないといったこともあるでしょう。

• Prop 65 の表示は必ずしも一律に行われているわけではないのです。

• 自社内で検討した結果、Prop 65 基準に抵触しないと判断して、警告の表示を行わないことを選択する企業もあります。警告が書かれていないからと
言って、その製品に対象化学物質が含まれていないということは言えません。

なななぜぜぜ Toro 製製製品品品にににはははこここののの警警警告告告ががが表表表示示示ささされれれててていいいるるるのののででですすすかかか

Toro では、十分な情報に基づいてお客様ご自身が判断できるようにすることがベストであるという考えから、できる限り多くの情報をお客様に提供する
こととしております。リスト記載物質のいくつかが自社製品に該当する場合、Toro では、それらの物質のほとんどの量はごくわずかであって実際の表
示義務はないことを認識した上で、排出量などを厳密に評価することなく、警告を表示するという判断をすることがあります。Toro では、自社の製品
に含まれる化学物質の量が「重大なリスクはない」レベルであると認識した上で、あえてProp 65 警告の表示を行うという選択をしております。これ
はまた、もし Toro がこうした警告を表示しなかった場合、カリフォルニア州政府や、Prop 65 の施行推進を目指す民間団体などから訴訟を提起される
可能性もあるということも視野に入れての判断です。
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Toro 製製製品品品保保保証証証

2 年間または 1,500 時間限定保証

保保保証証証条条条件件件おおおよよよびびび保保保証証証製製製品品品

Toro 社は、Toro 社の製品以下「製品」と呼びますの材質上または製造上
の欠陥に対して、2 年間または 1,500 運転時間のうちいずれか早く到達した
時点までの品質保証を共同で実施いたします。この保証は、エアレータ以外
のすべての機器に適用されますエアレータ製品については別途保証があ
ります。この品質保証の対象となった場合には、弊社は無料で「製品」
の修理を行います。この無償修理には、診断、作業工賃、部品代、運賃
が含まれます。保証は「製品」が納品された時点から有効となります。
*アワーメータを装備している機器に対して適用します。

保保保証証証請請請求求求ののの手手手続続続ききき

保証修理が必要だと思われた場合には、「製品」を納入した弊社代理店
ディストリビュータ又はディーラーに対して、お客様から連絡をして頂くことが
必要です。連絡先がわからなかったり、保証内容や条件について疑問があ
る場合には、本社に直接お問い合わせください。

Toro Commercial Products Service Department
8111 Lyndale Avenue South
Bloomington, MN 55420-1196

952–888–8801 または 800–952–2740
E-mail: commercial.warrnty@toro.com

オオオーーーナナナーーーののの責責責任任任

製品のオーナーは、オペレーターズマニュアルに記載された整備や調整を実
行する責任があります。必要な整備や調整を怠ったことが原因で発生した不
具合などの問題点はこの製品保証の対象とはなりません。

保保保証証証ののの対対対象象象とととななならららななないいい場場場合合合

保証期間内であっても、すべての故障や不具合が保証の対象となるわけで
はありません。以下に挙げるものは、この保証の対象とはなりません

• Toroの純正交換部品以外の部品を使用したことまたはToroの純正部
品以外のアクサセリや製品を搭載して使用したことが原因で発生し
た故障や不具合。

• 推奨された整備や調整を行わなかったことが原因で生じた故障や不
具合。

• 運転上の過失、無謀運転など「製品」を著しく過酷な条件で使用したこ
とが原因で生じた故障や不具合。

• 製品を使用したことによって消耗した正常なパーツ通常の使用に伴って
磨耗消耗する部品類とは、ブレーキパッドおよびライニング、クラッチラ
イニング、ブレード、リール、ローラおよびベアリングシールドタイプ、
グリス注入タイプ共、ベッドナイフ、タイン、点火プラグ、キャスタホ
イール、ベアリング、タイヤ、フィルタ、ベルトなどを言い、この他、
液剤散布用の部品としてダイヤフラム、ノズル、フローメータ、チェッ
クバルブが含まれます。

• 以下のような外部要因が原因で発生する不具合天候、格納保管条
件、異物、不適切な燃料、冷却液、潤滑剤、添加物、水、薬品な
どの使用。

• エンジンのための適正な燃料ガソリン、軽油、バイオディーゼルな
どを使用しなかったり、品質基準から外れた燃料を使用したために
発生した不具合。

• 通常の使用に伴う運転音や振動、汚れや傷、劣化。通常の使用に伴う
「汚れや傷」とは、運転席のシート、機体の塗装、ステッカー類、窓
などに発生する汚れや傷を含みます。

部部部品品品

定期整備に必要な部品類「部品」は、その部品の交換時期が到来するまで
保証されます。この保証によって取り付けられた部品は、この製品保証によ
り保証期間終了まで保証され、取り外された部品は弊社の所有となります。
部品やアセンブリを交換するか修理するかの判断は弊社が行います。弊社
が保証修理のために再製造した部品を使用する場合があります。

デデディィィーーープププサササイイイクククルルルバババッッッテテテリリリーーーおおおよよよびびびリリリチチチウウウムムムイイイオオオンンンバババッッッテテテリリリーーー
ののの保保保証証証

ディープサイクルバッテリーやリチウムイオンバッテリーは、その寿命中に放
出することのできるエネルギーの総量kWhが決まっています。一方、バッテ
リーそのものの寿命は、使用方法、充電方法、保守方法により大きく変わり
ます。バッテリーを使用するにつれて、完全充電してから次に完全充電が
必要になるまでの使用可能時間は徐々に短くなってゆきます。このような
通常の損耗を原因とするバッテリーの交換は、オーナーの責任範囲です。
注リチウムイオンバッテリーバッテリーの保証内容をご確認ください。

クククララランンンクククシシシャャャフフフトトトのののララライイイフフフタタタイイイムムム保保保証証証プププロロロススストトトララライイイプププ 02657 モモモ
デデデルルルのののみみみ

トロ社の純正摩擦ディスクおよびクランク安全ブレードブレーキクラッチ統合ブ
レードブレーキクラッチBBC摩擦ディスクアセンブリを当初から搭載し、当初
の購入者様がトロ社の推奨する運転方法および定期整備を遵守してご使
用されたプロストライプ製品には、クランクシャフトの曲がり不具合に対する
ライフタイム保証が適用されます。摩擦ワッシャ、ブレードブレーキクラッ
チBBCその他のデバイスを搭載した製品には、このクランクシャフトのライ
フタイム保証は適用されません。

保保保守守守整整整備備備ににに掛掛掛かかかるるる費費費用用用はははオオオーーーナナナーーーががが負負負担担担すすするるるももものののとととしししままますすす

エンジンのチューンナップ、潤滑、洗浄、磨き上げ、フィルタや冷却液の
交換、推奨定期整備の実施などは「製品」の維持に必要な作業であり、
これらに関わる費用はオーナーが負担します。

そそそののの他他他

上記によって弊社代理店が行う無償修理が本保証のすべてとなります。

Toro社社社ははは、、、本本本製製製品品品ののの使使使用用用ににに伴伴伴っっっててて発発発生生生しししうううるるる間間間接接接的的的偶偶偶発発発的的的結結結果果果的的的損損損害害害、、、例例例
えええばばば代代代替替替機機機材材材ににに要要要しししたたた費費費用用用、、、故故故障障障中中中ののの修修修理理理関関関連連連費費費用用用ややや装装装置置置不不不使使使用用用ににに伴伴伴ううう
損損損失失失なななどどどにににつつついいいててて何何何らららののの責責責ももも負負負うううももものののででではははああありりりままませせせんんん。。。当当当社社社ののの保保保証証証責責責任任任ははは
上上上記記記ののの交交交換換換まままたたたははは修修修理理理ににに限限限らららせせせててていいいたたただだだきききままますすす。。。そそそののの他他他にににつつついいいてててははは、、、排排排
気気気ガガガススス関関関係係係ののの保保保証証証ををを除除除ききき、、、何何何らららののの明明明示示示的的的ななな保保保証証証もももおおお約約約束束束すすするるるももものののででではははああありりり
ままませせせんんん。。。商商商品品品性性性ややや用用用途途途適適適性性性にににつつついいいてててののの黙黙黙示示示的的的内内内容容容にににつつついいいてててののの保保保証証証ももも、、、本本本
保保保証証証ののの有有有効効効期期期間間間中中中のののみみみににに限限限っっっててて適適適用用用ささされれれままますすす。。。

米国内では、間接的偶発的損害に対する免責を認めていない州がありま
す。また黙示的な保証内容に対する有効期限の設定を認めていない州があ
ります。従って、上記の内容が当てはまらない場合があります。この保証に
より、お客様は一定の法的権利を付与されますが、国または地域によって
は、お客様に上記以外の法的権利が存在する場合もあります。

排排排ガガガススス保保保証証証にににつつついいいてててのののごごご注注注意意意

米国においては環境保護局EPAやカリフォルニア州法CARBで定められたエ
ンジンの排ガス規制および排ガス規制保証があり、これらは本保証とは別個
に適用されます。くわしくはエンジンメーカーのマニュアルをご参照ください。
上に規定した期限は、排ガス浄化システムの保証には適用されません。製
品に同梱またはエンジンメーカーからの書類に同梱されている、エンジンの排
ガス浄化システムの保証についての説明をご覧下さい。

米米米国国国とととカカカナナナダダダ以以以外外外のののおおお客客客様様様へへへ

米国またはカナダから輸出された製品の保証についてのお問い合わせは、お買いあげのToro社販売代理店ディストリビュータまたはディーラへおたずねくださ
い。代理店の保証内容にご満足いただけない場合は弊社の正規サービスセンターにご相談ください。

374-0253 Rev I

 



 




